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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「いいか、夜になるまで絶対に動くな」

　男の声が地平に響いた。

　……地平。

　渺びよう茫ぼうたる地平。

　乾いた赤い土。礫れきと砂。山は東に遠く、西には横一文字の地平線。

　緑が死んだこの地に、人間が十人。時が止まったかのように立っている。

　大人の男が五人、大人の女が四人、そして少女が一人。

　動かない十人はまるでボードゲームの駒のようだった。五メートルほどの間隔を空けて列をなし、彼らは大地に釘くぎづけにされていた。

　その中の一人、少女の名はフウという。

　フウは外がい套とうを纏まとい、フードの陰からじっと前を見ていた。私は石だと自分に言い聞かせ、呼吸を殺して乾いた風に耐えている。

　西には茜あかね色いろの空と褐色の大地が地平線に隔てられている。そこに、太陽が沈みつつあった。夜だ。ただ夜が来るのを待てばいい。

「あと一時間で日は落ちる。そうすればチアゲハは動きが鈍くなる」

　先頭の男はこちらを振り返って激を飛ばした。

「絶対に動くな。俺おれ達たちが歩けば奴やつらも移動している。歩行の振動に反応してやがるんだ」

　背の高い男だった。精せい悍かんな顔立ちと雄々しい体たい軀く。外がい套とうからは荒々しい筋肉が見えている。恐らく相当鍛え込んでいるその身体からだ。

　彼は言葉を放った三秒後に死んだ。

　それは、一瞬の出来事だった。彼の身体からだは地面から出現した巨大な口に吞のみ込こまれた。

「う、うああぁ！」

　それは鳥のくちばしのように先細った口で、間からナイフのように鋭い牙が胸に突き刺さっているのが見える。口からはみ出た男の上半身が砂に引きずり込まれていく。

「いやだ、死にたくない！」

　男は声を上ずらせながら砂の中に消えていった。しばらくして「こつ、こつ、こつ」と骨が嚙かみ砕くだかれる音が地面の中から聞こえてくる。

　数秒後、そこから赤い砂が噴水のように吹き上がった。風に乗って仄ほのかに鉄の臭いがフウの鼻び腔こうをつく。

「え？　死んだの？」

　フウの目の前にいた女性が小さく呟つぶやいた。背は低く、年齢はフウに一番近い。

「ねぇ、死んじゃったの!?」

　女は声を荒げた。途端、フウは足元に微弱な振動を感じた。地中を何かが移動している。目の前で彼女の足元が二つに割れた。楔くさび形がたの歯が生はえ揃そろった嘴くちばし。それが左右に分かれ、その身体からだを挟み込む。

「ぎ──」

　短い悲鳴が上がったかと思うと、血が数滴フウの頰にかかる。女の身体からだは完全に口の中に吞のみ込こまれていた。恐らく即死だろう。化け物の口が砂の中に消えていく。数秒後、赤い砂が高々と上がった。強い血の臭いがフウの顔にかかる。静寂が戻ると、フウは己の鼓動の音を聞いた。耳を澄ませると、地面の下から「コツ、コツ」と骨が砕かれる音が聞こえてくる。

　一同の緊張は高くなる。

　動いてはいけない。そして、恐らく音を発してもいけない。

　砂漠には「チアゲハ」という凶暴な生き物が生息すると言い伝えられていた。だが、その姿を見たと言う者は殆ほとんどなく、迷信と笑う者すらいた。

　フウは、何な故ぜこれほどまでにチアゲハの目撃情報が乏しいのか、ようやく気付いた。

　フウは息を押し殺す。死ぬもんか、と己に言い聞かせ、折れそうになる心をなんとか平常に留とどめていた。残った八人は一つの言葉も、呼吸の音すらも漏らさず、そこに立っている。日がゆっくりと西の地平、視界の右に落ちていく。地平が少しずつ赤みを帯びていった。乾いた血のような色だ。

　もうすぐ、もうすぐ夜が来る。

　その時、大きな風が吹いた。

　フウは反射的に太ももの間に外がい套とうの裾を挟み、自分自身の身体からだを抱きしめるように押さえた。ゼロコンマ遅れて突風が八人を横殴りにし、マントが横薙なぎにされる。はためいた布が音をたて、女性の一人がそれを押さえようとして転倒した。見た目は三十半ばくらい。少々華きや奢しやだが面倒見のいい優しい人だった。「砂漠の横断便」を利用したフウに一番優しくしてくれた。その女性は悲鳴を上げる間もなく頭から化け物の口に吞のみ込こまれ、砂の中に消えていった。助けようと身体からだを動かした三人の男もチアゲハに吞のみ込こまれ、

「うぎゃああおぉぉぉ」

　くぐもった悲鳴ごと砂の中に引きずり込まれていく。

　チアゲハは、はためいた外がい套とうの音に反応したのだ。

「いやああああああぁ、ジン！」

　女性の一人が奇声を上げた。その背後にいた別の女性が、

「落ち着いて！　ユミ！」

「いや、いやあああぁ、ジン死なないで！」

　その絶叫を断ったのはやはりチアゲハだった。砂が爆はぜ、チアゲハの巨体が飛び上がった。鳥の嘴くちばしのような口、芋虫のように長く、肥えた身体からだ。そこに生えそろう昆虫のような節足。その巨体が高々と砂すな埃ぼこりを巻き上げて地表に飛び上がり、絶叫する女性の身体からだを吞のみ込むとその背後にいた女もついでと喰くらう。悲鳴を上げた女は即死、それを宥なだめた女性はまだ息があった。チアゲハの口の間からはみ出した上半身が苦く悶もんの表情を浮かべている。

　フウとチアゲハが向かい合う。フウは息を止めた。チアゲハはじっとフウの方を向いている。

「だず、げ、て、しに、だ、く」

　女は血まみれの腕をフウの方に伸ばす。チアゲハは振り返ると、ヘビのように身体からだを波打たせ、自分が出てきた穴に女二人もろとも頭から砂の中に入っていった。その穴からとりわけ大きな赤い砂の柱が上がる。

　気が付けば残っていたのは二人。フウと茶色い外がい套とうを纏まとう小柄な男だった。男の腰には小さな刀剣が揺れている。彼は動じた素振りも見せず、その場に仁王立ちしていた。再び風が吹く。外がい套とうが靡なびいても男は動かない。その音に反応したチアゲハが口を広げて喰くらいにかかる。

　男は俊敏だった。

「おっと」

　小柄な体を活いかして軽やかに身をさばくと、チアゲハの口撃を避けた。そこを別のチアゲハが襲いかかる。

　轟ごう音おん。

　外がい套とうの袖口から刃が飛び出したかと思うと、神懸かった俊敏性でチアゲハに鋭い斬撃を浴びせた。フードがめくれて男の顔が露あらわになる。フウと同じくらいの年齢の少年。だが驚くべきはそこではない。両目の瞳孔は血のように赤い光を放ち、皮膚は破れて金属が露出している。

　人造人間。

　この世界のどこかに潜伏していると噂うわさされる死の戦士。少年は身を翻ひるがえすと飛び掛かってきたチアゲハの腹部に刀剣を突き立て、その腹を搔かっ捌さばく。裂かれたチアゲハの腹部から褐色の液体と共に無数の人骨が砂上にぶちまけられた。

「感度良好、敵影多数」

　赤い瞳が点滅したかと思うと、少年は関節の噴気孔から蒸気を噴射し、剣を構えなおす。その先には地上に飛び出してきた別のチアゲハがいる。チアゲハは口を開くと、その体を波打たせ少年に殺到する。少年は背中に開いた穴から炎を噴射させ劇的に加速。向かい来るチアゲハに斬りかかる。チアゲハと少年が交差し、そして動きが止まった。

　激闘に生じた空白に風の奏かなでる口笛が響く。

「損傷、過多」

　少年の右手は刀剣ごと肩からもぎ取られていた。石油のような黒い液体が地面に零こぼれ落おちる。異形の戦士は膝をついた。その、二秒後だった。彼の足元が二つに割れ、巨大な嘴くちばしが鉄の身体からだを挟み込む。金属が破断するけたたましい音が生じ、その身体からだは地中に吞のみ込こまれていった。数秒後、砂の中から黒い砂と無数の金属片が高々と舞った。




　フウは目の前で起きた事実を少しずつ飲み込んでいく。少年の死がもたらした事実は二つ。この世に人造人間なるものが実在する事。もう一つは、その力をもってしてもチアゲハを討伐するのは至難であるということ。

　状況を整理する。

　王都チオウと自分の住む家を最短で移動するには砂漠を渡る必要がある。フウは危険を承知で「運び屋」に依頼して砂漠を車で渡る決心をした。が、砂漠を渡る「運び屋」とその哀れな顧客はフウを残して死んだ。フウの足元には獰どう猛もうな肉食砂獣が、地表に神経を尖とがらせている。フウの背後五百メートルには動力装置が停止して立ち往生したトラックが一台、空っ風に晒さらされていた。フウの眼前、即すなわち南にはごつごつとした岩場の風景が遠く揺れていた。フウは風に耐えながら夜を待つしかなかった。

　フウの母は「砂漠には竜がいて危ないから絶対に入っては駄目」とよく言っていた。竜はいなかったが、危険であることは確かだった。それでも、フウはその危険を承知で運び屋に同行したのだが。

　夜まで自分は生きていられるだろうか。フウの足元からはチアゲハが地中を進む音が聞こえていた。

　フウは死を覚悟する。いや、覚悟、というのはおかしいかもしれない。それは確信だ。自分はもう助からないという確固たる思いがフウの脳内に浸潤していく。

　だが、後悔はない。こうするしかないと、フウは本気で信じていた。これが、母を助ける最良の選択であり、自分は賭けに負けただけなのだと。

　──ごめん。

　フウはポケットの中の薬の入ったプラスチック容器を握りしめる。

　フウのすぐ側には、少年に切り裂かれて瀕ひん死しとなったチアゲハが横たわっている。不思議と、自分の傍かたわらで死を待つチアゲハに妙な共感を覚えるフウだった。

「ウゥー」

　どこからともなく鳴き声のようなものが聞こえた。それは風の高鳴りに思えた。だが違う。鳴き声に遅れて、軽快な足音が聞こえてくる。一つじゃない。連なるその足音は群れを連想させる。フウは眼球を右に動かし、地平の彼方かなたから迫りくる無数の影を見た。

　──竜。

　思わず声が出そうになった。体高一メートルはあろうかという巨大な蜥蜴とかげの群れだ。乾燥した鱗うろこと、広い顎。そして背中や口くちの端はから伸びた無数のトゲ。

　大蜥蜴とかげの群れは軽快に、そして素早く、風のように地表を駆けた。フウに百メートルほど近づくと、連中の走った後から次々にチアゲハが飛び出した。一匹がチアゲハに食われたものの、大蜥蜴とかげの群れは瀕ひん死しのチアゲハに辿たどり着ついた。すると、その広い口を開いてチアゲハに喰くらいつく。チアゲハはのたうつ程の抵抗すら見せず、赤黒い血をまき散らして大蜥蜴とかげの胃袋の中に収まっていった。

　チアゲハの肉を半分ほど食い散らかした大蜥蜴とかげは、再び西の方角に走り去っていく。

　竜はいたのか。この死地にあって妙な感動がフウの胸に生まれた。

　死ぬ間ま際ぎわに面白いものが見られた。

　いや、

　待て。

　冷静になると、ある疑問がフウの胸に浮かんだ。

　──何な故ぜ、大蜥蜴とかげはチアゲハに食われなかったのだ。

　あの大蜥蜴とかげはこちらに向かってくるとき、チアゲハに捕食された。だけど、チアゲハの死肉を食べてる間と引き返す時は、チアゲハに襲われなかった。食べてる時なんかあんなに無防備だったのに……

　そう言えば、地上に飛び出たチアゲハは他のチアゲハに襲われていない。瀕ひん死しのチアゲハも同じだ。もし、振動だけに反応しているなら奴やつらは共食いを始めているはずだ。

　つまり、振動で相手の位置を、臭いで地表の生物を識別しているのか。筋は通っている。どこにも矛盾は生じてない。フウは食い散らかされたチアゲハの肉片に目をやった。フウのいる位置からは五メートルほど離れている。

　──いけるか？　いや、やるしかない。

　フウは躊躇ためらいを振り払い、勇気を出して走った。直後、地面が大きく唸うなって地表が砕かれ、チアゲハが飛び出した。フウは迫りくるチアゲハを背中に感じつつも全力でチアゲハの死体に走り寄り、黒い血の海に飛び込んだ。顔と衣服に粘ついた血がこびりつき、糞ふん尿にようを煮詰めたような悪臭が鼻の奥まで突き刺さる。

　猛烈な吐き気に顔をしかめながらもフウは後ろを振り返る。チアゲハに自身と同じ臭いを纏ったフウを襲う素振りはない。チアゲハは暫しばらくして地面の中に潜っていった。

　フウの「仮説」は正しかった。フウは自分の仮説を、命を懸けて実証したのである。

　これが生まれて初めての科学的な思考だった。




　地平を南に下ると、地盤が硬くなり、岩石や石ころが地表に現れる。

　その先に「第五管轄区」があった。土を固めて作ったピラミッド型の建物が点在し、地区の中央に混コン凝クリ土ート製の大きな建物がある。この建物の一群を雑な有刺鉄線のバリケードが囲っていた。ここに六〇〇の人間が、女々しく生と大地にしがみついている。

　フウの家は集落のはずれにある。同じピラミッド型の建物で、鉄の框かまちで作られた入口には布がかかっている。フウは勢いよく布を開けた。そこには木製の小さなテーブルと、紙をしまう小さな戸棚と筆記用具、そして誰もいないベッドが二つある。フウはベッドの一つに走り寄る。

　──母がいない。

　意味が分からなかった。ここには病気で寝ている母がいたはずだ。

　その時背後に誰かの気配があって振り返る。初老の男が立っていた。

「ようやく帰ったか」

　男は血みどろのフウを見て顔をしかめ、袖口を鼻に当てた。

　男が何か罵声を放つ前に「母はどこか」と、フウは聞いた。

「昼に近隣住民から異臭がするとの報しらせがあってね。死んでいるのが確認されたよ」

　死んだ？　誰が？　母？　お母さんが？　死んだ？

「さっき火葬が終わって共同墓地に埋葬された。灰の回収はもう少し先になる。明日から補助金の発行は一人分になるからな」

　噓うそだ。お母さんが死ぬはずがない。体調が悪くても、ずっと笑顔で自分を出迎えてくれた母親が。死ぬわけがない。

「ちなみに死因は脱水症だ」

　だ、脱水？

「人間の身体からだは水と塩でできているって知らねえのか。そいつが無いとどんなに美う味まいもんを食ってても死んじまうんだ。まったく、愚かな娘だ」

　塩と水？　自分が命を懸けて運んだ薬は？　必要なかったというのか？　何な故ぜ、誰もそれを教えてくれなかった。

　フウは魂の抜け殻になって、たよりのない足取りで共同墓地に向かった。だがそこに母はいない。大きな穴に白骨や炭が密集しているだけだ。フウは穴の淵ふちで一時間ほど立ち尽くす。

　乾いた風がフウの肌を撫なでていく。フウは濃紺の空を見上げた。星は空気も読まずに輝いている。




　──寒い夜と戯たわむれ　灼しやく熱ねつと踊れ




　それは母親が好んでよく歌っていた歌だ。母親もどこで聞いたのか覚えてなくて、作曲者は分からない。歌詞は曖昧で、所々に鼻歌が混じった。歌の最後も分からない。

　──手を伸ばして　感じろ

　そのメロディをフウは小さく口ずさむ。

　世界が閉ざされていく。

　自分の頰を流れているものを手で拭き取り、その手を舐なめてみた。

　成程。

　男の言った通り、塩の味がした。
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　骨の髄まで冷える夜は、ゆっくりと時間をかけて皮膚を焼く昼へと変貌する。あの悪魔の象徴ともいえる太陽が東の山脈から顔を出す少し前にフウは目を覚ます。

　いつもより赤い目をこすり、持ち主のいないベッドを見下ろした。もう一度泣きたい衝動に駆られたが、そこまでの水分も「塩分」も身体からだに残っていないようだった。体調からいって、睡眠時間はおおよそ二時間くらいか、とぼんやり思った。

　どうやら、悲しみだけじゃ人は死なないし、死ぬ気にもならないようだ。胸の中に大きな穴を開けたまま、フウは再び生せいの地平を歩き出す。穴の中を、後悔の風が吹き抜けていくのがたまらなく痛かったけど。

　フウは戸棚の乾いた干し肉と、プラスチックの容器に入った携帯流動食をポーチに入れ、ベルトにかかった鞘さやにナイフを二つしまう。最後に赤子が入るほど大きなポリタンクを担かついで家を出た。

　朝の六時、コンクリート造りの庁舎の前には十数人の人間が押し掛けていた。主に若い男や女で、フウはそれよりももう少し若い。庁舎の前には、四角い金属の機械がある。

「ママー、これなに？」

「ほじょきんはっこうきよ。こうやってこの黒い板に手を当てると」

　──指紋を認証しました。世帯番号五二四。

　発行機から竜の横顔が描かれた紙幣が飛び出してくる。

「その日に使えるお金が出てくるの。これで今からマナちゃんの病気をなおすこーせーぶっしつを、買いに行くのよ」

　こーせーぶっしつ。意味は分からないが、その名を聞いたことはある。フウはポケットに手を入れる。水をケチって手に入れた「こーせーぶっしつ」を入れた容器が音を立てる。母親に必要なのは薬ではなく、水と塩だったのは皮肉にもならない。この命懸けで運んだこーせーぶっしつは必要ないのだ。

　そう、フウが持っていても意味はない。




　フウは「三人分」の補助金を大切に懐ふところにしまい「第五管轄区」の出口に向かった。第五管轄区は有刺鉄線をロープに撒まきつけ、それを丸木に括くくりつけたバリケードに囲われており、東側に出口がある。警備兵と「おはよう」の挨拶を交わし、フウは管轄区を出た。

　第五管轄区から北に望む、平たい地平の向こう。そこに摩天楼の一群が、白んだ夜空に突出している。王都「チオウ」は今日も西側のハマキシマ工業地帯から排煙を天に昇らせていた。チオウと第五管轄区はその間に横たわる「西の砂漠」を歩けば三時間以内で移動できるだろう。だが、誰もそれをしない。西の砂漠を歩けばどうなるか、フウは昨日身を持って知った。

　そんなこんなで、出稼ぎ労働者や商人達たちは東側の岩場を通る迂う回かいルートを選択せざるを得ない。一団の足並みはバラバラでだ。山岳地帯の「第四管轄区」に行く者や、野生動物を狩りに行く者、大型犬を連れてさっさと先に進む者。そしてフウのようにそもそも足が遅い者。

　一時間ほど歩くと、フウは一人になる。この名も無き岩場にあるのは岩と礫れきと、背の低い乾燥した植物である。東には高い山脈の稜りよう線せんが青空に波打ち、その山のてっぺんはどういうわけか白かった。フウはそれが塩だと確信していたが、管轄区の物知り曰いわく違うという。なんでもユキとかいう水の塊だとか。水はあんな色ではないので、フウは真に受けていなかった。

　とにかく、しばらくは砕け散った岩石の間をえっちらおっちら、足の痛みに耐えながら不毛の地平を少しずつ進んでいく。二時間ほど歩くと、風食が進んだ地域に出くわす。風に削られた岩場は迷路のようで、その中は影になっていて涼しい。ただし、足場が悪く、転びでもすればざらついた岩に皮膚をはぎ取られることもある。

　フウはある地点で足を止めた。耳を澄ませると、岩の間を吹き抜ける甲高い風の音に犬の唸うなり声が混じっているのが聞こえた。

「ウゥ、ウゥ」

　振り向けば背の低くやせ細った犬が、血眼でこちらを睨にらんでいる。

　──王都から流れてきた野の良ら犬いぬか。

　恐らく縄張り争いに負けここまで流れてきた口だろう。フウは左手に外がい套とうの裾を巻きつけ、右手で腰のナイフを抜いた。

　野の良ら犬いぬは「死神」「闇の使い」などと呼ばれている。どういう理屈か分からないが、野の良ら犬いぬに咬かまれた人間は光や水を恐れながら死んでいくからだ。その名を「きょーけんびょー」と呼ぶ者もいる。

　野の良ら犬いぬはフウの身体からだが華きや奢しやだと見抜くなり大地を蹴って飛び掛かってきた。フウは咄とつ嗟さに左手を差し出し、犬は外がい套とうの布の上に牙を突き立てる。凄すさまじい膂りよ力りよくでフウは岩壁に叩たたき付つけられた。背中に鈍い痛みが走り、痺しびれが全身に拡散する。格闘の末フウは地面に押し倒され、犬がその上に馬乗りになった。腐臭を纏まとった牙が外がい套とうの布に食い込んでいく。荒い唸うなり声と、地獄から這はい出でた悪魔のような目がフウを見下ろしていた。

　フウはナイフを犬の首に突き立てる。ナイフの先端は皮膚を食い破り、肉を裂いて骨まで達した。堅い骨の感覚が手に伝わってひどく気色が悪い。犬はそれでも全く力を落とすことなくフウの左手に牙を突き立てる。フウはナイフを引き抜くと、今度は鼻目がけてナイフを振り下ろす。銀色の刃が鼻を削そぎ落とし犬は怯ひるんで飛びのいた。その隙にフウは犬の身体からだを蹴飛ばし、犬の顔面を思い切り踏みつけた。

「キャン」

　昔、管轄区にいた子犬がフラッシュバックして、フウの目から罪悪の涙がこぼれた。それでも、自分は生きなくてはならない。

　──ごめんなさい。

　だから犬を踏みつけ、内臓に刃を突き立て、完全に動かなくなるまで攻撃を止めなかった。

　自分は生きなくてはならないから。

　生きなくてはならない。

　誰のために。




　出発から五時間。太陽は真南に移動し、死の烈日が大地を焼く。外がい套とうの上からも熱を感じる。素肌を数分晒さらせば夜は日焼けで皮膚が剝がれ落ちるだろう。

　灼しやく熱ねつの地獄と化した砂さ礫れきの原野をフウは一歩、また一歩と踏みしめる。

　左手の小指が痛い。折れたか、はたまた骨折だけは免まぬがれたか。背中の辺りは皮膚が剝むけて出血し、歩く度に服とこすれて痛みが広がる。水の運搬で痛めた腰が犬との戦いで大きく悲鳴を上げていた。岩石に近い硬さの地盤も実に辛つらい。

　歩くという拷問に顔をしかめながらも、フウはようやくチオウに辿たどり着ついた。

　フウはフードの下から、鉄でできた巨大な門を見上げた。チオウは巨大な鉄の外壁に囲われている。外壁の根元には幾つもの穴が掘られ、そこからボロボロの衣服を着た人間が時折顔を見せる。それは都市の生存競争に敗れ、家を無くした人々の住すみ処かである。昼は自分で掘った穴に籠もっているが、夜になれば外に出て食べ物や小銭を調達しに行く。

　検問所の前には、防具付きの軍服を着た男が銃を携えて立っていた。

「君か。どうしたんだ、野犬にでも襲われたのか？」

　黒いヘルメットの中から若い男の声が聞こえてくる。フウは心配無用とだけ告げた。

　フウが門の外にある黒いボードに手を翳かざすと赤い光線が掌てのひらを走査する。数秒後、ボードが青く発光した。

『認証完了。第五直轄地区。第一六世帯』

「よし、通っていいぞ」

　巨大な鉄の門もん扉ぴはそのまま、隣の小さなドアが開けられる。チオウの淀よどんだ風がフウの鼻をついた。




　チオウ、それは砂漠に聳そびえる孤高の都市。第五管轄区が何千個も入るほど広いらしく、フウも東側のごく一部の地域しか知らない。中央部は〈ドテン〉という名の都心で、密集したビルが山のように天を衝いている。実際、霞かすみの向こうに遠く見るドテンは険けん峻しゆんな山に見えた。東側には〈シモガジョウ〉というスラムがあり、出稼ぎ労働者の宿泊施設や貧困層の居住地など雑然とした街並みが外壁まで広がっている。家とは名ばかりの廃材を集めたバラックや、路上生活者、汚れた道路の脇に群がる露店など独特の風景を形成している。犯罪を起こせば軍の銃弾が飛んでくるので表立った犯罪はないが、それでも暴力カルテルや革命派の塒ねぐらが至る所に存在し、饐すえた悪臭とともにどこか剣けん吞のんな空気が漂っていた。

　シモガジョウの大通りには浄化された水の売り場がある。その前には外がい套とうを纏まとった人間が長蛇の列を作っていた。フウもそこに並び、時間をかけてポリタンクに水を入れる。

　これでフウの用事は終わりである。片道五時間もの道のりを歩いて来た彼女のすべきことはここで終わる。

　フウを初めとする管轄区の人間には、水と食料を買う分の補助金しか与えられていない。都市に住む子供たちは普段何をしているのかフウは疑問に思った事がある。なんでも、死んだ母親曰いわく「ガッコウ」というものに行って時間を潰しているらしい。生きるための知識をたくさんそこで得られるのだそうだ。

　──もしガッコウに行っていたら母は死なずに済んだのだろうか。

　フウは首を振った。無いものねだりをしたって仕方ない。

　自分にはガッコウに行く金がない。水を買う以外の金はないのだ。

　──いや、今日は違う。

　フウはポケットを弄まさぐった。そこには二人分の補助金がまだ残っている。

　余った金の使い道、なんてのは一つくらいしかない。

　ガッコウ？　ばかいえ。

　肉だ。

　雨季に入るとたまに金が浮くときがある。その時は肉を食うと相場が決まっていた。

　貴重な蛋たん白ぱく源げん。アンド、焼いたときの美味さ。配給の干し肉や携帯流動食とは訳が違う。

　フウの口から涎よだれが滴したたった。

　それを慌てて手で拭う。

　シモガジョウの大通りは今日も雑踏がけたたましい。精肉店は大通りの端、つまり出口の付近にある。フウは一人分の水を担かついで肉屋を目指す。

　にぎわう人々の声がフウの耳を素通りしていく。

「おい、また野盗がしょっぴかれたそうだぞ」

「あー、暑ぃ」

「俺も拳銃買おうかなぁ」

「サイレッカって普段何してんの？」

「寒い夜と戯たわむれ」

　フウは後ろ襟を摑つかまれたように素早く後ろを振り返る。雑踏の中から微かすかに聞こえたその歌。

　……今の歌、間違いない。

　メロディも、リズムも、母が口ずさんでいた歌だ。

　フウの鼓動がかつてないほど高鳴った。フウは水の入ったポリタンクを投げ出し、もと来た道を引き返す。人混みをかき分け、古びた糸のようにか細い音の導しるべを辿たどっていく。

「灼しやく熱ねつと踊れ　血潮のような　夕ゆう陽ひに向かい」

　それは母が覚えてなかった部分もしっかりと詩を口ずさんでいる。

　人の壁をかき分けていくとその歌はより鮮明にハッキリと聞き取れる。それは雑踏の中では小さな音だったが、フウにとってはとてつもなく大きな音に聞こえた。フウは大通り沿いの店の前に立ち止まっては聞き耳を立てる。

「月と明日へ渡れ」

　それは男性の声だ。一度聴いたら忘れられない儚はかなく優しい歌声。

「亡なき骸がら越えて」

　フウはある建物の前に立っていた。塗装の剝げ落ちたコンクリートでできた二階建ての建物。

「手を伸ばして　感じろ」

　フウは何も考えず中に入った。壁かべ際ぎわの棚には銃のパーツやスコップ、ねじ、ボルト、フォークなど統一感のないものが雑然と陳列されている。

　奥のカウンターにいたのは、髪が白くなり、腰が曲がった老人だ。

　……え、この爺じいさんが歌っていたの？

『はい、というわけで』

　右の棚から声がした。だがそっちを見ても誰もいない。

『お聞きいただ──のは、欠け──でした』

　だが、棚から声がする。フウはゆっくりと、声のする方に視線をずらしていく。錆さびた車輪と砂に塗れた人形に挟まれる形で、それはいた。

　──これが声の主？

　プラスチックでできた直方体の物体だった。色は銀色だが所々が剝はげている。掌てのひらに収まるほどの大きさで、表面には小さな穴がたくさん。上の方には摘まみが二つ、銀色の細長い棒が折りたたんである。右の側面にはスイッチが、左の側面には「ＦＭ」「ＡＭ」と見慣れない文字が描かれていた。

　その物体は、天窓から射さした日の光に鈍く輝いている。雑音が消きえ失うせ、世界には銀色の物体とフウだけが存在していた。聞こえるのは、その銀色の物体が放つ音だけだ。

　フウは深く息を吸い込んだ。

『午後のユー──の後──ザザッ───は』

　どうやら音は無数に開いた穴から聞こえてくるようだ。

　肝心の曲名と最後のフレーズを聞きそびれてしまった。

「おー、釣れたかぁ」

　店主と思おぼしき爺じいさんがカウンターから出て歩み寄って来る。

「客寄せにと思ってかけてみたんだがこりゃ効果てきめんだわい」

　爺じいさんの視線は開け放たれた扉の向こうの喧けん騒そうに投げかけられる。

「このやかましさじゃ、意味ないと思ってたんだがな」

　この珍妙な物体は一体なんだ、と恐る恐る爺じいさんに聞いてみる。

「こりゃラジオ、だったかな。なんかそういう名前の代物だ」

　ラ……ジオ？

「そう。この銀色の棒で、でんぱ？　つーのをとっ摑つかまえて音を出すんだと」

　フウは「むー」と腕を組んで考えた後、と言うことは「でんぱ」を出す人がいるのかと聞いてみた。

「そりゃぁな。どっかのもの好きが流してんだよ」

　と言うことは、さっきの歌を歌っていた人がこのチオウにいるということじゃないか。

　フウは、さっきの歌手はどこにいるのだ、と詰め寄った。爺じいさんはそんなフウに少し圧倒された後、何かを見透かして微笑する。

「ちと聞けば分かるが、このラジオが話すのは俺らの知らないことばかりだ。まるで、どっか別の世界のことを語るようにな」

　フウは言葉の意図が見えずに首を傾かしげた。爺じいさんは少し得意げになって饒じよう舌ぜつに語り始める。
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「昔はこの国の他にいろんな国がたっくさんあったんだよ」

　たしか、チオウ以外の国は神の怒りに触れて滅び去った、という話だ。第五管轄区でもごくまれに、壮麗な服を着たオッサンが現れて「この国がどうしてできたか」を演説しにくる。

「だけどな、本当はでけえ戦争があったんだ」

　せんそう？

「ヤクザの小こ競ぜり合あいのデカいやつ。大勢の人間と人間の殺し合いだな。ともかく、それで沢山の国が滅びた。でっけえ火の玉が降ってきて人がバンバン焼け死ぬのよ。その、戦争で唯一生き残ったのがこの国ってわけさ」

　爺じいさんは棚に陳列された品を指差した。

「この中の幾つかは、その戦争で滅びた国のもんだ。恐らく、そのラジオもな」

　ということは、このラジオから聞こえてくる曲は、

「何十年、下手すりゃ何百年も前のもんだ。おんせいでーた、つうのがあって、それをどっかのもの好きがでんぱに乗せて流してるのよ」

　ということはこのラジオから聞こえてくる人ひと達たちはもう、

「この世にはいないだろうな。いても、百歳を超えたジジババだ」

　そうなのか。というか、王の出自を否定する様な話をして大丈夫なのだろうか。他の国は神の怒りによって滅びた、というのがこのチオウの真実だ。爺じいさんは笑いながら、

「こんな寂れたジャンク屋に聞き耳立てる物好きなんぞいやしねえよ」

　フウは愛あい想そ笑わらいをして爺じいさんの語る過去に同調するのはやめておいた。

「で、お前さん、そのラジオに並々ならぬ興味があると見える」

　う、とフウは口をへの字にした。

「そうだな、どうせ誰も買ってかねえし、一〇〇〇オウチってとこでどうだ」

　フウはわずかに戦慄し、ポケットの一枚しかない一〇〇〇オウチ札を握りしめる。そのリアクションでフウは爺じいさんに懐ふところ具合を見抜かれた。その皺しわだらけの顔が片笑む。

　この爺じいさん、できる。

「お嬢ちゃん、今だけだぜ」

　馬鹿を言ってはいけない。こんな音の鳴る箱ごときで貴重な「肉」を失ってたまるか。

「ずっと長く聞いていれば、またいつかどこかで同じ曲が聞けるかもなぁ」

　フウは一度明後日あさつてに向けた視線を、「ラジオ」に戻す。そしてもう一回目を背ける。そしてまた、ラジオに視線を戻した。一文字に結ばれた口が決意と共に波打った。




　日が傾き始め、乾いた大地は血のように赤く染まっている。夜は大型の爬は虫ちゆう類るいは活動しない。代わりにフウの敵は寒さになるのだが、この季節は命を脅おびやかすほど気温が下がることはなかった。今日は満月なので闇に脅おびえる必要もない。

　フウは途中まで足を速めていたが、帰りを待つ人はいないと気付いて速度を落とした。例の岩場に差し掛かる。そこにはハゲタカに食い荒らされたであろう犬の亡なき骸がらが転がっている。

　適当な大岩を見つけ、そこに上った。フウの生活は所いわ謂ゆるサバイバルではなく、計画的な旅である。補助金の余りで買った乾燥燃料にライターで火をつけ、そこに乾燥した木材をくべて火を起こす。フウは犬からはぎ取った肉を焼き、その肉と干した果実を食べる。肉と野菜を食べないと病気になることくらいは知っていた。

　星と月を眺め、フウはそっと目を閉じて風を感じた。まだ心には痛みがある。というよりこの痛みは一生消えないのだろう。

　フウはあることを思い出し、ポーチを開けた。取り出したのは、プラスチックでできた直方体の物体だった。色は銀色。掌てのひらに収まるほどの大きさで、表面には小さな穴がたくさん開いている。上の方には摘まみが二つ、銀色の細長い棒が折り畳んであった。右の側面にはスイッチが、左の側面には「ＦＭ」「ＡＭ」と見慣れない文字が描かれている。

　ラジオである。

　フウはラジオへ土下座するように手と膝をついて項うな垂だれる。

　やってしまった。

　楽しみにしていたお肉が、こんな訳の分からない骨こつ董とう品ひんに変貌してしまった。

　ジャンク屋の口車に乗せられてこんなものを買ってしまうとは。

　電源を入れると「ザザザ」と砂をかき交ぜたような音が聞こえた。銀色の棒を立てて、摘まみを回していく。

『ザザッ、ザザッ、ザザッ、の時、ザザッ』

　フウはハッと目を見開いた。今、人の声が。慎重に摘まみを戻す。

『──ですね。つまり、それがキンダイ的なケーザイの始まりなわけです』

　男の声が聞こえる。

『簡単にいってしまえば自分の食くい扶ぶ持ちを稼ぐだけで精いっぱいなんですね。でも、もっと効率的に農作物を生産できるようになると、資金的にも時間的にも余裕がでてくる。これが、カヘイケーザイがセイリツするドジョウになるわけです』

　穏やかな声だった。不思議と耳を傾けたくなるような。フウはラジオに顔を近づける。

『今日はショーヒンサクモツとケーザイのハナシをお届けしました。次回は明後日あさつて木曜日の六時から。テーマはカヘイのセイリツです。キンダイテキなカヘイケイザイがどのように成立したのかを考えていきます。解説はタイラクテンダイガクキョウジュ、ナカタトシロウさん、進行はドージョー・シンイチアナウンサーがお送りしました。ナカタサン、本日はどうもありがとうございました』

『ありがとうございました』

　小気味のいい音楽が流れ、何かしら一つの区切りがついたことをフウは知る。言っている単語の殆ほとんどの意味は分からないが、商売についての話をしていたことは見当がついた。暫しばらくすると今度は女性の声が、「ラジオ」の穴から聞こえてくる。

　フウは強い力でラジオの穴に耳を押し当てた。フウの耳にはもうラジオの音しか入っていない。

『八時になりました。〈夜のユートピア〉の時間です』

　八時と言われてフウはハッとした。早く帰らないと。フウは火を消し、ラジオは電源を切ってからポーチに入れて家路につく。風の音が少し、いつもよりも物悲しく聞こえた。

　あ、

　フウは気付いた。ポーチに入れたラジオの電源を再び入れる。

『次にお送りする曲は出会い、です』

　別に歩きながら聞いてもいいんだ。

　穴から音楽が流れてくる。ラジオから聞こえてくる音はフウにとって衝撃だった。どうやって出しているのかも分からない幻想的な音色が極めて高い調和を保って耳に流れ込んでくる。それは不思議と、濃紺の空を走る流れ星の音に思えた。星と音楽と共に歩む家路。真珠色の水滴が悠久の輝きを放つ空の中、フウは面を上げ、そっと目を閉じる。

　……悪くない。

　美しく繊細な男性の声で、四季の移ろいと出会いと別れ、そして自分の居場所について歌っている。その歌詞は傷ついたフウの心に染しみていった。

『さぁ、続いては』

　女性の声を聴きつつ、フウは妙な寂せき寥りようにかられる。この女性は、母と同じところにいるらしい。これは、百年前の音声をどこかのもの好きが流し続けているのをラジオが拾っているから聞こえるらしい。

　戦乱によって滅びた世界。その荒廃した世界に、チオウは孤独を極めて佇たたずんでいる。

　このラジオから聞こえる音声は、死ぬ前の、どこかの世界の誰かが残した愉快な遺言なのだ。




　ジャンク屋の親爺おやじが言う所には、戦前は他にもいくつかのでんぱがあったそうだ。ラジオという文化が無いチオウにラジオキョクなるものは無く、どこかの物好きが発信している大昔の教育チャンネルだけをこのラジオは受信する。

　その物好きは器用にも番組を当時のタイムスケジュールそのままに流していた。

　番組が始まるのは昼の十二時で、全ての構成が終わるのは夜の十二時。そこからは、その日の番組をもう一度昼の十二時まで再放送する。

　どうやら時間ごとにテーマが決まっていて、長さは一つの番組につき一時間から二時間。そして番組は曜日ごとに変わり、同じ曜日は毎週同じ構成になる。フウはこの時初めて「週」という概念に意味があることを知った。

　ラジオがフウにとってありがたかったのは、ほぼ無意味に過ぎ去っていた往復十時間もの時間を有効に活用できたことである。いくつかの番組は子どもにも分かるように作られていた。なので、フウのようなガッコウに通ってない少女でも、何日か経たつと聞くのにも慣れてきて少しずつ知識が付き始めた。

　今日もフウは紐ひものついたラジオをたすき掛けにして水を買いに行った。

　地平の果てまで続く青。降り注ぐ死の太陽光線から逃げるように岩場に入ると、周りに猛獣がいないのを確認して腰を落ち着ける。ラジオのボリュームを上げ、フウはラジオの「スピーカー」を耳に当てる。こうすれば風音の中でも聞き逃すことはない。

『さぁ、〈我が大地〉の時間がやってまいりました。解説はいつものように、コウトウダイガク教授、フクモトシュウゾウさん。進行は先日結婚しましたアリタユタカです』

〈我が大地〉　火曜日と木曜日の十二時から二時間かけて、地質学の基礎やそこに生息する生物や植物について勉強する番組である。

『よろしく』

　フクモトは不ぶ愛あい想そに短く返事をした。フクモトは「リケイ」というジャンルの先生らしい。

『今日も相変わらず愛あい想そが悪いですね。フクモトさん！』

　アリタアナウンサーはフクモトとは対照的に明るくてノリが軽い。

『君が陽気すぎるのだよ。全く、真昼間から鬱陶しいことこの上ない』

『相変わらずのフクモト節ですねぇ』

　とこういった雑談は五分ほどで終わる。彼かれ等らにとってはかなりのハードスケジュールだったらしく、〈我が大地〉が終わるとそこから十分の休憩を挟んで〈クオンノダイチ〉という番組が全く同じ面めん子つで二時間始まる。彼かれ等らは合計四時間もの間授業を続けるのだから大変な仕事だ。

『今日のテーマは砂漠です。砂漠というと一面に砂が広がる風景を思い浮かべますが』

『それは砂すな砂漠だ。砂砂漠など地球上のごく一部にしか存在しない。本来砂漠とは限られた植物しか生えない地域を指すのだよ』

『成程、砂の有無ではなく植物の有無なんですね。あれ、ちょっと待ってください？　じゃあ私わたし達たちが住む都市も限られた植物しか自生しませんよね？』

『一応は都市も砂漠だ。まぁ、ここでは自然の砂漠を扱っていくのだよ』

　フウは腰を上げ、周辺への注意を切らさないようにラジオを聞きながら歩いた。

『砂漠は限られた水分しかない。大きな山を越える時、人は体力を使う。雨雲も同じだ。山を越える頃には雲は体力を使いすぎて雨を降らせる力が残ってないのだよ。だから大陸の山に囲まれた盆地には砂漠ができやすい』

　チオウにも雨はあるが一年に一度あるかどうかだ。フウは歩きながら東の方の山脈に目をやった。たしかに雲のようなものが山頂にかかっている。あの雨雲が山を越えられないからここは雨が少ないのか。管轄区の物知りが言っていた通り、山の頂上の白い部分は水の塊なのかもしれない。

『他にも家畜が原因で砂漠化することもあるのだよ』

『家畜、ですか？』

『家畜を放し過ぎると若い草が食べられたり、地面が踏まれて硬くなったりしてその土地が劣化していく』

　フウは人が歩いて硬くなった地面を触ってみる。たしかにこれじゃ植物の種は地中に入れないかもしれない。

『畑を耕すのと全く逆のことをしているわけですね』

『……少々ゴヘイがあるかも知れないが、そういう理解でいいのだよ』

〈我が大地〉が終わり、同じメンバーで〈クオンノダイチ〉が始まる。こちらは少々学習内容が高度になっており、フウにはかなり難しい内容だった。それが終わると今度は〈午後のユートピア〉を挟んで、歴史上の人物にスポットを当てた〈イジンデンシン〉が始まる。歴史上の偉い人の半生を物語調で綴つづる番組で、これもフウにとっては刺激的だった。今日は病気がちなテツガクシャの話。その哲学者は病弱故に毎日規則正しい生活を送っていたという。なんでも、町の住人は彼の姿を見て時間を確認していたという逸話もあるほどだ。

『そんな彼の名著、ジュンスイリセイ──』

　そこで突如音が途絶えた。水を買って帰りの道を歩いている途中である。訳も分からず、フウはラジオを凝視する。叩たたいても、アンテナを伸ばしても、ラジオはウンともスンとも言わない。

　──死んだのか？

　母親と同じように。

　その日の夜は、ひどく静かだった。いつもはもう寝る時間なのに、フウは布ふ団とんに入っても中々眠ることができない。たまらず目を開け、布ふ団とんを跳はね除のけて棚に置いてあったラジオのところまで歩いて行く。上から見下ろしてみたり、下から見上げてみたり、横からのぞき込んでみたり、摘まみを回したり、なんやかんやと色々してもラジオが音を発することはなかった。その後、布ふ団とんに戻るのだが諦めきれずにまた布ふ団とんから出てラジオをいじくり回す。

　結局その日はラジオを抱いて寝ることになった。

　翌朝、また五時間かけて水を買いに行った際、シモガジョウのジャンク屋に足を運ぶ。ジャンク屋の扉の前に立ったフウは違和感を抱いた。

　……人の気配がしない？

　恐る恐る扉を開けて中に入る。カウンターに爺じいさんの姿はない。天窓から射した日差しの中で埃ほこりが舞っているだけだ。カウンターの上で一ひと際きわ違和感を放つものがあった。

　それは白くて小さな一輪の花。

　雨季に時折花が咲くことはあるが、乾季には殆ほとんど見ない。チオウの中央にいけば売っているという話は聞くが……

　花はな弁びらの数は四つ。上部に不自然な空白があるので、もともと花はな弁びらは五つだったのだろう。

　欠けた花をなんとなく見つめると妙な薄気味の悪さを覚える。フウは足早にジャンク屋を立ち去った。

　フウにはまだ行く当てが残っていた。同じ通りにある「電気屋」だ。電気屋はジャンク屋とほぼ同じ大きさの建物で、劣化したコンクリートという点で見た目も殆ほとんど同じだ。それらしい「ぴかぴか光る文字の看板」が目印だった。扉を開けると、目の前にはカウンターがある。その奥で、物々交換の価格予測紙を読んでいる若い女性と目が合った。

「こりゃ珍しい。管轄区民じゃないか」

　女性は白いタンクトップ姿で、額にゴーグルをつけている。女性はフウの持っていたラジオを見ると好奇心に笑顔を浮かべた。

「へえ、もっと珍しいもん持ってるね」

　電気屋の店主はラジオの摘まみを捻ひねったり、アンテナを立てたり、電源を入れなおしたりした。ラジオを一旦置き、一言。

「こりゃデンチ切れだな」

　デンチの意味が分からずフウは首を傾かしげた。

「まぁ機械にとっての食いもんみたいなもんさ」

　言うとラジオのお尻の方をパカっと開け、光沢のある円柱の金属を取り出した。

「ほれ、これと同じ大きさの奴やつだ」

　店主はフウにデンチを投げ寄越す。フウはデンチを観察してから店主をじっと見た。

「その型のデンチは殆ほとんど流通してないよ。ウチにはあるけど」

　フウはなおも店主をじっと見る。

「……しゃあないな。ちょっと待ってな」

　店主が店の奥へと姿を消すと、店の奥から箱をひっくり返したり棚から物が落ちる音が聞こえてくる。暫しばらくして髪に埃ほこりを付けた店主が姿を現した。

「あったあった。ほれ」

　店主はサラのデンチをカウンターの上に置く。

「二五〇〇オウチだ」

　フウの顔が引きつった。フウの一日当たりの補助金が五〇〇オウチ。うち水が四〇〇オウチで食費が五〇オウチ。余った五〇オウチも配給で満たされない分の食料や生活必需品等の出費に持っていかれることが殆ほとんどだ。よって、そんな大金を用意するなどフウには不可能である。

「そんな顔するな。結構シイレカカクが馬鹿にならなかったんだ。お嬢ちゃんの内臓を売れば一〇〇〇〇オウチくらいにはなるぜ」

　フウは顔を顰しかめて店主を見やった。

「嫌だよな。ま、品切れにはならんから金が用意できりゃまた来いや」

　フウはため息をつきながら、重いポリタンクを担かついで家路についた。

　耳がひもじい。

　何年も聞いてきた風の音がひどくつまらないものに聞こえた。丁度この時間は〈オカネノハナシ〉の時間だ。「経済」の仕組みを分かりやすく解説したもので、フウにも辛かろうじて理解できる内容だった。フウは今まで習ったことを頭のノートに複写している。

　経済、とは皆が幸福になるように資源を分配させたり、ものを作ったり、使ったりすること。例えば二人のリンゴを欲ほつする人がいて、二つのリンゴがあれば二人は幸福になる。でも、世界は複雑で、皆がいろんなものを欲ほつし、それに合わせて色んなものが売られている。だから、皆に必要なものがいきわたって、誰もが幸福になるのは難しい。

　たくさんの人が欲しいと思えば思うほど、その物には大きな値段がつく。水がこれほど高いのも、それだけのお金を出してでも買いたい人がいるからだ。

　フウは、星空の下で歩みを止める。

　……人が欲しがるものであれば、それは金になる。

　フウは自分が普段何を欲ほつしているかを、考えてみた。丁度その時、お腹なかが「くう」と情けない声を上げた。




『アイデアってのはそれだけでお金を払う価値があるわ。何な故ぜなら、独創的な発想は自じ分ぶん達たちだけが得をするから。自分だけが利益を得る。商売人にとって、これ以上の殺し文句はないわね』

　それは〈社会代謝機構〉という番組で聞いた話だ。

〈社会代謝機構〉日曜以外の夜十時に放送される帯番組で、その名の通り社会のあらゆる事がテーマになる。講師はフウの好きなマユミ先生だ。

　チオウの東端、出稼ぎ労働者の町シモガジョウには旅人やスカベンジャー用の精肉加工店がある。精肉加工店は鳥や犬など、様々な肉を販売している。中には何の肉か分からない物体も陳列されていた。その裏の小さな加工場からは血と臓物の臭いが流れて来る。その精肉店の裏口に、フウは姿を現した。ゴムのエプロンを付けた大男が訝いぶかし気にフウを見下ろしている。

「ガキ、ここは売り場じゃねぇぞ」

　フウの傷だらけの顔を見て、男は眉を微動させる。

　フウは何も言わず、麻袋を地面に置いた。男が麻袋をさかさまにすると、野生化した犬や砂漠コヨーテの死骸がその場に落ちた。男はフウを見る。

「成程、今まで訪ねてきた中で一番小さな狩人かりゆうどだ」

　男の目つきが職人のソレに変わった。

「……三〇〇オウチってとこだな」

　そんなものか、とフウは首を垂れる。男は犬の首にナイフを当て、スッと刃を引いた。ドロ、とドス黒い血が地面に流れ落ちる。

「血抜きと内臓処理をしてればもっといい値で買ってやる」

　ほらよ、とフウは一〇〇と書かれた銅貨を三枚手渡された。フウは三枚の硬貨を握りしめその場を立ち去った。

　これではデンチを買うのはいつの日になるのか分からない。

　帰宅途中、岩場のキャンプでフウは腕を組む。正直、「呪い」を持っている犬とそう何度も戦えたものではない。今回のコヨーテとの戦いも死を覚悟した。動物を殺すのもいい気分ではない。この三〇〇オウチでもっと効率よくお金を稼げないだろうか。

　そう言えば、〈明日への案内書〉という歴史教育番組の中でボーエキの話が出てきた。いんどの胡こ椒しようはよーろっぱで高値で売れる……とかそんな内容だった。その場所で中々手に入らないものは、胡こ椒しようですら宝石を超える高値で売れるらしい。

　フウは第五管轄区に帰って住民を観察した。

「ねぇ、お母さん、のど渇いた」

「今日はもう水が無いの。今度は少し多めに買うからね？」

　彼かれ等らの家は普通に出稼ぎ労働者の父親がいる。父親が死んだフウの家と違って、水を買っても余るお金がある。大体十日ほどの間隔で軍用のヘリコプターが管轄区南の発着場に降りることがあって、彼らはその輸送便を使って水を買っていた。無論輸送の手間がある分、水の値段はチオウで買うものよりも高く、補助金だけで生活するフウにはなかなか手が出せない。一週間分の水を買いだめしている彼らは、長い時間をかけて水を買いに行かなくてもいい。が、気候次第で水が足りなくなることがある。そういう時は次の輸送便が来る日まで少ない水でやりくりしなくてはならない。

「お父さんいつ帰ってくるのー？」

「もうちょっと待ちなさい」

　フウの中で眠っていた何かが目を覚ます。ただ生きるだけなら使わない、脳の機能。それの名前が「ひらめき」だと知るのはもう少し後だった。




　フウはいつもより体感一時間早く起き、チオウへ向かった。再び第五管轄区に帰ってきたのは大地が夕暮れに染まる頃だ。

　フウは第五管轄区の中を歩いた。すると、昨日とは別の親子を見かけた。昨日の親子の様に子供が何かをねだっている。

「ねぇお母さん、お水」

「今度の輸送便が来るまで我慢しなさい」

　少女と母親の二人に歩み寄り、母親の肩を叩たたいた。

「え、水を売ってくれるの？　このボトル一つで一〇〇オウチ……」

　値段を聞いた母親の顔はサソリの尾でも食べたような渋い顔つきになる。拾ったガラス瓶に入った水は、チオウで買えば五〇オウチほどで買えるだろう。

「お母さん、お水！　お水！」

「その水飲んでも大丈夫なの？」

　フウはガラス瓶を太陽で殺菌した旨むねを説明した。




『ばい菌を抹殺する正義の剣！　その名を紫外線！　ギンギラギンの炎天下に布ふ団とんや食器を出しとけばあら不思議！　身体からだに悪い病気のもとは漏れなく紫外線が抹殺してくれる！』




　と〈童心科学俱ク楽ラ部ブ〉のアナウンサーが声高々に叫んでいた。その後講師がディーエヌエーがどうのこうの言っていたが、そのあたりは難しいので自分なりに嚙かみ砕くだいて理解していた。フウはその嚙かみ砕くだいた内容を女性に説明する。

　水が安全だと分かると、母親はため息をつく。ボトルを三つ受け取る代わりに三枚の硬貨を出した。

「はいこれ」

　フウは微笑しながら硬貨をポケットに入れる。

「ありがとうお姉ちゃん！」

　女の子は晴れやかな笑顔を浮かべていた。フウの顔が少し熱を持つ。フウの空白の胸で、何かが鼓動を奏かなでるのが分かった。

「行こ、お母さん」

　晴れやかな女の子の顔を見た母親の顔が自然とほころんだ。

「そうね。ご飯にしましょう」

　そう言うと、二人は手を繫つないで遠ざかっていく。フウはその背中が見えなくなるまでそこに立ち尽くしていた。あの女の子の手はどれだけ温かいのだろうか。母親が歌っていた曲を口ずさみ、フウは右手を優しく握りしめる。掌てのひらに返ってきたのは冷たい硬貨の感触だった。

　その日の夜、家のベッドで横になりながら金のことを考えた。この世の中は金になるものばかりだ。そして入手困難なものほど金になる。

　フウはまた一つ、金かね儲もうけの方法を考えついた。

　だが、これは少し危険な方法になる。




『カップ麵より遥はるかに不ま味ずいトリュフがもてはやされるのには理由があるの』

〈社会代謝機構〉のマユミ先生が言っていた。要するに手に入りにくいものは高く売れるということだ。

　フウは次の日、水を買い出しに行く道中から少し脇道に逸それ、第三管轄区付近の山岳地帯に足を運んだ。周辺は足場が悪く、整地された道路以外は険しい岩肌が行く手を阻はばむ。フウはその岩場を、比較的傾斜の緩い所を選んで登っていた。その中のとりわけ険けん峻しゆんな岩の足元まで苦労して辿たどり着つく。その大岩の頂上付近には、枝やハンガーを集めて作られた鳥の巣があった。〈サバクオオブンチョウ〉という鳥の巣で、卵は非常に美味で高く売れる。フウはその岩に手をかけ、急な傾斜を登っていく。素手で摑つかむと、鋭利な岩肌に皮膚が裂け、岩の表面を血が伝った。それでもあきらめず足がかかる場所を見つけて、なんとか岩肌を這はい上あがっていく。

　三〇分ほどかけて巣に辿たどり着つくと、目いっぱい手を伸ばし、卵の一つを摑み取る。ギリギリ手に収まらないくらいの大きさで、殻は硬い。それを慎重にポーチに入れる。それだけでポーチはパンパンに膨れ上がった。

　持てるのはたった一つか、とフウは心で文句を言い、今度は岩を降りていく。これがまた難儀だった。登る時は目で足場を確認できるが、下る時はそうもいかない。靴の先で足場の感触を確かめながら降りていくことになる。もし落下して後頭部に岩がぶち当たれば命はない。

　……たとえ生きていたとしても、後遺症を抱えて生きていけるほど第五管轄区の生活は甘くない。傷を放っておくと呪い……いや、「感染症」にかかって死ぬかも知れないのだ。

　フウは地上まで一メートルの所に来た。よし、ここまでくれば──

　フウの足をかけた岩が崩れ去り、フウの身体からだは重力に抱かれて落ちていく。フウは背中を地面に打ち付けた。尻が痛い。だけど、尻が痛いだけで済んだ。これがもし、もう一メートル高い所から転落していたら……。フウの顔から血の気が引いていった。

　なにはともあれ、目当ての卵は手に入れた。

　さぁ帰ろうかという矢先だった。少し離れた所に何か大きな獣の気配を感じた。小さな岩がいくつも斜面を転がっていく。一ひと際きわ大きな岩の陰からぬっと現れたのは、尖とがった口と、芋虫のような蠕ぜん動どうする身体からだ。頭を覆う蓬ほう髪はつのような触手。

　──オカアゲハだ。

　オカアゲハはチアゲハが陸上での生活に適応した種と言われている。見たところ身体からだはチアゲハより一回り小さく、個体数も少なく自ら人里には降りてこない。ここはそんなオカアゲハの縄張りだったらしい。

「ウゥ──」

　重苦しい鳴き声を上げ、口の周りの触手を目まぐるしくうごめかせる。

　フウが距離を取ろうとする度に、触手が音に反応する。フウが逃げようとすればするほど、オカアゲハはフウの居場所を詳細に特定していくようだった。チアゲハと違ってオカアゲハは能動的に自ら餌を探す動物と聞く。黙って突っ立っていてもいずれは捕食される。

　フウは一か八かの賭けに出た。急斜面を下ったところに、第三管轄区がある。フウはそこ目がけて岩場を飛ぶように走った。オカアゲハも反応し、岩の間を蛇のように這はい進すすんでくる。フウは何度も転びそうになりながらも、大きな岩の上を飛び跳ね、駆け下りる。

　背後を振り返るとオカアゲハの嘴くちばしがフウの目の前で開かれた。フウは地面を強く蹴り、岩から跳び降りて一髪の差で口撃を躱かわす。そんな命の瀬せ戸と際ぎわを感じる駆け引きが何度もあった。五分にも及ぶ死のレースだった。

　オカアゲハの巨体は長時間活動することに不向きらしい。それが幸いした。フウが転がるように山道に辿たどり着つくと、オカアゲハは追走を諦め、自ら山の方へと帰っていった。

　フウは袖で汗を拭い、大きく息を吐き出した。

　助かった。

　もう一度やれと言われても二度とできない。いつぞやは頭で窮地を切り抜けたが、今回は運と体力で乗り切った。

　フウの掌てのひらは血まみれで、岩に幾度とぶつかった太ももや脛すねも青い斑点が大量にできていた。足首も酷ひどく痛む。そうまでして手に入れた卵は無事だろうかと、ポーチのファスナーに手をかける。

　びく。と、ポーチが動く。

「ピピッ」

　何かの鳴き声がした。嫌な予感がする。恐る恐るポーチのファスナーを開けると、閉じた瞼まぶたをこちらに向ける何かがいた。

「ピー」

　そいつはフウの気配を感じ取って高く鳴いた。もぞもぞと身体からだを動かし、卵の殻を体に張りつけたまま自力でポーチから顔を出す。サバクオオブンチョウの雛ひなである。毛は茶色でまだ湿っていて、身体からだは健康そうだ。

　命懸けで手に入れた卵が、肉の無い鳥に……

　それでも唐揚げ用に買ってくれるかも知れない。フウは鳥の身体からだをつまんで雛ひなを殻の外に出す。雛ひなは「ピー」と一鳴きしてフウの手に甘え、次に嘴くちばしで頰をつついてきた。サバクオオブンチョウはかなり賢い動物と聞くが、その雛ひなも既に社会性の萌ほう芽がが見て取れる。雛ひなは甘え上手で、フウの外がい套とうに顔を突っ込むと身体からだを押し入れ、フウの胸の中ですやすやと眠ってしまった。

　フウは自分に語り掛けた。私、心を鬼にするんだ！　フウは目を瞑つぶって天を仰いだ。

　間の悪いことに母親の笑顔が瞼まぶたの裏に浮かんだ。

　──あなたが生まれた時、私も父さんもとても喜んだのよ。新しい家族ができたんだって。

　くぅ、と葛藤の吐息が食いしばった歯の間から漏れた。

　フウは大きなため息をついて肩を落とす。懐ふところで眠る鳥の頭を薬指でそっと撫なでた。

　金銭欲が、ささやかな生命讃さん歌かに屈した瞬間だった。

　結局手に入れたお金はゼロ。成程、本来人が手を出さないものを手に入れるには相応のリスクがある。その授業料は身体からだに作った無数の傷と小鳥一羽の餌代だった。




　こうした教訓を経て、フウは時間がかかっても地道に稼ぐ方法を選んだ。極度の乾季で水の「需要」が高くなっていたことも幸いした。ラジオが無い間は雛ひな鳥どりへの挿餌が主な暇つぶしになった。

　水の転売を始めて一ヵ月。ようやく「電池」を手に入れた。

　電池を手に入れたその晩、フウは例の大岩の上にいた。心を躍らせながらフウはラジオのカバーを外し、電気屋で買った単三電池を電池ケースにいれた。緊張した面持ちでラジオの電源を入れる。

『ザッ──ザッ──とういことで、日曜日の今日はマニア必見、親御さんから非難殺到、近代兵器を紹介していく〈六時の撃鉄〉のお時間です』

　ラジオから聞こえる、ノイズが混じった独特の声。

　フウの身体からだを興奮が駆け廻めぐった。ああ、これでまた私は昨日の私よりも賢くなれる。再び知識で満たされる喜びに全身が震えていたのだ。フウは身を持って知った。知識は命にもなり金にもなると。

　フウはラジオに耳を当てて目を閉じる。少しだけ、ほんの少しだけ、伽が藍らんと化した胸の中で鼓動が波打っている。

『まずはテンミニッツワンブリットのコーナーです』

　土曜日と日曜日は彼らにとっては特別な日だったらしく、いつもと違うスタッフが集い、少し色合いの違う番組が並ぶ。

　この〈六時の撃鉄〉は講師とアナウンサーが好きな武器を教えていく、マニア色の強い番組だ。そして冒頭の十分は拳銃の撃ち方講座から始まる。

『さて、今回もオートマチック式拳銃の扱い方について学んでいきます。……私の好きなリボルバーはまだですか？』

『もう少し待ってください。てゆうか、イシモトさんはリボルバー好きですね』

『根っからの西部劇オタクなもので。戦場でリボルバー二つで暴れまわるって素敵じゃないですか』

『いやぁ、自動小銃が一般化してる昨今に拳銃ダブル持ちで暴れる奴やつがいたらそいつは異常者かバケモンですよ』

　講師の人は低く落ち着いた声で笑う。

『さて、ここまでのおさらいです。拳銃というのは意外と面倒な代物でして、発砲の手順はもちろんですが、保管方法や手入れの仕方など、引き金を引く前に覚えなきゃいけない事がたくさんあります』

『私はいつ銃を撃てるようになるのでしょう』

『さぁ。でも、ちゃんと扱えるようになるにはそれなりの年月が必要です』

『気の遠くなる話ですね』

『頑張りましょう』

　銃か。

　フウは左手の人差し指と親指を九〇度に伸ばし、てっぽうの形にして空へと向ける。

　拳銃があれば、猛獣や、時たま現れる犯罪者に運悪く襲われても生き延びる確率が増えるだろう。だけど、拳銃を買って、それを扱えるようになるには時間がかかる。

　自分はそれまで生きていられるだろうか。

　もっと言えば、そうなれるまでに生きようとする力が続くのかと、フウは自分に問いかけてみた。母親がいなくなった心には、たった一つのラジオがあるだけで、その「スピーカー」からは小さな音が出続けているだけだった。










[image: 二章　「お兄ちゃん♀」]




　ラジオを何時間も聞いているとある問題が出てくる。それは視覚情報の問題だ。すなわち音声だけじゃ実物を見ることができない。胃や腸などと言われても形や色はいまいちピンとこない。他にも問題はある。大事だと思ったことを形として残しておけない。

　だが、フウはこれを自分の知恵で解決した。上級学校に通う、〈ドテン〉の学生が捨てた教科書とノート。これを再利用することで視覚情報の問題はクリアした。教科書は図が豊富で、フウにとっては宝のようだった。

　教育チャンネル〈タイラク教育学校〉のプログラムは日曜日に単語の復習プログラムやリスナーの気になった単元のハイライトなどがあるので、意識的に活用すれば学習の効率は高くなる。さらに、道中で気になった単語をメモし、それをノートに書きためていけばいつでも学習を振り返ることができる。

　初歩的な識字と算術を教えてくれた母にフウは感謝せざるを得ない。

　こうして一人の少女は小さな学校を携えて、何百回もチオウと第五管轄区の砂漠を往復した。教育はいつしか当たり前になり、フウはその自覚も無く枯れ果てた知識の泉に水を注いでいった。だが、フウはこうも考える。

　──私が水で満たされるのは、私が空っぽだからでは。

　学習は楽しかったが、フウの人生は充実しているとは言えなかったのだ。




　その日はとりわけ暑かった。太陽から注ぐ「紫外線」の雨が、乾いた大地に降り注ぐ。大地は「陽かげ炎ろう」を吐き出し、西の地平線はゆらゆらと揺れている。フウは外がい套とうの下に肌を隠し、チオウへ至る岩場を歩いていた。

「ピッ」

　外がい套とうの下でサバクオオブンチョウの〈アサ〉が顔を出す。拳二つ分ほどの身体からだを純白の体毛が包んでいる。つぶらな瞳に黒い過眼線がいいアクセントになっていた。二年の歳月はよちよち歩きの雛ひなを立派な成鳥へと変化させる。最近は昔ほど甘えてくれないので少し寂しいフウである。

「ピピピッ！」

　そのアサは緊張感のある声を発した。岩場のどこかから野犬の足音が聞こえてくる。

　フウは腰に差さった武器を抜き、スライドを引いて臨戦態勢に移った。

「グゥ」

　一ひと際きわ体格の大きな犬だった。恐らく、チオウの闘犬が野生化したものだろう。黒い毛に覆われた肉体は筋肉で隆々としており、血走った眼めはフウの喉笛を見据えている。

　フウは冷静に犬を見下ろした。辺りに大人の男の気配はない。叫んでも誰も助けてくれないだろう。犬は長い四足をたたみ、姿勢を低くする。恐らく飛び掛かるための「運動エネルギー」をためている。野犬がフウに飛び掛かろうとしたその時だった。

　乾いた銃声が岩の間を飛び回る。薬やつ莢きようが地面に落ちて「キン」と小さく鳴いた。フウが高々と掲げた半自動式拳銃がわずかな硝煙を昇らせている。

　野犬は銃声を聞くとフウとは反対方向に飛び上がり、文字通り尻尾を巻いて逃げ出した。フウは拳銃を腰のホルスターにしまう。そして懐ふところのオオブンチョウの頭を撫なでつつチオウへ向かった。




　今日もチオウは雑居の裾を外壁まで広げている。労働者が狭い通りに犇ひしめき、大通りのビルには手作りのネオンが毒々しく光っている。フウはシモガジョウの〈落雷通り〉に向かった。シモガジョウの落雷通りはよく整備された主要幹線で車の行きかいが激しい。この落雷通りはチオウの中心部へと一直線に延びている。道路を西に歩くと、バス停が見えてきた。バス停と言っても、路側帯に赤い「バス」と書かれた文字と壁に錆さびた時刻表のプレートがかかっているだけである。

　しばらくそこで待つと時刻表の時間を二〇分ほど過ぎたところでバスが止まった。青の塗装は経年に剝げ落ち、排気ガスはいかにも害のありそうな臭いを放つ。金かな切きり声ごえを上げて扉が開き、フウは中に乗り込んだ。緩衝材のはみ出た椅子はひどく座り心地が悪い。バスの中には箱詰めされた荷物が幾つか積まれている。公共のバス会社は物資の輸送サービスはしていないので、恐らくは運転手の小遣い稼ぎだろう。

　そんな荷物と共に揺られ、二時間かけて中央都市〈ドテン〉へ辿たどり着つく。三〇〇オウチを支払い、フウはバスを降りた。

　ドテンは百メートル級の高層ビルがこれでもかと密集するチオウの心臓部で、「経済活動」の中心地でもある。

　ドテン北側にある〈フラク〉というビルにフウは足を運ぶ。道路にはゴミもなく、小ざっぱりとした街路樹が風に深緑の葉を揺らしている。歩道も車道もしっかりと舗装され、シモガジョウのように亀裂が入っていたり、潰れたゴミがへばりついていることもない。行きかう人々も小奇麗に整った洋服を着ている。外がい套とうに汗臭いシャツを着たフウの格好はかなり浮いていた。

「このあとどうする？」

「私は学校に戻って勉強するわ」

　落ち着いた女性の声に視線を向ける。通りを駆け抜ける乾いた風に紺のプリーツスカートが揺れた。黒地のシャツには白色のラインが入っている。それを身に着けていた三人の少女は全く同じ服装だった。セーラー服なる上等階級の学生が着る制服らしい。

　三人の少女は優雅な足取りでこちらに歩いてくる。そのすれ違いざまに、

「「「ごきげんよう」」」

　と笑顔で頭をさげた。フウもつられて頭を下げる。フウはその背中を少しだけ見てから前を向く。管轄区民に笑って唾を吐いてくる中流層の学生と違ってよく教育されている。

　フウは「フラクビル」に辿たどり着つくとビルの外側にある九つ十づ九ら折おりの鉄階段を上って一〇階に行く。一〇階の壁には鉄の扉があって「鳳ほう凰おう銀行」と書かれていた。扉を開けると、薄暗い照明の中に四つの窓口を並べたカウンターと正対した。薄暗いのは節電のためらしい。窓口の女性は小奇麗なスーツを着ていて控えめな笑みを浮かべている。

「お待ちしておりました。便利屋稼か業ぎようの調子はどうですか？」

　ぼちぼち、とフウは生返事をした。便利屋稼か業ぎようとはなんとなく聞こえが悪い。困ってる人を助けてお金をもらってる聖女を摑つかまえてだな……とフウは心の中で愚痴を吐く。

　フウはポーチの財布から五枚の紙切れを取り出し、三番窓口に差し出した。長方形の薄い紙で、そこには第四管轄区と第三管轄区の区長の署名、そしてそれぞれ異なる口座番号があった。

「区く割ざい符ふの承認ですね。恐れ入りますが、こちらの紙に楷書で署名をお願いします」

　鳳ほう凰おう銀行のロゴが書かれた紙にサクマ・フウと署名をする。銀行員の女性は後ろの引き出しから区長の署名とフウの署名が書かれた別の紙を取り出し、それをセンサーで読み取って筆跡の承認をする。

「承認が完了しました。区の口座から出金するのでしばらくお待ちください」

　女性は１００００と書かれた紙幣を五枚、窓口に差し出した。

「最近、野盗が多くて割さい符ふの需用も高まっています。ご実家に帰られるときはどうかご注意を」

　フウは軽く頭を下げ、銀行を後にした。

　割さい符ふサービスは「為替」の一種で、管轄区で仕事をした後その給料をチオウで引き落とすことが出来る。現金を持ち歩かなくてもいいため、野盗に襲われた時のリスクを減らせる。だが区民は為替の重要性を意識しておらず口座も持っていない。手持ちの現金を奪われでもしたら最悪明日からの生活に支障が出る。

　半年くらい前は野盗そのものが少なかった。だが、大きな干ばつの影響で食料と飲料水が高騰し、その余波で野盗は増えた。

「もう少し資産が増えたら投資などしてはいかがでしょうか。最近は王への供く物もつを仲介するビジネスへの投資が人気ですよ」

　投資。とは簡単に言えば儲もうかりそうな事ビジ業ネスに金を突っ込んで利益を得ることだ。工場を建てたり、従業員を雇ったりするのも投資である。個人レベルだと資産運用の文脈で語られることも多い。フウにそこまでのビジョンはないので、軽く聞き流して銀行を出た。




　フウは五万オウチの金を握りしめ、ドテンの大通りを歩いて郊外の〈キンベイ〉に足を運ぶ。

　キンベイはドテンの南に隣接する区域で、ドテンで働く中流労働者の居住地になっていた。キンベイの東側には食品加工場がいくつか建ち、とある工場の壁には精せい悍かんな男のペイントがしてあって「現あら人ひと神がみ、ハロウレンを讃たたえよ」の文言が書かれていた。この大地は神が創造し、その神の化身がチオウの王、ハロウレンらしい。科学という別の崇拝先を見つけたフウにとっては無縁の信仰だった。

　そのハロウレンのペイントにトマトを投げつけている男が一人いた。

「何が王だ！　このペテン師め！」

　酔っぱらっているのか、反政府の人間か、どのみち関わらない方がいいと思ってフウは見て見ぬふりをする。

　そこから少し離れた場所にある工場と工場の間に、小さなコンテナが挟まるように置かれている。そのコンテナの扉にかかった南なん京きん錠じように鍵を突っ込んで扉を開ける。中は椅子や机が置かれ、机の上の本立てには拾ってきた教科書が並んでいた。簡易照明のスイッチを入れると、白熱灯のオレンジ色の光が室内に満ちた。フウは木の椅子に腰かけ、一つ大きく息をついた。

　壁のコルクボードには区から受けた依頼表がピンでとめられていた。「区長の飼い犬の世話」と、「白昼の労働者の護衛」に赤い線を引いた。

『需要は金になる』の可能性をフウなりに広げていった結果、困っている人を助けて金を貰もらうフリーの便利屋に落ち着いた。最初は仲介業者を通していたが、中抜きに不満を持って今は自営業である。

　フウは一時居住許可書を持っていない。だから、二日以上第五管轄区の自宅を空けると罰金を支払う必要があった。管轄区民は「税金」を払わなければチオウに居住することができない。だが、管轄区に家族を残せば特例としてチオウでの労働滞在が許される。いわゆる出稼ぎというやつだ。

　そういった事情で家族もおらず税金を納めていないフウは七日の内一日だけ、このコンテナに宿泊することが許されていた。

　フウはしばらく仮眠を取ると、北のゴミ捨て場へジャンク品を漁あさりに出かけた。フウはイヤホンのプラグをラジオに差し込み、電源を入れた。誰にもラジオを見られないよう、ポーチの中にすっぽりと隠す。番組の内容はチオウの神話に反していることもあるため、警察に見つかれば罰金、いや、ラジオを取り上げられることもあるかもしれない。

　夜の七時は〈明日への案内所〉の時間だ。社会系の番組で歴史を経済、政治、思想とからめて学ぶ。

『つまりそれまでの戦争では食料は略奪によって賄うのが基本だったんですね。我々の想定する補給というのは、成熟した国家、制度、技術がないと成立しないんです』

　この一ヵ月は戦争にフォーカスを当てている。六時以降の番組はかなり応用的な内容になる。〈童心科学俱ク楽ラ部ブ〉や〈我が大地〉などの番組をあらかじめ聞いていると、地理や科学の基本的な知識が活いきて内容もスッと入ってくる。

　いつ放送のストックが無くなるかとフウは気が気じゃないが、今の所二年保っている。彼かれ等らのラジオ放送局の上に「ミサイル」が落ちてくるまで、彼らは番組を作り続けていた。番組のストックが無くなる日がいつ来るのかは分からない。だが、今の有志による放送はどこかでループするはずだ。

『──近代社会の生産力が──を可能──』

　ラジオにノイズが入ってフウは不機嫌になった。チオウはいろんな電波が乱れ飛んでいるからか、電波の受信にムラっ気がある。ぶっ叩たたいてやろうかとも思ったが、壊したくはないのでぐっと堪えた。ラジオはフウの命であり全てだ。

　何な故ぜならフウには何もないから。

　母の為ために水を運ぶのが、フウの人生の全てだった。母がいなくなったフウには目的があるようでない。昨日より賢くなる。それだけが、今のフウの全てだ。

　都市の乾いた風がいつもより冷たく感じられた。

　フウはジャンクの山を見上げて一つため息をつく。気を取り直してそこから、扇風機や車のダイナモなど金目のものを目ざとく見つけて麻の袋に入れた。袋がいっぱいになると、フウは近くの公園を通って帰る。キンベイの公園は小奇麗で、木々が夜風に囁ささやき、街灯の青白く冷たい光がどこか幻想的で好きだった。

　フウはイヤホンをはずし、風の音に耳を澄ませながら冷たい光の中を歩いた。世界に自分しかいないような、静かな夜だった。

　音が無くなると、胸の空洞が痛む気がする。静夜というものはどうやら、人のトラウマを思い起こさせるような作用があるらしい。フウは胸を押さえた。気を紛らわせるために何かをしようとポケットに入ったチョコレートバーを取り出した。チョコの層に挟まれたクッキーが甘あま々あまサクサクで実に美う味まい。フウはその食感を楽しみながら街灯の冷たい光の中を歩く。静せい謐ひつな夜の公園に菓子を食べる音が不自然なまでに響いていた。

　フウは足を止めた。道の真ん中にサソリがいる。「ドクトウゲ」という壁を登れるサソリで管轄区からチオウの住宅街で広く見かける。死ぬほどの毒ではないが刺されれば一週間は激痛が続くのでフウはコイツが大嫌いだった。

　フウがサソリを避けようとしたその矢先だった。




「一撃、ひっさああああああああああああああああ！」




　どこからともなく少女の声が轟とどろいた。突如、街路樹から少女が降って来たかと思うと手刀の一いつ閃せんでサソリの尾を叩たたき斬る。黒地に白のラインが入ったセーラー服。それは、上級学校の制服だ。だが、少女を見る限り上級学校生のような品のある感じは無い。髪はショートカットで、顔は……まぁ、可か愛わいい方だった。蝶ちようを思わせる黒いリボンが風圧で、ぴょん、と揺れる。

「たんぱくゲットー！」

　少女は暴れるサソリを鷲わし摑づかみにすると大きく口を開いた。まさか──

　中々えげつない咀そ嚼しやく音をひとしきり出した後、少女はフウを振り向いた。口からはみ出たサソリのハサミを嚙かみ砕くだき、サソリの体液でテカった唇を右手で拭う。少女はフウの持っているものを見るなり「にへらぁ」と妖怪のように笑った。

「ちょ、チョコレートだ」

　少女のだらしなく開いた口からあり得ない量のよだれが、でれえぇ、と溢あふれていた。その虚うつろな目といい、中ちゆう途と半はん端ぱな笑顔といい、まるで薬物中毒者のようだ。フウは反射的にチョコレートを隠す。

「あぁ、」

　少女の眉尻がしゅんと下がった。これはちょっと幼い子供っぽい。

「おなかが減りました」

　そうですか。無言で距離を取る。

「おなかが減りました！」
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　強く言われたところで……

　すると少女は、今度は泣きそうな顔で

「おなかが減りましたぁ……」

　流石さすがに極悪人ではないようだが、面倒くさそうなやつではある。少女はお腹なかをさすって、ぐすんと俯うつむいている。そういえば、昔はこうやって駄々をこねると母親が配給の干し肉を分けてくれたっけ、と思い出す。やめときゃいいのに、と自分で思いながら食べさしのチョコレートバーを差し出していた。

「はえ？」

　もう一度チョコレートバーを突きつける。

「いいの？」

　フウは首を縦に振った。

「ありがとう、お兄ちゃん！」

　お、お兄ちゃん？

　呼称はともかく、ありがとうと言われるのは悪くない気がした。緩んだ笑顔を引き締め直す。もしゃもしゃと子犬のようにチョコレートバーを食べる少女の脇を通り抜け、コンテナへと急いだ。

　もしゃもしゃ。という咀そ嚼しやく音おんがずっと背中に張り付いている。フウは振り返った。指に付着したスナックを舐なめ取ってる少女がいる。

　何な故ぜついてきている、と問う。

「あわよくば泊めてくれないかとおもいまして」

　泊めるわけねえだろ。言葉の通じる相手ではないと判断し、踵きびすを返かえして走り出した。

　フウはそれなりに足が速い。その辺の少女の足では追いつけまい。快足を飛ばし、閑静な住宅街を縫いながら複雑な帰路を描いてコンテナまでたどり着いた。

　背後に追ってくる気配はない。フウは扉を開けてコンテナに入った。ちょっと休んだら銭湯に行って早く寝よう。私は何も見なかった。椅子に腰を下ろし、ボトルの水を飲む。

「狭い部屋だねー」

　ブッ。フウは水を吹き出した。何な故ぜ貴様がここにいる！　危うく拳銃に手を伸ばすところだった。さっさと家に帰って寝ろ。そう言うと少女はコクリと頷うなずいた。そしてベッドの中にもぞもぞと潜り込む。起きろ。フウは毛布を跳はね除のけた。

「もう朝？」

　出ていけ。扉の外を指し示す。少女がしゅんとするので、少し胸を押さえた。

「今夜だけでも」

　出ていけ。より強く出口を指差した。フウがマジだと分かったらしく、少女はしょんぼりと肩を落として入口から出ていった。その体が暗闇に溶ける寸前、捨てられた子犬のようにフウを振り返る。その哀かなし気な視線を遮るように扉を閉めた。

　フウは暫しばらく扉の前に立っていたが、呼吸が落ち着くと濡ぬらしたタオルで身体からだの汚れをふき取ってから布ふ団とんの中に潜った。

　その日の静寂は特に気に入らなかった。

『それでは今日もトラッシュトークバッドアスで締めとまいりましょう！』

　フウはいつもより大きなボリュームでラジオをかけて眠りにつく。下品でキレのあるジョークがその日の子守歌になった。




　翌朝、王の絵にトマトをぶつける男の「この糞くそ野郎！」という罵声で目が覚めた。

　今日もやってるのか。フウは少し呆あきれながら身支度を整えた。準備を済ませたフウは散歩がてら周囲を散策する。王に「糞くそ野郎」という男がいる一方で、中流層の学校の運動場では生徒が整列して王への感謝の言葉を大声で叫んでいた。

「今日も神の御み霊たまを授かりし王の聖なる精神を冒すことなく清く正しく生きていきます！」

　少年の声に教師が腕組みをして「うんうん、それこそ清く正しい少年の在り方だ」と言わんがばかりに頷うなずいている。チオウの臣民は王かみの肉体と魂の一部を授かっているので、王への忠誠は正義ではなく摂理のようなものと理解され、逆に忠誠を示さぬものは王の神聖から外れて迫害の対象となる。フウはそういう神秘主義からは脱していたが、王への疑問を口に出せばどうなるか理解していたので表面上は良き臣民を演じていた。とはいえ、税を納めていない管轄区民は「王への忠誠が足りていない」と中流階級から露骨に蔑視されるのだが。

　グランドに集った子供の何人かがフウを指差し軽蔑するように笑ったので、フウは居心地の悪さを覚えてそこを立ち去った。

　その足でジャンクの山や公園をぶらぶらと散歩する。少ヤ女ツの姿はない。

　アサに尋ねてみても「ピピピいないよ」と返ってくる。フウはキンベイを出る時に何度か後ろを振り返った。

　自分は夢を見ていたのではないだろうか、とフウは不思議な気分になった。考えれば考えるほど変な奴やつだったな、とフウはジャンクの代わりに手に入れた硬貨をポケットで転がしながらチオウを出た。

　チオウに宿泊する目的はいくつかある。鳳ほう凰おう銀行で資産管理の説明を受けたり、仕事で知り合ったクライアントとの情報交換、等。だが、一番素敵なのは余裕を持って家に帰れるということだ。昼の内にチオウを出れば、夕方には帰れる。夜飯を食って明日の身支度をして、九時に歴史ドラマを聞きながら余裕をぶっこいて寝るまでが完璧な流れだ。

　最近は野盗がかなり出没しており、管轄区が出す外出警戒指数は五段階の四となっている。銃を手に入れる前は、そういう日は水を買いに行くことすらできなかった。母が死んだ遠因もそれだったりする。フウは警戒をしながら、あの乾いた岩場を通り、そして片道五時間かけてようやく自宅に戻った。

　実家の入口をくぐると疲れがどっと押し寄せてベッドのシーツにダイブしたくなる。でも、寝具は小さい頃からずっと同じものを使い続けているのであまり手荒に扱いたくない。外がい套とうを壁にかけ、肌着だけになる。身体からだを洗いたいが、ここのところは雨が降っていなくて雨水をためておくバケツは空っぽだ。明日の昼にキンベイの公衆浴場で身体からだを洗うので今日はそのまま寝ることにした。フウは銃の手入れや弾丸の確認、ナイフの研磨、保存食の残り等諸もろ々もろの装備のチェックを済ませて布ふ団とんに入る。

　フウは一度入口の方を確認してから、目を閉じる。疲れていたからか、ラジオドラマを聞きながらすぐに眠ってしまった。




　フウは白い砂漠に立っていた。ここに来るのは初めてじゃない。母を失って以来、ごくまれにここが夢に出て来る。砂漠の中央にはベッドがある。聞こえてくるのは母親が鼻歌で奏かなでる「あの歌」だ。フウは「またか、」と思いつつベッドに近づいて行った。どうせこの夢の結末はいつも同じだ。母親の死体がそこに横たわっているのだろう。その母親の死を確認しないと、この夢は覚めない。フウは恐る恐るベッドを覗のぞき見た。




　目の前には天井があった。身体からだが朝の到来を告げている。フウは嫌な予感がして恐る恐る、母親が使っていたベッドに歩み寄る。

「すー」

　と安らかな吐息を立てて眠る者がいた。そのセーラー服は見覚えがある。約一日ぶりの御対面だ。フウはじとっとした目つきで少女を見下ろすとベッドの脚を蹴った。

「んあ、もう朝ごはん？」

　寝ぼけて馬鹿なことを言う少女とは対照的に、フウは顔を引きつらせた。まさか、後を付けてきたのか？　「アサ」に気付かれることなく。

「お兄ちゃん、お腹なか減った」

　なぜここにいる。とフウは問う。

「今夜だけでも、がダメでしたので日をあらためました」

　馬鹿なのか？　それとも馬鹿にしているのか？　今夜が駄目なら次の日も駄目に決まっているだろ。

「それよりお腹なかが減りました」

　少女は無邪気なものだった。事実、この少女に邪よこしまな気持ちがあるのなら金か命のどちらかは奪われているだろう。だから、この少女は恐らくフウにとって無害だ。

　フウは首を左右に振った。そして出口を指し示す。

　出ていけ。二度と私の前に現れるな。少女は以前よりも悲しい顔をした。

「もしかして、私の事が嫌い？」

　嫌いだ。と、ハッキリと言った。胸の衣服を右手で強く握りしめながら。

　少女はそれがよほど堪えたらしく、目に涙を浮かべた。そして、振り返ることなくとぼとぼと部屋から出ていく。少女のいたベッドに視線を移す。ずっと、意味もなく敷き続けていたシーツ。母が死んでから、ずっと平たいままだったシーツ。そこに皺しわが生まれていた。その皺しわに手を当てると、まだ温ぬくもりが残っていた。シーツの取り換えはフウが母親から教わった家事の一つだ。母が朝食を用意する間、皺しわと温ぬくもりに塗れたシーツを取り換えるのが日課だった。母が死んでも、フウはそれを止やめることができなかった。

　いつか、母が帰って来るような気がして──

　この胸にやって来るもどかしさはなんだ。あんな素性の知れない人間など放っておけばいい、と理解しているはずなのに、心のどこかが「追え」と叫んでいる。あの、泣きそうな少女の顔がフウの頭にこびりついて離れない。

　フウは自分の髪の毛を搔かきむしった。それを見ていたアサが「ピピっ」と鳴いた。本当に自分は何も成長していないと、アサを見て自虐する。

　家を出ると、稜りよう線せんと空の隙間から朝日が漏れていた。やがてそれは管轄区に降り注いで幾つもの長い影を作る。

　少女は西に延びた長い影を引きずって管轄区を出ようとしていた。

　フウは少女を呼び止める。

　少女は肩を一瞬竦すくめて、捨てられた犬コロのように振り返った。

　問うた。お前は、何が目的なのかと。

「一人がいやだった」

　少女の視線には、軟弱と言うよりはむしろ芯を感じさせる力強さがあった。この少女の発言に噓うそはない。そうフウに信じさせるような不思議な力がある。

「父さんや母さん、お兄ちゃんみたいな存在が、欲しかった」

　しばらく沈黙を挟む。空がゆっくりと青くなっていく。

「ただ、誰かと一緒に喜んだり悲しんだりしたかっただけ」




「私だって、」




　それは何かを懇願するような、弱々しい語調だった。少女との距離は近く、されどフウの視線は遠く。西へ追いやられていく夜を見つめるかのような、遠い視線。

　少女は目を見開いた。

　フウは我に返って視線を少女に向けた。

　あの日以来閉ざされていた心の扉に僅かな隙間が空いている。

「あんたは、どうして私がいいの？」

　少女は首を傾かしげて少し考える仕草をした。それを見ていたフウが、

「お菓子をあげたから？」

「それもあるけど、」

　少女は少し自信なさげな感じになった。

「多分、お兄ちゃんが私を求めているように感じたから」

　流石さすがにそれを言ってしまうのは憚はばかられるのだろう。少女は視線を一度逸そらした。

「うまく言えないけど、お兄ちゃんは私と同じで寂しそうだったから」

　二人の影が延びていく。山から昇った朝日が二人の横顔を照らした。

「一人でいるのが辛つらそうだった。私の事を受け入れてくれそうだった。だから、ちょっと無理した」

「もういい」

　フウはそれ以上何かを語らせないために話を遮った。頭を搔かいて、少女を見つめる。

「名前は」

「……カザクラ」

「カザクラは行く場所が無いの？」

　カザクラは首を縦に振る。

「じゃあ、次の行く場所が決まるまでだけ私が面倒見てあげる」

　カザクラは暫しばらくきょとんとした後、パッと表情を明るくした。

「いいの？」

「勘違いしないで。次の行く場所が決まるまでだけよ！」

　ずっと、フウは心の中に誰も入れないようにしていた。誰もその扉を開けようとはしなかった。そして、その扉がこれほど脆もろいとは今の今まで気が付かなかった。

　願わくば、この出会いと次の別れが些さ細さいな出来事で終わってくれと、心のどこかがそう祈る。

　この温ぬくもりよ永久であれと、心の別のどこかが安あん堵どする。

　頭に浮かんだのは、ラジオが流した言葉の一いつ片ぺんだ。




『精神はまだ確かな記述方法が見つかっていません。だから、その世界は一見すると矛盾に満みち溢あふれています』〈応用科学俱ク楽ラ部ブ〉より。




　太陽が南に昇るにつれて日差しは急速に攻撃力を上げてくる。フウは風食地帯の影を利用し、うまく日差しを避けてチオウを目指す。足音とラジオの音と時折鳥の鳴き声と、そして足音がもう一つ。

「あんたさ、いくつか聞きたいことがあるんだけど」

　フウは歩きながら背後のカザクラに問いかける。カザクラが身に纏まとっているのは彼女の身体からだよりも少し大き目の外がい套とうだ。

「なに？」

「家族はどうしたの？」

「うーん、いたようないないような」

　カザクラは難しい顔をする。どうやら本当に記憶が曖昧なようだ。

「お兄ちゃんは、一人なの？」

　フウは瞼まぶたを細めた。薄らと、母親と手を繫つないでいた時の情景が脳裏によみがえる。

「そうよ」

　風に溶けそうな声だった。

「じゃあ、お兄ちゃんは私と一緒だね」

　フウはたまりかねて後ろを振り返った。

「あのね、そのお兄ちゃんって呼び方止やめてくれない？　私にはフウっていう名前があるの」

「分かった。でさ、お兄ちゃ──」

「やんわりぶちのめすぞ。アタシのどこがお兄ちゃんなの」

　フウはわざとらしくフードを取って、アップスタイルに纏まとめた髪を見せつける。

　カザクラは「はえ」と口を半開きにしながらその身形みなりを観察する。色気のない服装。使い込んだ外がい套とう。化粧気のない顔。そして最後に屈かがみ込んで下からフウの胸元を覗のぞき込こむ。

「これはお兄ちゃん！」

　しばく。フウは腕まくりをした。その時だ。

「ピピピピッ」

　オオブンチョウのアサが鳴き声を上げた。フウは咄とつ嗟さにホルスターの銃把に手をかけた。カザクラの手を引いて見晴らしのいい広場まで引き返す。

「どしたの？」

「悪い奴やつが来たの。アサ、何人？」

「ピ　ピ　ピ　ピ　ピ」

「五人も。取りあえずアサは巻き添えにならないよう上空で待機」

「ピピッ」

　アサは短く返事をして再び飛び立った。

「言葉が分かるなんて賢いね」

　とカザクラはあまり緊張感が無い。

「カザクラ、私から離れないで」

「りょーのかい」

　耳を澄ますと、男と女の話し声が聞こえてくる。

「流石さすがに街道近くで追いはぎはヤバイんじゃねぇか？　下手すりゃ花びら毟むしられるぞ」

「今更臆病風に吹かれてどうするのよ。どうせ今の警察にこの辺を監視する予算は無いわ」

「それもそうだ。そうと分かればさっさと身ぐるみはいでとんずらだ」

「殺しても大丈夫かな？」

「抵抗するなら殺しても大丈夫だろ。山奥に投げ捨てときゃオカアゲハが死体を食ってくれるからな」

　かなり近くまで接近を許している。迂う闊かつだった、とフウは自分を戒める。警戒はしていたが、野盗が活発になったのはここ最近のことでフウもあまり襲撃には慣れてはいない。

　フウは拳銃を構えた。頭の中のデータベースに検索をかけ、〈空想格闘技電道場〉の講義内容をすぐに思い出す。

『相手がどういう人間かでこちらの取る手は変わってきます。話の通じない相手なら戦うことも選択肢に入れましょう。話の通じる相手なら交渉をします。大事なのは』

「──それを見抜く洞察力」

　ここからは経験の勝負。

　野盗は合理的で臆病だ。相手に「嚙かみつけば嚙かみついてくる」と分からせれば、後は交渉で手を引いてくれる可能性が高い。

「だいじょうぶ？」

「相手だって銃で撃たれるのは嫌なはず」

〈六時の撃鉄〉より、武器を持つ者は抑止力も自在に扱えなければならない。

　岩の陰から、女が二人、男が三人姿を現した。いずれも統一感のない服装でやさぐれた目をしている。得物は男が棒に針金を巻きつけたもの。女はナイフだ。銃はもっていない。

「あれで全員か。いきなり全員で襲ってくるってことは、襲撃し慣れていないのかも」

　フウは銃口を上に向けて引き金を引いた。耳をつんざく銃声が乾いた空気を切り裂いた。

「なんだ!?」「こいつ銃チヤカもってやがる！」

「止まって！」

　などと言いつつ、〈空想格闘技電道場〉での言葉を脳内で再生する。

『護身術の鉄則。まずは相手を説得し、不用な戦闘は極力避ける』

　──先生、力を貸して。

「こっちは二人。どっちも銃を持ってる」

　とフウは絶妙な噓うそで戦力を水増しした。

「どうするよ」「俺が話す」

　一人の男が歩み寄ってきた。

「まだガキじゃねぇか。管轄区民か」

　無精ひげの瘦せた男だった。身体からだつきから察するに生活は相当困窮しているように見える。やはり、自動小銃の類は持っていない。

「その銃、どこで買った」

「その質問に答える義務は無い」

　フウは努めて冷静に答えた。こういう相手は、獲物が下だと見れば大胆な行動に出る可能性がある。これはラジオではなくフウが経験から学び取ったことだ。

「なぁ、俺おれ達たちだって生活が苦しい。撃たれる覚悟は持っている」

　フウは野盗のほうに銃口を向け、もう一度引き金を引いた。閃せん光こうと銃声が炸さく裂れつする。遅れて火薬の臭いが仄ほのかに鼻をつく。銃弾はどこに行ったか分からない。だが、当たってはいないようだ。

「て、てめぇ！」

　男の声からは動揺が感じられた。これで撃たれる覚悟云うん々ぬんは噓うそであることが濃厚になる。

「私は撃つよ。初めに襲い掛かってきた奴やつは必ず殺す」

　主導権はフウの手中にあった。

「俺おれ達たちに退けってのか」

「そうよ」

　金を渡して引いてもらうということはしたくない。「こいつは金を出す」などと依存されたらたまったものではない。「こいつを襲うくらいなら他の奴やつを襲う」と、相手に分からせるのが最上である。

　二人はしばらく黙って互いに見つめ合っていた。相手の目には脅おびえがある。人一人と管轄区民の持ち金では採算が合わない。彼に損得勘定ができる頭があれば引いてくれるはずだ。面子メンツが第一のヤクザや不良とはこの点が決定的に違う。もし彼の決断を鈍らせるものがあれば、性的な欲求か大人のプライドだろう。だが、理性が絶滅するまで退廃しているようには見えない。

「分かった。退こう」

「助かるわ」

　男は周りに合図をする。

「退くぞ」

「おい正気か！　あんなガキ数人でかかればイチコロだろ」

「じゃあお前が銃弾の盾になってくれるのか？」

「くっ……、こっちも銃がありゃ……」

「所詮は管轄区民と侮あなどった俺おれ達たちのミスだ。今日は諦めろ」

　野盗達たちは暫しばらく揉もめた後、ゆっくりと遠ざかっていく。

　フウは銃を構えたまま警戒を解かない。〈空想格闘技電道場〉の講師曰いわく『決着がついたと思った時が、一番隙ができる』からだ。

　数分経たつとオオブンチョウのアサが肩に舞い降りてくる。

「もういない？」

「ピピッ」

　野盗が完全に退いたのを確認した。フウは拳銃をホルスターにはしまわず左手に握りしめたままにする。

「行くよ。カザクラ」

「闘わないの？」

「なに馬鹿なこと言ってんの。闘うわけないでしょ」

「闘えばよかったのに」

「下手に危害を加えたら向こうの恨みを買うわ。相手がどういう連中か分からないのにそういう冒険は駄目」

「二度とおそってこないよう、ぶちのめしませう」

　頭のネジが何本吹き飛べばこんなことを言えるのか。フウは呆あきれてため息をつく。

「あのね、仮にアンタが銃の達人でも多勢に無勢じゃ勝てないわよ。武器や格闘技の達人は一般人より死にやすい。何な故ぜなら、闘わなくていい時にも闘うから」

「そんなうぞーむぞーとカザクラはじげんが違う」

　フウはカザクラとの会話に疲れて大きくため息をついた。

「あんた顔に似合わず好戦的よね」

「えへへ」

「褒めてねぇよ」




　検問所が近づくと奇妙なことが起こった。

「そういえば、市民が外出する時って指紋認証はどうなるんだっけ？」

　とフウが振り返るとそこには誰もいない。カザクラが消えた？

　探すにもどこを探していいか分からず、フウは流れで検問所に差し掛かった。いつもの兵士がフウに声をかける。

「最近、上から手配書が流れてきた」

「手配書、ですか」

「あれ？」

「どうかしたんですか」

「なんか雰囲気変わった？　久しぶりに声を聞いた気がする」

「そうですか？　いつもここ通る時会ってるじゃないですか」

「いやそうなんだけど」

　兵士はヘルメットの上から頭を搔かいた。

「取りあえず情報を送ればお金がもらえるらしいよ。人相書きはまだだけど女の子らしい」

　フウは手配書を受け取る。身長一五〇センチ、一五歳くらいの少女。と書かれている。少ない情報だが、カザクラの容姿とは一致する。

「まさか、ね」

　フウの表情は少し不安げになった。それを検問所の兵士は笑った。

「心配しなくても大丈夫だよ。間違いなく君じゃないから」

「どういう意味ですか？」

「よほど目が悪くないと君の事を女の子だなんて思わないよ」

　フウは一瞬その洗濯板よろしくの胸板に手をあてた。フウは飢えたコヨーテのように鋭い視線でホルスターのチャカに手をかける。

「暴力反対！」

　兵士は何度も頭を下げる。

「……ったく、昔はもうちょっと可か愛わいげあったのになぁ」

「あ？」

「何でもない！」

　サイレッカの兵士を脅す管轄区民とか聞いた事ねえよ。と兵士はしばらく愚痴っていた。

　サイレッカ。正式名称は「第一行動神隊サイレッカ」。チオウの軍隊組織で警察機構を超える武力を誇る。が、対外戦争の可能性が絶無の今は殆ほとんど税金泥棒と化していた。本気を出せば航空兵器だの装甲車だのが出動すると言われているがフウは見たことがない。少なくともこの検問所の青年からそういう軍事的な威厳は感じない。

　チオウの中に入って数分待ち、誰も来ないのを確認してフウは歩き出した。自分はからかわれていたのだろうか、と今になって思いなおす。「面倒事を抱えていそうだったので、いなくなった方が気楽だ」と自分に言い聞かせた。

　フウは自コン宅テナの近くまで来る。トマトで汚れていた王の顔は綺き麗れいに清掃されていた。

「一日でこんなに綺き麗れいにできるもんかね」

　フウは絵の近くまで歩み寄って足を止めた。

「……花」

　トマトで汚れた王の絵の前に、一輪の白い花が落ちている。五つの花はな弁びらは下の二つが欠けていた。以前どこかでこれを見たことがあるが、フウはなかなか思い出せない。

「お兄ちゃん」

「わぁ」

　フウは小さく悲鳴を上げて振り返る。そこには埃ほこりと砂まみれになったカザクラがいた。

「どこ行ってたのアンタ」

「別のとこから入ってきた」

　チオウの外壁には幾つか抜け道がある。もともと都市の拡大と砂の流入を防ぐ意味合いのほうが強いので抜けようと思えばいくらでも抜けられるだろう。無論、警察に見つかれば補助金は一年間停止され、武器を携行していれば牢ろう屋や行きだ。〈もう一つの警察〉に見つかれば拷問の副菜もついてくるだろう。

「普通に入ってくればいいでしょ」

「えっと、その……」

　カザクラは目を泳がせる。

「なんでそこで曖昧な態度になるのよ」

　黙っていたカザクラの眼めの色が変わった気がした。




　──言語に翼を。思考を空へ。




「あんた、突然どうしたの？」

「……臣民ＩＤの引き継ぎの手続きが上う手まくいかなかったんです」

「急にはきはきとした口調になったわね」

　心なしか顔つきも凜り々りしくなっている気がする。

「両親が死んだことで臣民ＩＤが更新されず、再取得の期限が切れてしまい、資産も没収されて」

　フウは一瞬言葉を無くした。この子も、お父さんとお母さんが……

　頭をぼりぼり搔かき、わざと不ぶ愛あい想そな表情を作った。

「……もういいわ。大体事情は把握したから。居場所が見つかるまで面倒見てあげる」

「本当？　ありがとう、お兄ちゃん！」

　と、カザクラは抱き付いてくる。

「あぁもう、暑苦しい！」

　などと言いつつもフウはカザクラを押しのけようとはしない。空っぽだった心が、少しずつ何かで満たされていくのをフウは自覚していた。




　取りあえず、埃ほこり塗れのカザクラをこのままにはしておけないのでキンベイの公衆浴場に連れていく。

「お兄ちゃんも結構汚れてるね」

「昨日風ふ呂ろに行けなかったからね。どっかの誰かのせいで」

　キンベイの公衆浴場は一番安いところで入浴料金は二〇〇オウチ。

「きたない……」

「我がまま言わないの」

　脱衣所は一面コンクリートで、所々ヒビが入っていた。そして、その壁にはロッカーが並んでいる。ロッカーは錆さび、扉が壊れているものも多い。

「ごーにいりては、ごーにしたがえ」

　カザクラは渋々服を脱ぎ、リボンを解き後ろで髪を結ぶ。フウはその背後をなんとなく見ていた。小さな胸から肢体へ身体からだのラインが綺き麗れいに流れている。肘や膝裏の関節部分など身体からだの至る所に鉛筆で書いたような細いラインが入っていた。首筋の所には【ＨＥ超19─４】という入れ墨がある。この入れ墨はなんだろう。

　まぁいいか、とフウは自分も衣服を脱いだ。フウの肘や肩は服とこすれて皮が厚くなっていた。掌てのひらの皮も一六歳の少女にしてはかなり分厚い。

　中は湯気が立ち込めていて、タイル張りの浴槽に浅く湯が溜たまっているだけである。

「人いない」

「キンベイの人は家にお風ふ呂ろあるからね。ここは出稼ぎに来てるシモガジョウの労働者くらいしか使わない」

「え？」

「分かんないならいい」

　今日の浴槽はまだキレイだ。女性の労働者はあまりいないので女湯は汚れが少ない。男湯の方は想像すらしたくない。

「あぁ、気持ちいい」

　とカザクラは湯につかるととろけたような笑顔を浮かべた。フウも湯船に肩からつかる。

「うぁあぁ、」

　フウは目を優しく閉じて天を仰いだ。温ぬくもりが総身に広がり、その後力が抜けていく。その日の疲れが湯船に流れていくような感覚だ。

「いやぁ、ごくらく」

　カザクラは目をとろんとさせて、右に左に頭を揺らしていた。フウはそんなカザクラを見ていてあることに気が付いた。

「おい、ちょっと立て」

「ん？」

「いいから立て」

　カザクラは立ち上がり、フウも立ち上がった。フウの視線はカザクラの胸元に向かっている。そのぺったんこと呼んで差し支えない胸に。

「てめえも大概小さいじゃねえか！」

「……ですなぁ」

「感慨深げに言うな！　よくアタシのことお兄ちゃん呼ばわりできたな」

「でも、お兄ちゃんの胸がちいさいことは間違ってないよね」

　カザクラは冷静に切り返す。うっ、とフウは言葉に窮した。たしかに、カザクラの胸の小ささを指摘したところで自分の胸が大きくなりはしない。フウは言い返すことができず口を尖とがらせて座った。

「ぐう……」

　フウがやっと出せたのはそんな言葉だった。




　その日も夜が空を覆い尽くす。今日は新月で、濃紺の掌てのひらから星ほし屑くずが零こぼれ落おち久く遠おんの輝きが空一面に広がっていた。

　その夜は運よく何事もなく家に帰ることができた。フウとカザクラは、管轄区の端っこの、人ひと気けのないベンチで夜空を見上げてラジオを聞いていた。

『つまり酸素のドウイタイも当時の気候を知る手掛かりになるのだよ』

『化石だけじゃないんですね』

『そうだ。過去の気候を知る手がかりは一つじゃない。湖の沈殿物や生物の痕跡、地層、人間の記録などを考慮すればより詳細に当時の気候が知れるのだよ』

『今週はかなり難しい単語が出ましたね』

『週末に各自自習することが望ましい』

『そうですね。日曜日十二時からの今週のオコトバでは、その週に出た難しい用語を再解説します。今週は我らがフクモトさんとマユミさんが解説をします。今日は事情により、〈社会代謝機構〉はお休みして〈久く遠おんの大地〉エクストラをお送りしています。さて次は──』

　カザクラはラジオを不思議そうに見つめていた。

「この中に人がいるの？」

「あんた、ラジオ知らないの？」

「知らない」

　たしかにラジオは高級品でもなければ生活必需品でもない、旧文明が残したジャンクだ。フウもジャンク屋を除いて、ラジオを持っている人を見た事がない。知らなくても無理はないだろう。

「これで何してるの？」

「勉強よ勉強。ラジオの向こうにいる人がいろんな事を教えてくれるの」

「なんかよくわかんないけど、先生ってこと？」

「そういうこと」

「良いい人？」

「良いい人かどうかは分かんないけど、尊敬はしてるわ」

「どの先生が一番好き？」

　フウは頭を捻ひねらせた。ラジオパーソナリティーはアナウンサーを含めて二十人近くいる。

「うーん、理科担当のフクモトさんかな。話分かりやすいけどちょっと愛あい想そが悪い所が逆に」

　尊敬、というよりは若干偶アイ像ドル崇拝的な憧れを含んでいるかもしれない。と、フウは思った。理科担当は他にも何人かいるが、地学に詳しいフクモトさんの講義が一番ためになる。

「後は社会担当のマユミさん。アナウンサーはイシモトケイスケさんが好き」

「へぇ。その人の話を聞いたら私も賢くなれる？」

「なれるんじゃない？　はじめは難しいと思うけどね。私も二年くらい聞き続けてようやく応用編に付いていけるようになったし」

　それが早いのか遅いのかは分からなかった。だが、再放送も含めて一日十五時間は聞いて、ありったけの好奇心を差し向け、二年でようやく全ての番組を理解できるようになった、と思えば少々遅い気もする。チオウの教育課程が臣民学校は五年、上級学校は最高で十五年なのを考えたら早い気もする。

「先生が優秀だから、時間をかければ大丈夫よ」

「先生、よろしくおねがいします」

　とカザクラはラジオに向かってお辞儀をした。

『さて読者からのお便りコーナーです。今日はタイラクテンにお住まいのアサクラシン君からのお便りです』

「アサクラだって！　私と似てる名前！」

　カザクラはラジオを指差しその手をブンブン振った。

『フクモトさんは、どうして勉強をするようになったのですか』

『単純に興味が湧いたものに没頭していただけなのだよ』

　と相変わらずフクモトさんは不ぶ愛あい想そに応対する。

「ねえねえ、お兄ちゃん、これ何してるの？」

「お便りコーナーよ。この番組を聞いている人が手紙を出して、運が良ければパーソナリティーにそれを読んでもらえるの」

「私もお手紙出したいな」

「無理よ」

　フウは「へ？」と首を傾かしげる。

「その人たちはもう手の届かないところにいる」

「……届かない所？」

　フウの心に少し冷たい風が吹いた。フウの顔は自然と空を向いていた。

「お母さんと同じところ」

　カザクラはそんなフウを不思議そうに眺めていた。

　その夜はいつになく賑にぎやかだった。カザクラは母親のベッドの上から、ラジオを聞きながら質問を飛ばす。その都度、フウは質問に答えた。カザクラにとってはフウが一番身近な先生である。

「お兄ちゃんは物知りさんだね」

　カザクラにそう言われ、フウはどうしていいか分からず黙ってしまった。この感じはどこか懐なつかしい気がした。遠くの昔に自分が忘れていたものが、冷たい泉を温めていく。

「べ、別に物知りなんかじゃないわよ」

　フウは顔を赤くしてなんとか言葉を絞り出す。

「お兄ちゃんの知識はとても分厚いと思うよ」

　フウは一層頰を紅潮させて視線を逸そらす。少し間をおいて、

「知識はってどういうこと？」

「おやすみなさい」

「寝るな！」

　カザクラはバタンとベッドに身体からだを横たえた。恐る恐る近寄ってみる。カザクラはすうすうとわざとらしく寝息を立てていた。

「お前、起きてるだろ」

　カザクラは「すうすう」と寝息を立てる。

「起きたらチョコレートバーあげるよ」

　カザクラはバッと身体からだを起こす。ゴチ、とフウは頭をぶつけてその場に蹲うずくまる。

「いったああああぁ！」

　経験はないが、ハンマーで頭を強打されたかのようだ。視界がぐわんぐわん回っている。目尻からは涙がこぼれていた。

「お兄ちゃん、チョコレート」

「起きてるじゃねえか！」

　フウは涙目になりながら叫んだ。

「チョコレート！」

「無いわよ！」

　カザクラはうるうると目に涙を浮かべた。

「いやー」

　と子供のような駄々をこねる。

「ないもんはない。寝なさい！」

「いやあああぁ」

　カザクラは遂ついに泣き出してしまった。フウは疑わし気な目を飛ばし、

「寝たら明日買ってあげる」

　カザクラはすぐ泣なき止やんで布ふ団とんに入った。

「お前な……」

　赤くなった額をさすりながら、またフウはカザクラを見下ろした。色々声をかけたが反応はない。カザクラは本当に眠ったらしい。安らかな寝顔だったが、それを見たフウの胸には僅かな不安がよぎった。

　カザクラの身体からだに薄い布ふ団とんをかけてあげ、そのベッドの側で胡坐あぐらをかいた。しかし、面倒なことになった。この少女について分かっていることは、自分に敵意が無いということくらい。

「あー、なんで私ってこういう面倒事抱え込んじゃうんだろう」

　頭を抱えつつも、母のベッドで眠るカザクラを見て、そこはかとなく心が安らぐフウだった。




「カザクラ、起きて、カザクラ」

　朝の五時、フウはカザクラの身体からだをゆすって起こそうとする。だがカザクラは全く反応しない。溶接されたように瞼まぶたは硬く、呼吸も聞こえない程に浅い。しかも、カザクラが眠っているのはあのベッドである。

「カザクラ！　おい！　カザクラ！」

　不思議とフウは叫ぶような口調になった。フウは心臓がのたうつように高鳴るのを感じた。

「ん……」

　カザクラは瞼まぶたを少し持ち上げた。

「もう朝？」

　カザクラは重そうに身体からだを起こす。フウの肩の力が急激に抜けていく。

「……朝だよ」

　カザクラは目を細くしたままフウを向いた。

「すごい汗。おばけでも見たの？」

「そんなところね」

「おばけ怖いから起きる」

「ご飯食べたら出発するよ」

　眠っているカザクラの姿と死ぬ間ま際ぎわの母親の姿がフウの中で重なっていた。何な故ぜ、死にかけていた母とカザクラの姿が重なるのか、フウは深く考えるのを止やめた。




　その日もチオウでとある企業の社員の依頼が入っていた。金を持っていても結局片道数時間のライフスタイルはあまり変わらない。

　カザクラは頭を右に左に揺らしながら、のろのろと歩いていた。太陽が昇り始めるとようやく足取りに力が戻る。

　岩場は風が長年かけて岩を抉えぐってできた広大な風食地帯で、フウは幾つか自分の休憩場所を持っている。今日はいつもキャンプ場に使う大岩の影で休んでいた。

　フウが岩の影で休憩している間、カザクラは近くに遊びに行っていた。

「お兄ちゃーん！」

　どこからともなくカザクラの声が聞こえてくる。

「なに」

「面白いもの見つけたー！」

　カザクラの右手には、白くて硬い、うねうねとねじ曲がった謎の物体が握られている。何かの骨だろうか。フウはそのキショい物体をしばらく見つめ、

「……なにこれ？」

　カザクラも「うーん」と眉間に皺しわを寄せた。暫しばらく考えて、

「あくとくべんごしの性根？」

　こんな形をしていたのか。

「そりゃ涼しい顔で金持ち逃げするわけだわ」

　会話をしている分にはカザクラの体調にどこもおかしいところは見られない。「カザクラは朝が弱いのだろうか」とフウはその時はさして気にも止めなかった。

　ラジオというものは万人の好奇心をくすぐるらしい。岩場の影で休憩中、カザクラは見聞きした〈童心科学俱ク楽ラ部ブ〉の内容についてフウに色々と尋ねてきた。

「なんでなんで？　なんでサンソーにはスイソーが二つくっつくのー？」

「つまりね、」

　とフウはメモ帳に図を書いて説明する。説明をあらかた聞き終わったカザクラが、

「……てことはー、サンソーは両手を使いたいけど、鉄は片手しか使いたくないんだね」

「うーん」

　本当に分かってるのか？　と頭を捻ひねるフウ。でもフウはカザクラに教えてる間、顔は自然とほころんでいた。人に教えるという初めての経験に喜びを隠し切れない。だけど、人に教えるにはまだまだ知識不足だと痛感もする。

「この前のさんそがスピンするっていう話は？」

「そんなのもっと後だよ。学問に王道なし、っていつも先生達たちは言ってる」

　フウも最近ようやく「共有結合」の単元に挑戦できるようになった。

「オードー？」

「近道をしたら思わぬ落とし穴があるってことよ」

　などと言いつつ人ごとのような気がしないフウである。

「岩場を通って遠回りするのもオードー？」

「うーん。危機管理？　かな」

「たまには冒険してもうちょっと西歩きたい。というか近道したい」

「それは冒険じゃなくて自殺行為っていうのよ」

　どうもカザクラは命知らずな所があって危なっかしい。

「あ、今度は十人くらいいる」

　カザクラが突拍子もない事を言い出した。特に表情に変化はなく飄ひよう々ひようとしている。

「え？」

　カザクラの水晶のような瞳にフウが映る。

「えっとね、昨日の人が十人に増えた」

　遅れてアサが「クルルルルル」と警戒音を発した。岩の合間からこちらを窺うかがう人影。

「まさか、またアイツらが」

　フウはすかさず拳銃を抜いてスライドを引いた。フウは素早く大岩によじ登って、声を張り上げる。

「またあんた等か。こんな真昼間でこの大所帯。軍にばれたらどうなるか分かってる？」

「事情が変わったんだ」

「変わった？」

「サイレッカの手配書を手に入れた。文字だけだが、そこに書かれてる女の特徴と貴様の隣にいる女の特徴が似ている」

　フウはカザクラを一いち瞥べつした。カザクラは能天気に「ほえ」と空を見上げている。

「人相書きも無いのに？　少々博打ばくちが過ぎるんじゃない？」

「もうこの辺りの獣は狩りつくした。そろそろ一獲千金のリスクを冒さないと食くい扶ぶ持ちがヤバイんでな。それに、その女を引き渡せばどっちも無傷で済む。どうした、悪い取引じゃないだろう？」

　それを聞いたカザクラが不安そうにフウの袖を引っ張った。

「私、連れていかれるの？」

「黙ってて。手配書には身長一五〇、一五歳くらいの少女としか書いてない。つまり、こいつ等は私が手配書の女かもしれないとも思ってるはずよ」

「どういうこと？」

「あんたを引き渡した後で隙を見て私も捕まえるつもり」

「どしよ。ぶちのめす？」

「なんであんたはまず暴力に頼ろうとするの。見なさい」

　大岩の上から遠くに見える男を顎で指す。男は長い銃を持っている。

「アイツら、今度は銃を持ってる。前みたいに脅す方法は無理」

　相手が自分より強い場合は口でどうにかするか、逃げるしかない。相手は大人十人だ。走っても追いつかれる可能性が高い。

　まずい。この前とは比べ物にならないくらい、まずい。フウの顔から汗の粒が流れた。胸に手を当てると胸板を挟んで心臓が暴れているのが分かった。

　力は頼りにならない。頼るのは、知恵だ。

　交渉のコツは〈空想格闘技電道場〉を始め、フクモトさんやマユミさんも言及している。フウはラジオを胸にギュッと当てる。

　──天国の先生、私の全力を見ていてください。

　フウは吹っ切れたように前を向く。算段は整った。

「取りあえず、引き渡しの有無じゃ交渉にならない。まずは交渉の前提を変える必要がある」

　そう言うとフウは男の方に向かって声を張り上げた。

「王室が本当に報酬を支払うと思ってるの!?」

「王は我々臣民には善良であると信じている」

「純真無む垢くが許されるのは子供だけだね。そんなんだから路頭に迷うんだよ」

　とフウは小さな声で毒突いた。

「言っちゃなんだけど、あんたたちもう臣民じゃないよ！」

「どういう意味だ」

　チオウの民は皆「神の使いである王の手足」ということになっている。だが──

「チオウの法律じゃ一度犯罪に手を染めた人間は穢けがれた者として臣民の権利をはく奪される。神しん勅ちよく裁判所で定められた禊みそぎをして初めて臣民に復帰するの」

　神の手足たる臣民に穢けがれは許されない。それがこの国の「宗しん教じつ」だ。

「その話を信じろと」

「信じるも何も、アンタの周りの、しょっぴかれた連中がどうなったか考えてみなさいよ」

　男は長い沈黙を挟んだ。

「では賞金はどうなる」

　かかった。フウは心の中でほくそ笑む。

「ないわよ。労働とその報酬は王が臣民に授けた権利。犯罪者はその権利すらもはく奪されるわ。あなた達たちは軍に体よく利用されて牢ろう屋やにぶち込まれるのがオチよ」

「ならば俺おれ達たちはどうすればいい！」

　アタシに聞くんだそれ。とフウは顔を引きつらせる。

「とにかくこんな大所帯で追いはぎやってたらそのうち軍か警察がやってくる。今は損得で言ったら損が一秒ごとに増えてる状態。無かったことにして退くのがお互いの利益ってもんよ」

　野盗達たちはフウに聞き取れないほどの声で話し合った。その会話は五分にも及ぶ。フウはその間、緊張に耐え続けた。

「分かった。ここは一ひと先まずお前の言う通りにしよう」

「助かるわ」

　フウは警戒を保ちながら、野盗の動向を窺うかがった。野盗たちはフウの思惑通り、武器を降ろして去ろうとしている。フウの交渉は成功したかにみえた。

　だが、脅威が去ったわけではなかった。いや、むしろそれは新たな脅威の前菜に過ぎない。

「ピピピ」

　オオブンチョウのアサが警戒音を発する。それもかなり大きな声だ。次いでカザクラが顔を上げた。

「あ、ヤバいのがくる」

　ことの始まりは男の絶叫だった。

「ぎゃあああああああああぁ」

　フウは岩から身を乗り出し、目を眇すがめて声のしたほうを見る。岩の陰にのたうつ巨大な異獣。

「オカアゲハ……」

　オカアゲハの嘴くちばしのような口から、さっきまでフウと交渉していた男の腕がはみ出ている。銃声が鳴った。野盗たちが小銃をオカアゲハに向けて発砲したのだ。無数の弾丸が表皮に突き刺さる。だがオカアゲハの皮膚は硬く、表皮にわずかな出血が見られるだけだ。オカアゲハは身体からだを波打たせて飛び跳ねると、野盗の一人を踏みつぶす。その傍かたわらにいた野盗の身体からだの上で、８の字に蜷局とぐろを巻き、男の骨という骨を圧潰させてから頭から吞のみ込んで嚙かみ砕くだく。オカアゲハの口くちの端はから血が滴したたり落おちた。

「なんでこんなところにオカアゲハがいやがる！」

　野盗の一人が絶叫した。先生曰いわく、猛獣が人里に降りて来る一番の理由は、人が生息域の生き物を狩りつくした時だ。増えすぎた野盗が山岳地帯の生き物を狩りつくし、オカアゲハがそれによって飢えたのだろう。

「ピピィ」

　アサが鳴いた途端、オカアゲハの注意がこっちに向いた。オオブンチョウの鳴き声に反応するのは捕食者たるオカアゲハの本能なのかもしれない。オカアゲハは身体からだを波打たせて大岩をよじ登り、フウに迫りくる。

「まずい、逃げるよ！」

　フウはカザクラの手を引いた。急ぐあまり、フウは岩から足を踏み外し、背中から地面に落下した。

「痛った、ドジ踏んだ」

　身を捩よじって空を見上げた時、フウは死を覚悟した。オカアゲハが血で赤く濡ぬれた口を目いっぱい開けて、フウに飛び掛かってくる。

　視界が矢のように流れた時、フウは悟った。死んだ、と。

「あれ？」

　……だが、意識はまだある。しかもフウは大岩の上にいた。カザクラに抱きかかえられて。

「だいじょうぶ？」

　カザクラはあっけらかんとしてフウの顔を覗のぞいている。オカアゲハは頭を地面に激突させてもんどりうっていた。

「だいじょうぶ、って、あんた、何をしたの？」

「お兄ちゃんが食べられそうだったからね、かついでね、ぴょーんと飛び跳ねたんだよ」

「飛び跳ねたってあんた、人一人かついでこんな高く跳べるわけないでしょ」

「うまくいえないけどね、そういうすごい力があるんだよ。うまくいえないから、ちょっと起動するね」

「起動？」

　──言語に翼を。思考を空へ。

「補助人工知能、エイチを起動しました。只ただ今いまより、常時よりも円滑な意思疎通が可能となります」

　カザクラはまるで別人のように凜りんとした表情と声になり、そこに大人びた笑顔が浮かんだ。

「あんた、一体何者なの」

「型番ＨＥ超19。いわゆる人造人間です」

「じ、人造人間!?」

　噓うそだ、とは断じられない。フウは一度人造人間を目撃している。食われははしたが、あれは間違いなく普通の人間ではなかった。

「話は後にしましょう。一ひと先まずマスターの安全を確保することが最優先です」

　岩の側面を凄すさまじい勢いでオカアゲハが登ってくる。

「あんたアレに勝てるの？」

「脊椎動物、爬は虫ちゆう綱こう有ゆう鱗りん目もく、オオトカゲ下か目もく、オオアシナシトカゲ科オカアゲハ種と断定。健康状態は劣悪。現在の武装で問題なく撃退できると結論します」

「こんな時になんだけど、そういう細かい事いちいち言う必要あるの？」

「人造人間は高い殺傷能力を持つため、自身の行動を逐一マスターに口頭で伝達するようプログラムされてます」

　オカアゲハはカザクラのただならぬ空気を察してか、かなり警戒をして襲うのをためらっていた。

　ヴォンと、カザクラの右手前腕部分に「邪馬梅」という厳いかつい表意文字が浮かんだ。

「第七武闘解釈、邪馬梅ヤマンバを起動します。マスター、私から一〇〇メートル以上の距離を取るよう警告します」

　フウは岩から降りながら、

「……死なないでね」

「善処します」

「善処じゃなくて、最優先」

　人造人間の顔に以前のカザクラを思わせる笑みが過よぎったような気がした。

「分かりました、マスター」

「よし」

　フウは大岩を駆け下り、野盗達たちがいた所まで距離を取る。野盗達たちはすでにとんずらした後だった。

　カザクラは腰を落とし、重心を低くする。重心を低くするのは初動の速度と飛距離を重視する拳闘の構え──

　先に動いたのはオカアゲハだった。悍おぞましい鳴き声一つを大空に突き上げ、地面を滑るように疾走する。カザクラは左に大きく飛びのいた。直角にステップを踏み、身体からだを矢のように突進させてオカアゲハの側面に鉄拳を叩たたき込む。頭部と身体からだの境目だった。

「出力漸増。痛覚神経系まで残り参、弐、壱……突貫！」

　拳が皮膚を深くえぐると、オカアゲハは痛みに悶もん絶ぜつしてのたうち回る。

　カザクラは高々と跳躍──

「対生命体人工毒物を噴射します。目標物の半径五〇メートルから避難を推奨します」

　腕の下から砲身を伸ばし、透明の液体を射出。液体はオカアゲハの嘴くちばしの根元、人間でいう鼻に当たる感覚器官に命中させた。

　これが効果抜群だった。

　オカアゲハは頭を斬られた蛇のように目まぐるしく暴れた。カザクラは手を抜かない。カザクラは再びオカアゲハの側面に接近した。

「捨てられた、老婆の爪は、肉をも裂いて、臓ぞう腑ふへと至らん！」
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　オカアゲハの腹部に弾丸が如ごときストライキングをねじ込み、

「放電！」

　あまつさえ身体からだを青紫に発光させて強烈な電気を流し込む。オカアゲハはこの世のものとは思えぬ絶叫を上げた。

　勝負あり。オカアゲハは完全に勝ち目のなさを悟って脇目も振らず逃走した。

「敵、無力化を確認。何なん人ぴとたりともマスターを傷つけることは許可できません」

　カザクラは大岩から軽やかに飛び降り、整然とした足取りでフウに歩み寄る。

「あんた、大丈夫なの？」

「物理的な損傷はゼロ。排熱の必要もありません」

「大丈夫ってことね。ほんと良く勝てたもんだわ」

「第七武闘解釈──邪馬梅ヤマンバ。伝統派カラテの攻撃哲学を応用しつつ相手の感覚器官を集中的に攻撃する特殊格闘技です。獣の殆ほとんどは単一の優れた感覚器官に頼っており、そこを攻撃すればパフォーマンスを著しく削そぐことが可能です。対人であれば急所を誤認させたりと、もう少し駆け引きが複雑になります。ですが、対生物では邪馬梅ヤマンバのような簡略な格闘アルゴリズムの方が最適です」

「その状況に合わせた格闘プログラムを使ったってわけだ」

「私の人工知能モジュールには複数の格闘アルゴリズムが搭載されています。その選別は主脳で行いますが、今回は適切な選択ができたと考えています」

　カザクラは真顔でじっとフウを見つめていた。何か特定の言葉を話すのを待っているかのようだ。

「じゃあ、先を急ぐよ」

　その袖をカザクラの右手が引っ張った。フウは前につんのめった後、

「どうしたの？」

「おなかが、減りました」

　察しの良いいフウはカザクラの言わんとしてることを理解した。

「ご褒ほう美びが欲しいの？」

　カザクラは黙ったまま頰を少し赤らめる。

　こういう時、母親はどうしていたかな、とフウは少し考えた。

「お菓子もってないから、チオウに着くまではこれで我慢して」

　頭を軽く撫なでてやる。カザクラは顔を真っ赤にした。

「その、昨晩の約束と合わせて二人分のスナック菓子を頂けるということでしょうか」

「……抜け目ない性格してるわね」

「恐縮です」

　カザクラは大人びた笑顔になった。

「一つハッキリさせときたいんだけど、あんたは前のカザクラなの？」

「現在は人工知能モジュールによって言語能力を一時的に向上させているにすぎません。人格と記憶は補助人工知能の起動前後で一貫しています」

「語彙力や表現力を上げているだけってことか。でも、なんでそれを常時起動させておかないの？」

「能力拡張型の人工知能モジュールは使用者の各能力を飛躍的に向上させますが、同時に極めて高い依存性を発揮します。常時起動した場合、不意な人工知能モジュールの停止による人格のカイリ現象、主体性の損失、判断力の低下、等の副作用が引き起こされます」

　やや難しい単語が羅列されたので、フウは深呼吸をして言葉を咀そ嚼しやくしていく。

「人工知能がメインの脳の一部になっちゃって、それが切れた時に心が大変なことになるってこと？」

「そう考えていただいて差し支えありません。間もなく、推奨起動時間の限界が迫っています」

「あ、その前に幾つか聞かせて」

「どうぞ」

「指名手配されてる少女ってのはアンタなの？」

　カザクラの表情に人間的な逡しゆん巡じゆんが過よぎる。それはゼロコンマ数秒の沈黙となった。

「……その通りです。私は今、サイレッカに追われています」

　サイレッカ。チオウの軍事組織に追われている、というのは今のフウにとってなかなか理解しがたい状況だ。

「追われてるって、あんた、何やったの」

「サイレッカの兵器研究機関から逃走しました」

「逃走？」

「運動パフォーマンスの計測中にラボを抜け出しました」

「研究機関で製造されたのに、反抗心を抱いた。そういうこと？」

「状況証拠だけ見ればその判断は妥当と考えます」

「実際は違うの？」

「私の記憶には著しい欠落があります。その記憶には、断片的ですが研究機関で製造される以前のものが存在しているのです」

「王の研究機関で極秘裏に造られていたであろう人造人間。だけど、その記憶には人造人間として生まれる前のものがある」

　年齢不相応の言語能力は、社会経験が未熟であることと、知能に意図的な操作がされた、両方の可能性を示唆しているように思える。政府がわざわざ指名手配まで出していることを考えると、この少女の背景には何かきな臭いものを感じて仕方がない。

「あんたはそれを知りたいと思う？」

　カザクラは不安げに視線を伏せる。

「分かりません。ただ、逃げるのに必死だったから」

「ハッキリしているのはもう研究所には戻りたくない、って事くらいかしら」

　フウもチオウ政府にいいイメージなど持っていないため、その考えは自然と受け入れることが出来た。カザクラが家出気分で研究所を逃げ出したのではないことは明らかだ。

「私からも、一つだけ確認してもよろしいでしょうか」

「何？」

「マスターは私を政府に引き渡すつもりですか？」

「まぁ、そういう事もあるかもね。わ、私だってお金に困ってるわけだし？」

　フウがそう言うとカザクラは静々と笑った。

「な、なにがおかしいのよ！　私本気よ？」

「ありがとうございます。やはり、貴方あなたに付いて行って正解だった」

　本心を見透かされたような気がしてフウは頰を紅潮させる。

「勝手に変な解釈するなよ！」

　カザクラは黙って笑っている。

「わ、私はあんたの思ってるような善人じゃないし！」

　フウは思わず声を張り上げる。カザクラはだらしのない笑みを浮かべて首を傾ける。

「えへへ、お兄ちゃん、ありがとう」

「あーもう！　五う月る蠅さい！」

「お兄ちゃんは優しいね！」

「優しくない！」

「優しいですよー！」

「優しくない！」

　カザクラは照れてきりきり舞いになるフウを見ていて楽しいらしい。それが分かっててもフウの顔はますます赤くなる。

「やっぱりお兄ちゃんは優しい人だよ」

「ああもう！　黙れ喋しやべるな口とじろ！」

　資産を増やすだけでは決して満たされなかった心の空洞。以前は母という大きな存在がいた。今は、たった一人の少女が胡坐あぐらをかいて座っている。

　少女と接することで揺り動かされる感情。

　フウは今、生きていた。
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　チオウには二つの警察が存在する。

　一つはクロミカズチ。町の犯罪者を取り締まる警察組織。

　もう一つはデンキモグラ。町の犯罪者を取り締まり、そして殺す秘密警察。




　カガノ・サミヤという女性がいる。所属はクロミカズチ、自立機甲部隊。肩書は隊長。年齢は一九。背は高く、膨らんだ胸から細い脚へ美しい輪郭が肢体を流れ、それを光沢のある黒い合成繊維のスーツが包んでいる。透き通る白い肌と端整な顔立ちは男女問わず羨せん望ぼうの的となったが、そこを覆う冷徹な表情が人を遠ざけた。

　この日、サミヤに下された命令はチオウ北東部に潜伏している反政府組織構成員の逮捕だ。もともとサミヤが独自に捜査していた組織で数日前に居場所を突き止め、昨日突入の許可が上層部から下りた。

　サミヤのスーツの肩の部分には稲妻が交差するエンブレムが輝いている。

　サミヤはシモガジョウの大通りから脇道に逸それ、北へと向かった。道、というよりはバラックの隙間を北へ北へ歩いて行く。昼間だというのに辺りは薄暗く、ゴミの悪臭が立ち込めていた。バラックの隙間から不穏な視線を感じるが襲ってくる気配はない。サミヤが一体何者であるか、皆知っているのだ。

　そこからさらに北に進むとバラックはまばらになり、代わりに朽ちたコンクリートの建物がちらつき始める。二代目王の時代、多産ブームに先んじてチオウには多くの集合住宅マンシヨンが建設された。だが、人口増加を過剰に見積もり過ぎたせいで、集合住宅の殆ほとんどは無用の長物と成り果て、多くの管理人が首を吊つるハメになった。

　ここはチオウの北東部「ゲンブ」。シモガジョウの北に位置する、いわゆる暗黒街だ。

　水はけの悪い劣悪な土地と質の低い水道事業と道路。そんな場所にあえて住もうとするものなどおらず、代わりに犯罪者や反王族の革命武装組織のアジトとなっている。

　とある集合住宅の近くでサミヤは足を止めた。集合住宅は灰色の四角い棺ひつぎのようで、薄気味悪く曇天に佇たたずんでいる。壁は塗装が剝げ、所々に亀裂がある。本当に人を住まわせるためだけに造ったという感じの建物で、あえて住むような物件ではなかった。

「こちらクロミカズチ自立機甲部隊隊長、カガノ・サミヤ。これより鎮圧推奨カテゴリー、シンジケート番号12の19、滅官中核軍の捕縛作戦を開始」

　するとサミヤのイヤホンに応答があった。

『部隊長カガノの声聞認証。待機状態から作戦遂行状態に移行します』

　抑揚はついていたが、助詞の発音がどこかおかしい機械的な声だった。

「今から一分後に突入する」

　そしてサミヤの声はそれよりも抑揚に乏しい。その冷徹な視線にも感情の変化が見られない。

『了解』

　サミヤは腰のホルスターから拳銃を抜き、集合住宅を見上げた。そこに、全身を黒の装甲で覆われた機械兵士が群がりつつあった。どこからともなく現れた機械兵士は人と同じ形の肢体を持ち背丈も人とそう変わらない。

　サミヤは機械兵士に囲まれるようにして集合住宅へと入った。床のリノリウムの上には砂や埃ほこりに覆われ、その上に無数の足跡がある。

『隊長、先行した無人機から情報が入りました。四階に目標は潜伏しているようです。応答』

「了解。第一分隊は四階東階段を封鎖。第二分隊は西階段から接近。応答」

『了解。先行した無人機より、警報装置を全て解除との報告。問題なく突入できます。応答』

『了解』

　十六いた機械兵士を半分に分けてサミヤは階段を上っていく。四階の廊下には微弱な光が割れた窓から差し込んでいる。その中を無数の塵ちりが音もなく漂っていた。もう片方の壁には色の褪あせたドアが奥の暗がりまで並んでいる。

『銃器の射撃プロセスと思おぼしき異音を感知。危険度四。これより我々が先行します。応答』

　機械兵士二体をサミヤの周辺に残し、六体の機械兵士が廊下を進んでいく。

『了解。音声リンクを開始。臨戦状態を維持したまま交渉に入れます。応答』

「了解。交渉を開始。滅官中核軍に告ぐ」

　先陣を切った一号機のスピーカーからサミヤの声が拡ひろがった。

「こちらはクロミカズチ、自立機甲部隊」

　サミヤのその冷たい声は、機械兵が出していたとしても違和感がない。

「一分後に突入する。攻撃の意志を放棄したと見れば危害は加えない」

　間があってドアの奥から声がした。

「却下！」

　雄々しく歯切れのいい否定の言葉が返ってくる。

「プロレタリアートの辞書に敗北の二文字は無い！　資本主義の権ごん化げたる王を弁証法の下転覆し、理想の国家を樹立する！　それまで我々は止まらない」

「チオウは半統制経済。資本主義の化身とは言えない」

「その統制経済のせいで資本の格差が生まれれば同じことではないか！」

　確かに、貧富の格差はかなりある。管轄区民の教育、医療サービスの低さは深刻で、病気一つで家庭が崩壊する。親の栄養失調でその子供が負担を強いられるという話は珍しくない。革命軍の主張に一定の理解を寄せる一方で、その思想の不徹底ぶりも冷静に分析していた。

「我々市民に与えられた手段は武装蜂起しかない！」

「死ぬ覚悟は」

「無論持ち合わせている」

「制圧」

　機械兵がドアを蹴破って中に押し入った。乾いた銃声が中から轟とどろき、男と女の怒号が聞こえてくる。サミヤは腕時計を確認し、ゆっくりとした足取りでドアの方に歩み寄る。丁度ドアの前に来たとき、部屋の中には整列した機械兵士がいた。その奥には手錠をかけられて座らされた男と女が複数いる。

「死者は？」

『ゼロです』

「分かった」

「なぜ殺さない！」

　と指導者と思おぼしき男が抗議の眼まな差ざしを向けた。

「裁判所から殺害の許可が下りていない。鎮圧推奨カテゴリーは裁判所の許可が下りない限り積極的な殺傷は法規違反となる」

　サミヤは拳銃をホルスターに収納した。

「それに、私わたし達たちの使命は人々の命を守ることであって、貴方あなた達たちの命を摘み取ることじゃない。私わたし達たちが振るうのは、敵を縛る鎖であって死神の鎌ではない」

　負けを悟った男は、がくっと項うな垂だれる。

「頼む、仲間は助けてやってくれ。俺以外は殺しをしていない」

「それが本当なら極刑は免まぬがれるよう尽力する」

　サミヤの声から威圧的なものが消え、男の方からも力が抜けた。

　……恩に切る。男は弱々しい声を絞り出した。




『これより略式処刑を始める』




　それは、「死」そのものが囁ささやいたかのような冷酷な聲こえだった。

　銃声とともに反政府勢力の男の首が頭骨ごと吹き飛んだ。床に飛び散った血の泡あぶくが乾く間もなく第二第三の銃撃が続く。銃撃の波が拘束された男女の身体からだを文字通り八つ裂きにする。一室は忽たちまち血と排はい泄せつ物ぶつの臭いに包まれた。

「本現場の処理権は第二行動神隊デンキモグラが受け持つ」

　黒い合成繊維の制服を着た人間が部屋に入ってくる。彼かれ等らの手には硝煙の臭いがする、黒い短機関銃が握られていた。彼かれ等らの何人かは慣れた手つきで死体の遺品を漁あさり、小型の端末を使って身元の照会を始めていく。

　デンキモグラ。法により絶大な執行権を与えられ、その権力を背景に犯罪者を現場で処理する秘密警察である。

『生存者は』

　かつ。

　金属めいた硬い足音だった。サミヤは振り返る。そこにいたのは全身が黒の人造人間だった。その出いで立たちは制服の上に黒のフード付きジャケット。そのフードを深くかぶり、彫像のように動じず佇ちよ立りつしている。

　第二行動神隊隊長オボ・ヨミ──異名、拍動の終止符。

　サミヤの皮膚が冷たい刺激を受容する。第二行動神隊は警察組織の総称だ。つまりクロミカズチとデンキモグラの上層部にあたる。ヨミはその総責任者だ。もっとも、デンキモグラの幹部から出世したヨミの支配をクロミカズチは快く思っていない節がある。

　こんな弱小武装組織を潰すために何な故ぜこの次元の男が出て来る。目的は、なんだ。

「ヨミさん」

　死体を漁あさっていた男がヨミに呼びかける。フードの暗がりに赤い光が明滅した。

「こいつ生きています」

　それはまだ一六歳くらいの若い男だ。恐らく貧困層の人間だろう。この神の国で反政府組織に入る者は大抵そういう人間だ。少年は殆ほとんど無傷だが、仲間が惨ざん殺さつされたショックからか半ば放心状態だった。ヨミは少年には注意を向けず、サミヤと対たい峙じした。

「何な故ぜ、殺した」

　サミヤの冷たい視線の中に抗議の熱が僅かに通かよった。

『然しかるべき方法で略式処刑は成された。我々が行う分には合法である』

　ヨミは処刑の正当性を述べた。このチオウでは法的に問題ないと。

「そうじゃない。これは私のヤマ」

『そのような道理は通用しない』

　サミヤは反論しなかった。表面上対たい峙じしているように見えても、二人の間には権力という斧おのが作った溝がある。

『今日はもう一つ、お前に用がある』

「何」

『デンキモグラに入れ』

　サミヤは眉を微動させた。

「何な故ぜ」

　ヨミは金属でできた人差し指を、そっと自分の側頭部にあて、とん、とん、叩たたいた。

『知っている。この国の事を、知っている。それは罪だ。盗みよりも、殺人よりも深い罪だ』

　サミヤは黙っていた。信仰の色眼鏡を持たない者の眼まな差ざしが、この国では罪に当たることを自覚していたから。

　サミヤが黙っていると、ヨミはホルスターから拳銃を抜いた。大型のリボルバーで、色は乾いた血のように赤黒い。その銃口がサミヤを向く。

『隊長』

　サミヤの傍かたわらから部下の機械兵士がヨミに向かって行った。次の瞬間、ドシュ、という独特の銃声と共に機械兵士は前に倒れた。見れば機械兵士の膝しつ関かん節せつに穴が開いていた。

　──膝しつ関かん節せつを一発で撃ち抜いた。

　機械兵士は右手を地に突き立て立ち上がろうとする。

「大丈夫。今ここで、私を殺すつもりはないから」

　サミヤがそういうと撃たれた機械兵士は他の機械兵士に脇を抱えられて引き下がった。

『お前はこの国のことを知り始めている。それが故意であれ過失であれ、禁忌に触れた者は等しく死なねばならない』

　ヨミの声に感情は通っていない。ただ、このチオウに横たわる判然たる事実を述べているだけに過ぎないのだ。

『この国の禁忌に触れて生き延びる方法は一つ』

　ヨミは掌てのひらで拳銃を反転させ、持ち手をサミヤに向けた。

『狩る側に回ることだ』

　サミヤの所属する警察クロミカズチとヨミの所属する秘密警察デンキモグラの違い。それは、自ら犯罪者を殺あやめることにある。逮捕、裁判という手続きを経て犯罪者を裁くクロミカズチと、略式処刑と称して数々の犯罪者をその手で排除していくデンキモグラ。この二つの組織の間には道徳観に大きな壁がある。

『お前の能力を高く買っている。こちら側に来ればその知識も不問となる』

　デンキモグラの構成員が生き残った少年をヨミとサミヤの側に跪ひざまずかせた。

『覚悟を見せろ。忠誠を示せ。道徳に革命を起こせ。臣民は神の血肉であり、我等は病んだ血肉をこそぎ落とす剣だ。覚悟を見せろ。忠誠を示せ』

　提示された選択肢はいたってシンプルだ。殺すか、殺されるか。

「覚悟は、」

　サミヤはその冷たい目を少年に向けた。見降ろされた少年は肩をビクッとさせる。

「できている」

　サミヤは一歩下がってヨミと距離を取る。

『殺さず。粛清の刃をその身に受ける。それがお前の覚悟か』

　サミヤは冷ややかな視線をもってそれを肯定する。

「いくら貴方あなたの権限が強くても、理由もなく私を粛清することはできない」
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　サミヤの言っている事は事実だった。ヨミの権力は最も早はや一つの警察組織の枠に収まらない。そんな彼であっても、同じチオウの人間を私し怨えんで殺せば政治的な対立は避けられない。

　フードの中で、赤い光が音もなくパパッと瞬まばたいた。ヨミは拳銃の弾倉をスイングアウトすると中に入っていた弾丸を地面に落とした。針のように鋭利な弾丸が地面に落ちる。ヨミの前腕が駆動音を上げると、前腕から射出されたスピードローダーから弾丸が装塡される。

　弾頭の丸い、人体の破壊に特化した弾丸。

　ヨミは無言のまま少年に向かって引き金を引いた。今度は銃声らしい銃声が上がる。薬やつ莢きようが地面に落ちるより早く、絶叫が室内に木こ霊だまする。

　サミヤの傍かたわらに誰かの左手が、ドシャ、と落ちた。サミヤの総身を凍いてついた戦慄が駆け抜ける。その視線が白はく刃じんのように鋭くなってヨミへ向かった。

　サミヤの眼まな差ざしを意に介すことなく、ヨミはまた引き金を引いた。少年は顔を洗うことができなくなった。彼は仰向けに倒れると、天井の一点を見つめ痙けい攣れんを始める。

　サミヤはあくまでも無表情だ。だが、その瞳の奥で憤ふん怒ぬの焰ほのおが静かに揺らめいていた。サミヤの動きを察知したデンキモグラの隊員が素早く短機関銃の銃口をサミヤに向けて牽けん制せいする。

　銃弾が右の膝を千切る。少年は痛みに反応しなくなっている。鉄の臭いのする絨じゆう毯たんが身体からだから広がっていった。

「……さむい」

　そう言ったのを最後に動かなくなった。

『これが、お前の決断の重さだ』

　ヨミは拳銃をホルスターにしまった。

　少年の遺体が片付けられた後、ヨミは死体のあった場所に何かを置いた。ヨミが部屋を立ち去る間ま際ぎわ、サミヤに一言、

『悔いるな。恐れろ』

　こうしてデンキモグラは部屋から撤収した。

　サミヤは少年が斃たおれた場所に歩み寄る。

　まだ鉄臭さが残る床に、一輪の花が置いてある。サミヤはそれを拾い上げた。

　白く小さな花は、五つの花はな弁びらのうち三つが毟むしり取とられ、それは少年の失われた手足の位置と同じだった。

　サミヤは数分もの間、花を見つめていた。その間、やり場のない怒りが、礫つぶてのような握り拳を作っていた。




　チオウの中心〈ドテン〉にあるクロミカズチ本庁舎。その建物内の自立機甲部隊の本部に向かう。クロミカズチの本部は四〇階建ての高層ビルで、最新式の高速エレベーターで各階層をスムーズに移動できる。自立機甲部隊の本部は十八階と十九階にあって十八階は大規模な工こう廠しようとラボになっていた。

『隊長、本当に良かったのですか？』

「……何が？」

『その、オボ・ヨミは実質王に次ぐ権力を持っているとも噂うわさされます。その気になればサイレッカを動かすことも可能なほど。表立っての粛清はなくても、事故にみせかけて暗殺される可能性は十分ありえます』

「今の貴方あなたは、例えばうっかり王の悪口を言ってしまった子供をその手で殺そうと思うか」

『いえ。私わたし達たちは治安を守るために生み出されました。この力は、彼らを殺すのではなく彼らを守るために使いたい』

「……前の貴方あなたも、前の前の貴方あなたもそうだった。だから汚れ仕事はさせたくない。私はデンキモグラには入らない」

　その機械兵士は一礼をした。

『我々の刹那の記憶にそのような配慮をしていただきありがとうございます』

「別に、礼を言われるような事はしていない」

『そうですか。それでは、私はそろそろ洗浄に入りたいと思います』

　機械兵士たちはカプセル型のドックに入り、まるで棺ひつぎで眠る死体のように仰向けになった。彼かれ等らは自ら首の根っこにあるプラグでカプセルに接続する。

『これより経験洗浄を行います』

　黒く丸い、フルフェイスのような頭にサミヤの表情が映り、サミヤは思わず視線をはずした。

『マスター、おやすみなさい』「おやすみ、一号」

『マスター、おやすみなさい』「おやすみ、二号」

　サミヤは一人一人の機械兵士に「おやすみなさい」を言って回る。カプセルの蓋が閉じられ、ラボには静寂が満ちた。カプセルのモニターには経験洗浄の進捗を示すバーが映っている。

　サミヤは何も言わずそのモニターを見下ろしていた。サミヤは自らの半生を思い返す。

　感情の表出が苦手な孤児は、良き神の子とは言えなかった。神への忠誠が足りないと幾度も礼拝施設で叱責されてしまう。神の寵ちよう愛あいから外れた少女は、誰よりも勉学に励み機械工学の専門技術を身に付けた。

　その洗練された知識はこの国では諸もろ刃はの剣つるぎだ。機械の整備士、軍の整備班、そこから引き抜かれて機械兵士の隊長に任命される過程でサミヤは知ってはいけない事を知ってしまった。新たに知識を得るにはデンキモグラに入って「殺す」しかない。それができないサミヤは機械兵士の言う通りいずれヨミに殺されるのだろう。

　知り過ぎた故に立場を危うくするサミヤ。そんな彼女が部下の経験を洗浄しているのは悪い冗談に思えてくる。サミヤがもう少し俗な人間であれば「クソッタレ」と毒づいていたに違いない。

　そんな時、仕事用端末の一つがメールの受信を告げる音を出す。メールの差出人はチオウの兵器研究機関の技術研究室長となっている。

　チオウの軍事組織は実戦部隊が三つあり、そこに三つの支援部隊がサポート役として存在している。件くだんの室長は研究開発の責任者。かつて、サイレッカ支援部隊の整備班に所属していたサミヤは独自のパイプを持っている。




【差出人　サイレッカ技術研究室長】

　その説はお世話になりました。また、新しい案件です。今回の対象はゆくゆく一級の事態になると予想されます。デンキモグラやサイレッカが捕縛対象を復元不能なまでに破損させる前に身柄の確保をお願いします。詳細は添付ファイルの通りです。




「対象」の捕縛は本来サイレッカが受け持つ案件だ。警察クロミカズチの仕事ではない。だけどサミヤの捜査能力と機械兵士の統率力を恃たのんでイレギュラーな仕事が舞い込むことは珍しくない。

　資料を読んでいたサミヤの呼吸が一瞬止まった。

「まだ、子ども」

　この少女を捕まえる。そのことの意味を、省察し、サミヤは深く目を瞑つぶった。

　瞼まぶたの裏に浮かんだのは、その手で経験を洗浄してきた鋼鉄の同胞の姿だった。
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「お兄ちゃん、おかわり」

　カザクラが器を机の上に差し出した。ドテンのアマダビル最上階にあるビアガーデンは今日も乾いた風が吹いている。中流階級の労働者が酒を酌み交わし、鳥の丸焼きなどに舌した鼓つづみを打つ。

「おーかーわーりー」

　カザクラがフォークの柄で机を叩たたいた。

「あんたそれ何皿目？」

「ん？　六？」

「ここ、おかわり自由じゃないよ」

「へぇ……。おかわり！」

「あのね、タダじゃないの！　お金がいるの！　パンも、さっきあんたが平らげた鶏とり肉にくも！」

「おかわり！」

「駄目」

　カザクラは頰を丸く張った。

「なんで」

「お金ないし」

　カザクラはじーっと抗議の眼まな差ざしをフウに送った。

「自分だけ隠れてステーキ食べてたくせに」

「うっ……」

　馬鹿な、何な故ぜばれた。

「私が寝てるときにー、こそっと抜け出してー、一人で夜食たべてー」

「わわわ、私は頭使うから、その」

「いいですよー。カザクラはフウの命を何回も救ったけど、賞金首も捕まえたことあるけど、お腹なかいっぱいにはなれないんだねー。頭つかわないからねー」

　カザクラは子供の様にぷいっと顔を背けた。

　フウはポケットをまさぐり、一万オウチ紙幣を机の上に叩たたき付つけた。気迫のこもった視線で店員を睨にらみつける。

「店員さん！　肉食べ放題コース！」

「か、かしこまりました」

　店員は逃げるようにオーダーを厨ちゆう房ぼうに届けに行く。

「今月最後の贅ぜい沢たく、分かった？」

　カザクラは指を鳴らしてニコニコ笑う。

「よっ、だいふごー！」

　フウは勢いに乗せられたことを後悔して、「やっちまった」と頭を抱える。

「こうなりゃヤケよ、胃袋が破裂するまで肉を喰くらってやるわ」

「いいぞいいぞー、ふとっぱらー」

　やけくそとはこのことである。二人はありったけの肉を喰くらい、しばし至福の時間に心と舌を委ねた。

「あー、幸せ」

　お腹なかをさすさすしながらカザクラは天を仰いだ。

「いやあ、ここで一句詠よみたくなりましたなぁ」

　カザクラはラジオで俳句を知って以来それにハマっている。もともと戦闘モードに入ると、たまに短歌っぽいものを詠よんでいるのでその影響かもしれない。廃棄された紙を四角く切って作った短たん冊ざくに表ひ音ら文が字なを書いていく。

「できました」

「聞こう」

「お兄ちゃん　ムネ肉食べても　ペッタンコ」

「合格」

　フウは短たん冊ざくを奪い取ると真っ二つに引き裂いた。

「はあぇえー!?」

　カザクラの声が裏返る。「わたしのめいくがー」と嘆くカザクラを尻目にフウはコンテナに戻った。




　二人は一ひと先まずコンテナに戻り、二つの椅子に座って向かい合う。

「暫しばらくは安肉だよ」

「えー。やすにく嫌い」

　机には、さっき近所で買ってきた「ムシムシミンチ」と書かれた市販のパックがある。昆虫の合あい挽びき肉にくらしく、安価な蛋たん白ぱく源げんとしてチオウに流通している。

「あんたホント安肉食べたがらないわよね。虫は普通に食べれるのに」

「とれたて昆虫は新鮮だもん。こっちは生臭い」

　たしかに安肉は独特の生臭さがある。フウもあまり好きじゃなかった。

「で、どうする。正直これ以上賞金首を逮捕し続けたらそのうち目つけられるよ」

「そだね。えーっと、どうしよう」

「まずは状況を整理しないと」

「ちょっと待ってね……」

　例の言葉のあと、カザクラの補助知能が起動し、顔がキリとした表情に変わる。

「そろそろ捜査態勢が整う頃です。資金、人員、そして他の組織との調整」

「やっぱりテロをぶちのめしたのはまずかったんじゃない？」

「仕方ありません。銃を乱射しようとしてる人を制圧したらたまたまテロ組織の構成員だったので」

「たしかにそうだけどさ」

　テロリストは野盗と違って自分の理想とする社会を暴力で実現しようとする。その理想のためであれば罪のない人間がどれほど死のうと構わない。ある意味チオウ政府よりも人を殺している連中なのだが、その殆ほとんどが貧困層から生まれている事を知っているフウは彼らに複雑な気持ちを抱いている。

「いずれ私わたし達たちもテロリストみたいな生活をしなくちゃいけなくなるわ。私が味方に付いていることが知られたら、検問所も潜れなくなる。指紋認証ができなくなるから。追っ手も今はサイレッカだけだけど、クロミカズチやデンキモグラに協力を要請するかもしれない」

「彼らは犯罪捜査のプロです。動き出せばあっと言う間にコンテナは特定されるでしょう」

「そうなれば私わたし達たちは管轄区どころか穴倉で暮らさなきゃいけなくなるわ。いや、それすらできなくなるかも」

　重い沈黙が続いた。

　チオウにはいられない。であれば、どこに逃げればいいのか。

　チオウ以外の国は滅びている。資源の無い渺びよう茫ぼうたる地平へ二人で逃避行をしろというのか。カザクラはそちらの方を是としている節すらあったが。

「そうなる前に、マスターは私と縁を切っていただいても大丈夫です。私に慈愛を捧ささげて下さった恩に報い切れたとはいえませんが」

　カザクラの戦闘力は金になった。フウの財力はカザクラと会う以前の数倍に膨れ上がっている。損得勘定で言えば、今の所かなり得をしていた。ここでカザクラと別れれば、犯罪者になるという汚点も無かったことにできる。いわばフウは丸まる儲もうけだ。

「うん分かった。切る。ばいばーい」

　とフウは手を振った。カザクラは目を潤ませ、顔を伏せる。

「……ほら、本当は別れたくないでしょ？」

　フウはニッと悪ガキっぽく笑った。

「ここでアンタを切り捨てるほど常識人じゃないわよ。馬鹿な事言ってないで最善の方法を探しましょう」

　カザクラはむすっとして首を縦に振った。

　とはいえ妙案は浮かばない。何から手をつけていいか分からないのは、典型的な手詰まりの症状だ。二人はまた、長い沈黙を作る。

　ラジオの〈社会代謝機構〉からはマユミ女史と進行役のアナウンサーが軽妙な語り口調で講義を続けていた。

『さて、リカードの比較優位ですが、以前も何回か解説してらっしゃいますよね？』

『ん、ああ。そうね。まあ貿易の大原則だし』

『この番組では貿易の話はよく出てきます』

『貿易無しじゃ国際社会は語れないからねー。精密な工業製品が低価格で手に入るのは貿易のたまものだし』

『マユミさんは貿易実務に携われていた経験があるとか』

『あるわよー。この国のインボイスの様式のややこしさと言ったら』

　とまたマユミ女史は愚痴をこぼし始めた。

「比較優位？」

　カザクラが興味の触手を伸ばした。

「あんた比較優位の話、知らなかったっけ？」

「人工知能の補助は言語能力と論理的思考の強化のみで、一部の例外を除いてデータベース自体は以前の状態と同じですから」

「そうなんだ。比較優位ってのは簡単に言うと、その国が得意な商品を作った方が全体的に効率が良いいって話よ」

「国が得意な商品？」

「うーん、例えばカザクラが玩具作りが得意で、私が料理が得意だとするじゃない？　そうなれば、二人が玩具と料理を頑張るより、カザクラは玩具屋さんになって私が料理人になった方がより稼げるでしょ？」

「家事分担の規模をより大きくしたようなもの、と考えてよろしいですか？」

「そういう事ね」

『近代型の国家は貿易無しには成り立たないと』

『成り立たないわねー。中世の交易とはちょっとレベルが違うわよ。原材料も部品も外国で作って組み立てだけ自分の国でやる、なんてのはザラだし』

「今マユミさんが言ったように、多くの資源や商品を輸入することで国というものは成り立っているらしいわ。きっとチオウも……」

　そこまで言って、二人は目を見合わせた。

「そう言えば。この国、どうやって成り立ってるんだろう」

　地上に存在する国はたった一つ。ならば輸入など当然できないはずだ。チオウは神と同一人格である王がその神秘的な力で人々に恩恵をもたらしている、とされている。フウはそれを信じてはいなかったが、チオウの産業構造自体に強い疑問を抱いたことはない。ラジオを手に入れてからも日々を生きるのに精いっぱいで、そんなことを考える余裕なんてなかった、というのもある。よくよく考えれば、サバイバルや金かね儲もうけ以外に知識を使うこと自体、フウにとっては新鮮な事だった。

「そういえば……ちょっと待ってて」

　フウは部屋の奥の本棚から一冊の本を出してきた。それはチオウで多くの税金を納めている上等階級の教科書である。上等階級は一五年で十科目の教科を学ぶ。フウはその全ての科目の教科書を所持していて、熟読している。

「臣民生活の教科書についてなんだけど」

「臣民生活、とは」

「いわゆる社会科よ。政治、経済、の知識。それが神話と絡からめて綴つづられている」

「神話と絡からめてとは、また奇怪な」

「例えば需要と供給による価格の変動は、神の意思が働いているとこの国で言われるわ」

「広義的な意味での科学に神様の威光を働かせたということですか」

　カザクラの言う科学、とは特定の分野に対する研究活動。即すなわち、あらゆる学問を指している。『科学という言葉は物理や化学などの自然科学を指して使われる事が多いわ。けど、政治、経済、社会も本来は科学なのよ』とはマユミの弁だ。

　そして、チオウでは理科も社会も数学も国語も神が作ったモノとされていた。

　例えばこの国では闇が神聖とされている。それは、「光が電磁波の一種であり」……という理解があり、「そうした電磁波を生み出すのは神であり、光を生み出す神は当然光の無い闇と同じ色をしている」とされるからだ。光をはじめとする自然現象が得体の知れない神聖なものだった古代の神話と違い、チオウの神話は科学的常識を一旦認めてそれを全て神の仕業にする。

「この国では粒子だろうが波動だろうが全て神の化身たる王さまの偉業よ」

「それについてはよく分かりました。何な故ぜマスターは社会科の教科書を出したのですか？」

「これを見て」

　フウが指差した文字をカザクラは目で追った。

「供く物もつ？」

「そう。臣民教育には供く物もつっていう単元があるんだけど、これについて思う所があるの」

　供く物もつ──それは神に捧ささげられる、品物の総称だ。

「この国では、神に物を捧ささげてそれと引き換えに金銭を受領するシステムがある」

　これは国から「これが欲しい」と要求されることもあるが、企業自らが供く物もつを捧ささげることも認められている。

「逆に神から品物を与えられそれを金銭で買う方法もある」

　人や企業は神に供く物もつを貢みつぎ、その対価として金銭や物品を得る。

「まるで神様相手に商売をしているかのようですね」

　フウはじっとカザクラの目を覗のぞき込こんだ。

「この供く物もつの話から神様の存在を消すとどうなると思う？」

　カザクラは腕組みをする。一つ、ラジオによると国家は国同士の取引をしていた。二つ、この国は供く物もつと称して様々な物品を集めている。カザクラはしばらく考えた後顔を上げる。

「貿易をしている？」

「確証はないけど。でも、その可能性はあるんじゃないかしら」

「他の国がもしあるなら、」

　フウは頷うなずいた。

「逃げる場所がある」

　このチオウに逃げ場などどこにもない。かといって砂漠に逃げるわけにもいかない。だが、もし他の国が存在するのであれば、亡命という選択肢が生まれる。

「もし、チオウ以外に残っている国があるなら、希望があります」

「ドテンの王立図書館に行こう」

「王立図書館？」

「上等階級しかアクセスできない図書館よ。そこにヒントがあるかもしれない。他の国があるという確かな証拠を摑つかむんだ」

「そうですね。それがいいと、思います」

　そう言うとカザクラはうとうととした表情になる。

「そろそろ眠ります」

　フウはそこに違和感を抱いた。

「もう？　前までこの時間は起きてたよね」

「ええ、少し疲れているのかもしれません」

「疲れてるって、ここずっとじゃん」

　出会った頃のカザクラは、それこそ深夜まで遊ぶこともあった。それが数日前から急激に活動時間が短くなり、眠る時間も増えた。それが疲労から来るものではない事は明らかだ。

「もしかして今の生活が身体からだにあってないとか？」

「そんなことはありません。次なる戦いに備えて、今は少し早く眠るだけです」

　そう言いながらカザクラは自分のベッドに横になる。フウはこの時間が嫌いだった。カザクラは目をつむり、身体からだを硬直させ極めて浅い呼吸を繰り返す。そんなカザクラが眠る姿は死んでいるようにしか見えない。

　人造人間の身体からだはまだ謎が多い。

　本当は、カザクラを研究機関に戻した方が本人のためなのではないだろうか。そう思わないでもないフウだった。




　チオウの中央都市ドテン。そこには王立図書館が存在する。王立図書館は高い税金を納めている上等階級の人間しか立ち入ることを許されていない。ここであれば、チオウの秘密について有力な手がかりがあるのではないか、とフウは考えていた。

　もっとも、王立図書館の書籍も検閲はされているだろうが。

「けんえつってなに？」

　と狭い路地を歩くカザクラにフウが小声で話しかける。

「ここじゃそういう話は駄目よ」

「とうちょうきはないよー」

　フウは念のため辺りを見渡し、

「この国に都合の悪いことが書いていないか国が本をチェックするシステムよ」

「都合の悪い事かいたら？」

「花びらを捥もがれるんじゃない」

　花びらを捥もぐとは、チオウの間で用いられる「逮捕、粛清」の隠語だ。語源はハッキリしていない。カザクラはまあまあ深刻そうな表情で、

「怖いね」

「怖いわよ」

〈今の履歴書〉曰いわく、「独裁政権」下では焚ふん書しよが行われると聞く。そして、それを良しとしない館長がその副本を作ったり、どこかに隠したりと知識を守る過酷な戦いが始まるらしい。

　チオウの図書館は王政府に都合のいいことしか書かれていないだろう。

　が、フウにはちょっとした確信がある。国とは複雑極まる強大な生物のようなものだ。人間が血管の一つ一つを思い通りに動かせないように、どんな権力者でも目の行き届かない部分は必ず出てくる。

「もし、他国との交易で国家が成り立っているのなら、必ず私わたし達たちにもそれを知りうる方法があるはず」

「でもなんで大きな図書館なの？」

「その辺の図書館はそもそもの蔵書が少ないからね。王立図書館は経済活動に関する膨ぼう大だいな資料が保管されている。貿易をしている証拠を摑つかむなら、そういった産業の書籍を当たるのがいいと思ったの。ただ、館内じゃ上等階級らしく振舞わないといけないけど」

「そのための変装だね」

　フウはくるりと振り返った。紺色のプリーツスカートが水平に近い角度でひらりと回る。フウはセーラー服の裾を摑つかみ、不安そうな表情になる。

「……変、かな？」

「んーん。似合ってるよー」

　フウは顔を赤くした。カザクラに王立図書館に入っても大丈夫な服装を発注したら、このセーラー服を納品してきた。カザクラの趣味が入っている気がしないでもない。

「と、とにかく私わたし達たちは今からドテンの上級学校の学生よ」

「ごうにいりては静かなることにゃんぱられ！」

　全く意味は分からないが決意は伝わった。ドテンの学生が王立図書館に出入りしていることは調査済みだ。

　ドテンのビル群、教育省庁舎ビルの一階から二階が図書館となっている。床はタイルカーペット、その上に本棚がゆったりとした間隔で並んでいる。薄暗い照明は落ち着いた雰囲気を醸かもし出だし、中は静かだった。図書館を訪れているのは上級学校の青年やスーツ姿の労働者達たちだ。

「すんなり入れたねー」

「経費削減のためにセキュリティをケチったってことかしら。学生証偽造して損したわ」

　フウがまず足を運んだのは産業省が発行している〈産業統計書〉が収納されている本棚である。この本棚には産業活動で使用された環境資源の統計が掲載されている。

「どう？」

「……矛盾はないわね。当たり前だけど」

　国の発行しているものだ。自国に都合の悪い情報は隠ぺいされているかもしれない。その後も二時間かけて国の資料を漁あさったが、それらしい記述は見られなかった。

「生産月報と流通月報持ってきて」
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「わかったー」

　と言ってカザクラは席を立つ。その間退屈なので、フウはその辺の適当な本を読んでいた。王立図書館は殆ほとんどが王族史の資料や地図ばかりで臣民が楽しめるものは殆ほとんど無い。そもそも、専門書の分野に偏りがあって科学史や地学、天文学の類の書籍は少ない。

　いま読んでいるのは「経験洗浄と方人論」と言う名の論文で、著者は黒塗りされている。人工知能と人間の認知機能について、現象学的な見地から用語を整理した書籍……らしい。

　前書きを見るに、人工知能にホウホウテキカイギに基づく自己演算を行わせた結果「人工知能に人権は無い」という結論を出した論文が方人論、だとかなんとか。

　専門的な表意文字かんじが多く使われていて流石さすがにフウの頭でも理解できない代物だった。一〇ページほど読み進めた所で集中力の限界を感じ、紙面から目を逸そらす。無理だこれ。貸し出しカードの履歴にはカガノ・サミヤなる人物の名前しか書かれていない。

「ねえ、ねえ」

　本を取りに行っていたカザクラが本棚の陰から手招きした。

「どうしたの？」

「今、お兄ちゃんの隣で本読んでた人ね」

　それは小奇麗なシャツを身に着けている青年だ。紙面を突き刺す様な鋭い視線で何かしらの本を読んでいる。

「機械のひとだよ」

　えっ、とフウは大きな声を出して慌ててその口を両手で押さえた。

「しかもテロテロしい人ひと達たち」

「過激派？」

「たぶん。懐ふところにばくだんもってる」

「まじすか」

「ここでどかーんすると思う」

　爆弾テロか。フウは青年の方を振り返った。その傍かたわらをフウよりも若い少女が何も知らずに歩いている。

「どする？」

　フウは眉間にしわを寄せた。というか、何な故ぜチオウから追われてる自じ分ぶん達たちがテロの対処法に頭を悩ませる必要があるのか。お前らがもっとセキュリティに投資してれば、テロリストも入れなかったんじゃないのかと。その場合、フウとカザクラも図書館に入れていないが。

「よし、予定変更。監視カメラの記憶装置を先に破壊して、その後凶行を止めよう」

　防犯カメラの映像は一定期間ハードディスクに保存される。王立図書館でも例外ではなく、ネットワークに繫つながっていないことは事前に調査済み。後にカザクラが潜入してそれを壊す手て筈はずだったが、テロリストが潜んでいたとなればすぐに映像は調べられるだろう。だから、記憶装置は早々に破壊する必要がある。

「ドンパチが始まったら私は辺りの人が逃げる手助けをするわ」

「よし、じゃあ先にハードディスクをおじゃんにしてくるね」

　そう言うとカザクラは上階の中央警備室に向かった。

「全員そこを動くな！」

　男の怒号に肩を竦すくめた。声のしたほうに視線を向けると、入口の方からわらわらと制服を着た兵士達たちがなだれ込んでくる。フウは息を吞のんだ。

　デンキモグラだ。

　チオウの治安維持組織、第二行動神隊のデンキモグラ。臣民の治安を守る色が強いクロミカズチと違ってこいつ等は王政府の権力を支える筋金入りの秘密警察だ。捕まったら無実でも帰れないかもしれない。

　全ての構成員が入室した後、黒いフード付きのジャケットを着た男が入って来る。頭を覆うフードの下には赤い光が死にかけの蛍光灯のように明滅している。

「……オボ・ヨミ」

　第二行動神隊隊長とデンキモグラ行動課長を兼任する高官。権力だけでなくその戦闘力も凄すさまじく、立ち向かった全ての犯罪者は息の根を止められ、いつしか「拍動の終止符」という二つ名が生まれたという。そして、フウがこの国を逃げ出す上で最も警戒している人物である。

「この中に武装組織が紛れ込んでいるとの情報が入った！　これより一人ずつ所持品を検査していく。なお、逃走を試みた場合は例外なく射殺する」

　副長と思おぼしき男が声高々に叫ぶ。

　兵士達たちは短機関銃を構え、図書館にいた人の身分証を確認していく。

「貴様、これは他者の身分証か」

　眼鏡をかけた身体からだの細い男だった。男は顔を青くして汗をかいていた。

「身分証を忘れてきたから、友達に借りた、んです」

「言い訳は尋問室で聞く。連行しろ」

　偉丈夫が男の小枝のような手に手錠をはめ、嫌がる犬を引っ張るように外へつれて行く。

「嫌だ！　僕は反政府思想なんて持ってない！　尋問なんて受けたくない！」

「図書館ではお静かに」

　屈強な男はそう言うと鉄拳を顔面にねじ込み強制的に黙らせた。学生は折れた歯の間から血を流して気絶し、そのまま死体のように外まで引きずられていった。

「口答えには鉄拳！　抵抗には銃弾で応える！」

　フウの額に汗が浮いた。自分とカザクラの存在を嗅ぎつけてきた可能性とテロリストを探しに来た可能性は半々だ。どのみち偽造した学生証を持っている以上、「調査」を受ければ尋問は免まぬがれない。デンキモグラの尋問は過酷と聞く。記録上冤えん罪ざいゼロ。自白率１００パーセントという狂った数字がその過酷さを物語っている。

　セキュリティの甘さが逆に利用者を地獄に陥おとしいれた。他人の学生証や身分証を使っていた学生たちが次から次へと外に連行される。

「おい、そこのお前、来い」

　ついに副長の視線がフウの方に向いた。フウと、その隣にいた青年が同時に固まった。フウは青年の方を見た。汗一つかいていない。だが、表情でフウは彼が動揺していると分かった。

「どうした早く来い！」

　副長が怒鳴ると兵士達たちが引き金に手をかけた。だが、コイツが犯人だと言った所で、信じてもらえる可能性は低く、信じてもらえても管轄区民がこんな所にいれば何らかの疑いをかけられるのは必然だろう。

　いままでの人生で培つちかってきた頭脳をフル回転させ、フウは博打ばくちの焦点を定めた。

「分かりました」

　フウは両手を上げ、自ら近づいていく。兵士達たちに学生証を提示し、兵士達たちは学生証をカードリーダーに翳かざす。その顔が露骨に厳しいものに変わった。

「貴様、学生証を偽造するとはいい度胸じゃないか」

「私はサイレッカの諜ちよう報ほう員です」

　フウは努めて冷静に答えた。兵士の顔に嘲笑が浮かぶ。

「馬鹿にしているのか？」

「そのまま聞いて下さい。別件で反政府の人造人間を追っています」

「何だと」

「私の隣にいた青年。彼は懐ふところにプラスチック爆弾を所持」

　副長は訝いぶかし気に青年の方を見やった。

「間違っていた場合、責任を取る覚悟はあるのだろうな」

「話は終わってません」

「なんだと」

「恐らく彼は人造人間です」

「貴様らが追っていた？」

「はい」

　副長はヨミの方を見た。ヨミは腰からゆっくりと拳銃を抜く。そのフードの暗がりに見える仮面。そこに一対の赤い光が灯ともる。フウの洞察をもってしても全く読めないその心。フウの胸に湧いたものは、恐怖というよりは自然現象に抱くような畏怖に近いものだ。

「隊長」

　ヨミは青年に顔を向ける。その赤い目に妖しい光が灯ともり、二度三度点滅する。

『避難の指揮を執とれ。奴やつから人工臓器の異音、及び膨大な熱量を感知した』

　構成員達たちが臣民をやや乱暴に避難させる。副長は通信機で指示を出しながら自分も本棚の陰に隠れた。フウも副長の近くに隠れる。青年も察したらしく、ヨミの動向を確かめるように歩き出す。

「あー、やっぱバレてる？」

　青年はまじまじとヨミを眺め、

「仮にも高官という立場の人物が、こうやって鉄火場にのこのこ出てくるとはねぇ。現場派ってのはどうやらガチみたいだな」

　青年の顔に浮かんだのは餌を前にした狼おおかみのような好戦的な笑顔だ。ヨミは応じない。

「しかもそんな奇怪な拳も銃んを携えて」

　青年は落ち着いていた。

「なあ、俺に少し時間をくれないか？　あんたらだって周りのカスを逃がす時間を作れる」

　ヨミは両手をだらりと降ろした。その時分かったのだが、ヨミは左手の方が若干長く、そして関節が一つ多い。

「へへっ、恩に着るぜ。墓くらいは作ってやるよ」

　青年は机の上に麻のマスクを置くと、そこに白い粉を盛った。青年はその白い粉をこぼさぬようマスクを装着する。

「偽りの血を崇あがめる国家のドブネズミ。それが貴様の墓標に刻む名前だ」

　青年が深呼吸をするとマスクの間から白い煙が漏れ、その双そう眸ぼうは白く剝むかれた。

「我等は偽りの神から純血を取り戻すべく戦う真の神の子。ラクイチ」

　聖血カルトか。とフウは心中で独語する。チオウの反政府組織の中には、王ではなく自分の血統や民族性を極端に神聖視する者がいると聞く。神聖なのは王おまえではない。俺の血だ、と。フウも実際に見るのは初めてだ。

『機械の身体からだを持ち乍ながら純血とは、面妖な』

「俺は死んでいった同胞たちの血を浴びるほど飲んだ。故、身体からだには聖なる血が流れている」

　ラクイチは虚うつろな視線でヨミを睨にらみつける。

「どっちが狩人かりゆうどか教えてやる」

『自己紹介は一人分か』

　ヨミがそう言うとラクイチは目を丸くした。

「いい観察力をしてるじゃないか。兄弟、挨拶してやれ」

　離れた所に座っていた眼鏡をかけた青年がえっちらおっちら歩いてくる。青年は眼鏡をクイと上げ、「キュウソ」と呟つぶやいた。名を名乗ったのだろうか。

「これで駒は配置についた。後は硬貨を投げればゲームの始まりってわけだ」

　ヨミは肯定とばかりに拳銃を指で回転させた。

「意外に酔狂なんだな、あんた」

　キーン。と人造人間の動力機関が高く鳴いた。ラクイチが攻撃を仕掛けると同時に足元のタイルカーペットが爆はぜ飛んだ。

　──攻撃をした──フウが知覚した時、ラクイチは拳を空ぶっていた。低く伏せたヨミめがけ、天井に張り付いたキュウソが鋭い蹴りを放つ。その右足はタイルカーペットを貫き微そよ風かぜ纏まとった衝撃音を室内に生じさせる。

「ぼさっとすんじゃねえ！」

　ヨミの回避動作が完了する前にラクイチの追撃がヨミを襲う。二人の連携は完璧だった。一人が大技を放てばもう一人がその隙を埋める。砂嵐のような攻撃密度がヨミに反撃の機を与えない。

「あんたら助太刀しなくていいの？」

　フウが聞くと、副長は小ばかにしたように笑う。

「あの次元の戦いになれば助太刀など無意味だ。それに隊長はあの程度の攻撃で斃たおれんよ」

「反撃するようには見えないけど」

　ヨミはのけ反って拳を回避したかと思うと、そのまま床に背中を預け、側そく臥が位いに転じたかと思うと床を蹴って相手の攻撃を躱かわしながら直立して体勢を整える。曲芸のような立ち回りだ。

「臣民の避難が完了していないからな。迂う闊かつに銃を撃てないんだろう」

「いや、あんたらさんざん民間人しょっぴいて拷問してるじゃん。今更人道主義も糞くそもないでしょ」

「我々は然しかるべき手続きにのっとっている。略式処刑をする相手も択えらぶ。無実の人間は保護の対象だ」

　略式処刑という物騒な法律用語はともかく、それなりに神勅法を尊重してはいるようだ。

　つまり嫌疑のない臣民を突然処刑するようなことはしないのだろう。

「で、あんたんとこの大将のスペックでアイツらに勝てるの？」

「回竜。我が国が特注で作り上げた最新鋭の機体だ。旧式の民間量産機に劣るはずがない」

　そこまで言って副長はハッとしてフウを睨にらんだ。

「一度諜ちよう報ほう課に秘密厳守の教えを乞うべきだね。行動課さん」

「ふん。諜ちよう報ほう課には諜ちよう報ほう課の、行動課には行動課の得意分野がある」

　と副長はヨミのほうに視線を移す。ヨミは相変わらず二人の攻撃を一撃すら貰もらわず紙一重で躱かわし続けている。二人の攻撃はなおも速度を増し、最も早はやフウの目には残像の束にすら見えた。

「いい感じで加ラ速リってきたぜ」

　ラクイチは低く腰を落とすと怪鳥のように両手を広げ、マスクの間から白い粉を吹かせた。

　関節部の排気口から蒸気が噴出する。

「秩序を守る片手間では、我らの血風凌しのげぬ木で偶くと知れ！」

　烈風が如ごとき速さで接近すると目にも止まらぬ神速の打撃がヨミを襲う。その隙にキュウソが深呼吸をし、噴気口から熱風を排出してギアを一つ上げた。キュウソは銃弾さながらの勢いで天井まで飛び上がると、そこからヨミの死角目がけて槍やりのような蹴りを放つ。二人の速さも手数も先ほどとは段違いだ。だが──

「当たらない」

　クリーンヒットが全くない。ヨミの回避動作に規則性は絶無。まるで水の中を漂う屑くずのように二人の攻撃を一髪で躱かわしていく。

「隊長、臣民の避難が完了しました」

　ウン──とフードの中に赤い光が灯ともった。

　ドシュ。それは発砲音と空気の収縮が同時に発生したような独特の銃声だった。

　ヨミに飛び掛かったラクイチは胸を撃ち抜かれ慣性そのままヨミの傍かたわらに倒れ込む。キュウソは膝しつ関かん節せつを撃ち抜かれ空中でバランスを崩して少し離れたところに墜落した。それは羽虫が潰れる様なあっさりとした幕引きだった。

『これより尋問を始める』

　まるで何事も起きなかったかのような淡々とした口調だ。這はいつくばったラクイチのマスクは人工血液に黒く濡ぬれ、その右手は無念からかカーペットを握りしめている。

「おのれ」

　ラクイチは左手でマスクを取っ払った。

「同胞の流した血は偽りの王から出いでしものでは断じてない！　天に昇る紅あかい風よ、束縛されし精神と血をこの身より解き放て！　我が聖血も同胞の赤柱と一体となろう！」

　ラクイチは懐ふところからチョコレートの菓子箱を取り出し、その上部を嚙かみ砕くだく。危険を察知したフウと副長は咄とつ嗟さに本棚の陰に隠れた。

「聖血、覚醒！」

　偽装された菓子箱が爆発した。衝撃波は一帯の物体を微み塵じんに砕き、粉々になった本が無数の紙吹雪となって宙を舞う。フウは本棚の陰から顔を出し、土煙のような粉ふん塵じんに目を凝らす。

　七つの赤い光が灯ともったかと思うと、漆黒の輪郭が浮かび、やがて黒い人造人間となる。衣服は千切れ飛び、仮面は砕かれ、その機体と素顔が剝むき出しになっていた。

　頭部には不規則にばら撒まかれた七つの視覚センサー。左頰を斜めに横切る獰どう猛もうな口。背中からは複数のアームが右に伸び、戦闘で溜ためた熱を水蒸気と共に放出する。その姿はまるで鷲わしの骸むくろが羽ばたいたかのようだった。

　禍まが々まがしい異形はその右手で負傷したキュウソを引きずっている。

『尋問を再開する』

　キュウソをぞんざいに投げ捨て、銃口をその下肢に向けた。

『塒ねぐらの場所を吐け』

　ドシュ、という独特の銃声が連なった。無数の弾痕がキュウソの右足に開いたかと思うとヨミはそれを踏みつけ右足を切断した。キュウソは絶叫する。人造人間であっても痛覚は存在する。フウはそれを知っていた。

『次は右腕だ』

　ヨミは同じ方法で右腕を捥もぎ取った。人工血液と砕かれた部品が周囲に散乱する。それは工業製品の破壊とは全く別次元の、生命への侵犯行為だ。キュウソは気丈にヨミを睨にらみ返す。

「俺も、爆弾、持ってくるべきだったな」

　キュウソに幼い子どものような笑顔が浮かんだ。キュウソの体内から、何かの装置が作動する音が聞こえた気がした。その後、ヨミは拳銃をホルスターにしまってキュウソから離れる。

「もうよろしいのですか？」

『死んだ者に尋問は出来ない』

　副長はキュウソの側に屈かがみ込んだ。

「たしかに死んでる。自分で動力装置を破壊したのか」

　副長の合図で構成員達たちがキュウソの死体を回収する。その死体があった場所には、どこかで見たような小さな花が置かれている。花はな弁びらはキュウソが失った部位と同じ場所が欠けている。

「花びらを捥もぐ」この言葉の本当の意味を理解し、フウは重い唾を飲のみ込こんだ。一番上の花はな弁びらが欠けたジャンク屋に置かれていた花、下二つが欠けた王を批判した男のところに落ちていた花。

　……今まで見てきた花を思い出して胃いの腑ふから酸が逆流する。

　二人の人造人間を始末し、ヨミが向かった先はフウの眼前だった。ヨミは七つの複眼でフウを見下ろしている。

「で、この女はどうしますか」

　ヨミは沈黙を返す。ただ、黙って、動くことも無く、その七つの目でフウを見ている。フウは肩から力を抜き、身体からだから緊張を遠ざける。何度も人の死に出くわし、人造人間と接しているからこそ、フウはこの状況下でも平静を保つ事ができた。

『解放してやれ』

「よろしいのですか？」

『この期に及んでも殆ほとんど心拍数に変化はない』

　本当は人が死ぬのも人造人間が戦うのも見慣れているからなのだが。

『サイレッカと事を構えると動きづらい』

　副長を始め、デンキモグラの構成員は暫しばらく沈黙を挟んだ。

　嫌な沈黙だった。

　しばらくして、副長が口を開く。

「そういうことだ。行っていいぞ」

　フウは落ち着いた態度を装よそおって王立図書館を後にした。フウは路地裏に入っても暫しばらくその態度を崩さなかった。しばらくして、

「やっほー」

　カザクラがどこからともなく降ってきた。

「追っ手はいないみたいだよ」

　カザクラのその言葉をきっかけにフウはへなへなと尻もちをついた。

「大丈夫？」

「こ、怖かったぁ」

　フウの目から僅かに涙がこぼれた。そのまま思わずカザクラに抱き付く。

「おーよしよし」

　カザクラはぽんぽんとフウの頭を撫なでた。

「あんたこそ無事だったの？」

「排煙口から逃げれば、ほれこのとーり」

　カザクラがセーラー服の裾を引っ張ってばたばたすると、中から本が床に落ちた。

「それも持ってきてくれたんだ」

「しごとですので」

　これは便利屋稼か業ぎようをしている時のフウの口癖だ。

「監視カメラの保存ききも、しっかりぶちこわしときました」

「よくやった」

　えへへ、とカザクラははにかんだ。

「取りあえずここじゃ作戦会議もままならないから、移動しよう」




　第五管轄区は今日も静かだった。何か考え事をしたり、ぼうっと星を見るには丁度いい。政府の建物以外に電力が供給されていない第五管轄区の夜は、数え切れないほどの星に包まれる。その夜、フウは自宅に永続的に借りた本を山積みにして作戦会議を行った。

「どこからどこまで見てた？」

「どんぱちが始まって、お兄ちゃんが図書館をでるまでは」

「てことはアイツが戦うの見てたんだ」

「見てたよー。めっちゃ強い」

「やっぱりそうなんだ」

　カザクラは鷹おう揚ように首肯する。

　言語に翼を。思考を空へ──カザクラは補助人工知能を起動した。

「ヨミの機体は機動性と感覚綜そう合ごう器官を強化した単独戦闘用と思われます」

「アイツらはチオウの研究機関で作られたって言ってた」

「あの外見から推測するに私生活よりも戦闘でのパフォーマンスが優先されています。また蓄積された戦闘データもかなりのものでしょう。反政府主義者の攻撃は初めから見きっていたように思われました」

「あんたなら勝てる？」

「可能性はある、とだけ申し上げておきます」

「要は厳しいってことね」

「あの二人よりは遥はるかに戦えるでしょう。ですが、蓄積された経験に差があり過ぎます。闘うとなればそれ相応の対策が必要になってきます」

「分かったわ。最悪を想定して対策は立てておこう。そして今は、本これをどうにかして片付けないと」

「賛成です」

　だが、流通量、生産量、販売量をどれだけ精査しても矛盾は出てこなかった。

「矛盾はないけど」

　机の上で山積みにされた本を見た。

「なーんか、引っかかるのよね」

「どーいう意味？」

　スウェットの部屋着に着替えたカザクラがベッドの上に転がりながら聞いてきた。

「生産量の合計と流通量の合計と販売量の合計がぴったり一致してるの。五年前まで」

「五年前？」

「そう。でも五年を境に、まるで誤差があることを思い出したかのように、微妙に統計がズレ始めた」

「どっちが正しいの？」

「そりゃ、ズレてるほうが正しいでしょ。ズレがないってことは生産されたものが在庫もなく全て売れてるってことなんだから」

「そーいうもんなの？」

「例えば、三〇〇個のお菓子を作ったとするでしょ？　でも、お客さんは気まぐれだから、お菓子を買わない日がある。三〇〇個の在庫が毎度思惑通り売れる事なんてまずないわ」

「未来が見えないとむりだねー」

「そう。生産、流通、販売、この三つの統計が完全に符合するってのはそれだけおかしいことなの。だから、結論からすれば、王政府は統計を偽っている」

「でも、どーして、五年前を境に情報が書き替えられたんだろ」

　フウの目には壁にかかった四代目王の生誕祭のレリーフがあった。

「そうだ、三代目王の肉体が滅んで四代目に移魂が行われた時だ」

　要は政権が親から子へ移り変わっただけなのだが、王の霊魂は肉体を移し替えているだけということになっているので、こう言わないとひどい目に遭う。特に信仰心が厚い中流層は言葉一つで「これだから管轄区民のガキはどうのこうの」と文句をつけてくる。だから、言葉使いは普段から気を付けておく必要があった。

「政権の交代を機に統計がもっともらしく書き替えられたんだよ」

「四代目はあたまがよかったんだねー」

「もう一つ手がかりがあるわ」

「何？」

「ハマキシマ工業地帯よ。チオウの西部にある工業地帯。チオウ百景って写真集を見つけたの。その写真のコピーを取って来たわ」

　それはドテンの高層ビルから夜のハマキシマ工業地帯を俯ふ瞰かんした写真である。

「これが何か意味あるの？」

「工場の数、少なくない？」

「そうかな？」

「気になって社会代謝機構のノートを一から見ていたんだけどね」

　フウはノートをめくりながら、

「工場の数が微増して二十万になったってマユミさんが言ってた。初めは昔の国はそういう規模だったんだと思っていた。でも今は違う。私わたし達たちの身の回りのモノは誰かが作っているの。車の小さな部品や、机のキャップに至るまで」

　フウはカザクラが着ていた制服を指差した。

「その制服だってボタンやリボンなどの付属品を作る、生地を裁断する、それを縫ほう製せいする、それぞれの過程に工場がいる。これだけ多くのモノに溢あふれているチオウなら、ウン万の工場が必要なはずよ」

　言語に翼を。思考を空へ。

「この画像とハマキシマの面積から推測するに、工場の数はどう多く見積もっても二千未満。木材、鉄、プラスチック、化学繊維、食肉、電子機器、その他もろもろの生活必需品や製品を加工する工業地帯としてはあまりに小さい」

　フウは頷うなずいた。

「供く物もつと称してこの国が貿易をしているのはほぼ確実だと思う」

　フウは本の隣にあった、安肉の空き箱に目を落とす。

「この肉だって他の国で加工されたものかもしれない」

「この生臭さは昆虫には出せないと思います」

　安肉の生臭さを思い出したのか、カザクラはむっと顔をしかめる。

「この得体の知れない肉が東の山の向こうで生産された。そう考えるのは、不自然じゃないと思う」

「考えれば考えるほど、他の国がある方が自然、って結論に近づいていきますね」

「うん。他の国がある可能性はかなり高い」

　チオウ以外の国があるのはほぼ確定。となれば、

「次は何ど処こに行けばこのチオウから出れるのか」

「ラジオのあった世界では、物資はどのように輸入されていたのですか？」

「なんか水に浮かんで進む何かや、空飛ぶでっかい乗り物で」

　前者はフネといって、恐らく神話に出て来る船と同じものだろう。後者はヒコーキといって、軍がたまに飛ばしているマルチコプターのようなものとフウは想像していた。

「船やヒコーキが集まる場所が流通の要衝になる」

「そういった流通の要衝には何か具体的な特徴はないのでしょうか」

　フウは黙って考え込んだ。ラジオを見つめながら、もういない先生たちの言葉を思い出す。

「……材料の調達先とそれを加工する工場は、近ければ近いほどいい」

　何な故ぜなら輸送するのにお金がかからないから。

「だから、流通拠点の近くには工場が集まってくる」

　チオウで最も工場が密集している地域──フウとカザクラが目を見合わせた。

「「ハマキシマ」」

　二人の言葉が重なった。

「でもどうやって輸入しているのでしょう。たしか、前に〈今の履歴書〉の講義で、流通には道路を高度に整備する必要がある、って言ってましたよね。でも、この国にはそんな大規模な道路は見当たりません」

　チオウに船を浮かべる河川はないし、ヒコーキなるものが空を飛んでもいない。

「普段見えない場所を行きかう流通網……。空と陸が駄目なら」

　ハッとカザクラが目を開いた。

「地下」

「そうだ、地下だ。たしか、鉄道には地下を通れる物があったはず」

　地下鉄、と先生達たちは言っていた。

「状況証拠だけですが、筋は通ります」

「うん。だいぶ頭がこんがらがってきたからちょっと整理しよう」

　フウは一度深呼吸をする。カザクラもその真ま似ねをして息を大きく吐いた。

「チオウという近代国家。これを支えるには大量の物資が必要。だけど、その物資を生産する場所がチオウには少なすぎる……だから、他の国からいろんな物を地下鉄道で輸入している」

「でも、それがバレるとこの世に国が一つしかないという神話が崩れてしまいます」

「そうだね。臣民は王と国家への信仰で一体感を持っている。だからこそ、王は噓うそをつき続ける必要があった」

「私わたし達たちのすべきことが見えてきました」

「目標は二つ。

　一つはハマキシマの調査。

　もう一つは逃走資金の調達」

　カザクラは頷うなずいた。いつもよりも重い決意を感じさせる仕草だった。

『やろう！』

　代わりに答えたのはつけっぱなしにしていたラジオだ。今放送されているのは歴史ドラマのワンシーンだ。

『あの独裁者を止めるのは今しかない。大丈夫、私には大統領の後ろ盾がある』

『こうして彼とその仲間は立ち上がった！　帝政復活の野望が暁の空に燃える！』

　次回、決死の演説。と、次回予告がドラマのラストを勇ましく飾った。

　ナレーター役のアナウンサーがスタッフの名前を読み上げる。

　カザクラは拳を差し出した。フウはそこに握りしめた拳をこつんと合わせる。二人は言葉ではなく、力強い視線を交わして微笑する。二人は決して孤独ではない。心を許し、背中を預ける事のできる相手が一人もいるから。

　歴史ドラマのバックグラウンドで流れた勇壮なメロディが、深い夜の帳とばりに溶けていった。










[image: 五章　死にゆく身体]




　補助人工知能「叡えい智ち」がカザクラの中枢神経に囁ささやく。

『警告。代謝システムに危険度五の異常を検知。直ちにアップデートを行い、代謝システムを最適化する必要があります』

　じわ、じわと、カザクラの身体からだに無が広がっていく。無音無光の虚こ空くう。どこまでも深くて底のない穴をカザクラの心が滑り落ちていく。僅かな記憶と、新たなる兄の温かさを抱きしめながら。




「お兄ちゃん！」

　その声がフウを瞬時に覚醒させた。フウはベッドから跳ね起き、母親のベッドにかけよった。カザクラは涙をこぼしながら手を差し伸べている。

　悪夢にうなされたのだろうか。フウは母親がかつてそうしてくれたように、ベッドに座り、カザクラの手を握りしめる。

「大丈夫？」

　カザクラはフウの腰に抱きついてくる。

「暗かった」

「え？」

「一人で昏くらい穴に落ちていくの」

　よほど怖い夢を見たのだろうか。フウはカザクラの背中をさすりながら、

「私もそういう夢を見たことがあるよ」

「ほんと？」

「でも、生きてる。だから、大丈夫だよ」

　次にフウはカザクラの頭を撫なでた。

　カザクラは明らかにおかしい。それも恐らく、命に関わる部分で。でも、それを受け入れることができず、フウはいつものように思考を停止する。




　情報を収集しつつ、資金を集めて国外脱出を目指す。

　二人はこれを目標に動き出した。脱出するにはチオウ国の西側、〈ハマキシマ〉にあると思われる地下鉄道から脱出することになる。

　実行するには入念な調査と下準備が必要で、それには金がいる。フウとカザクラは日曜の夜、コンテナで会議を行った。

「カザクラは潜入とかできるの？」

「専用の機能はありませんが、ハマキシマの警備網を抜けるくらいは可能と思われます」

「地図はかける？」

「映像の収録は可能です」

「オッケー。アンタの為ためにやるんだから、無茶したら承知しないわよ」

「心得てます。そちらは？」

「知り合いの企業に商談を持ち込むわ。この前の規制緩和で大金をつかめる目め途どがたった」

「知り合いの企業？」

「ロッポウ電子よ」

「あの家電や電子製品を売っている？」

「ま、管轄区の家には電気通ってないから馴な染じみのない企業だけどね。でもアテがあるの」

「分かりました。そちらも無理はしないでください」

「分かってるわよ。じゃあいつ決行する？」

「私は今夜、潜入します」

「こ、今夜!?」

「私が逃走してからもう一ヵ月以上過ぎています。これだけ見つからないとなれば、捜索態勢も強化されるでしょう」

　カザクラの優れた感覚器官は捜査網を搔かい潜くぐる。だが、捜査態勢が強化されてデンキモグラやクロミカズチが出てくればそれも難しくなる。クロミカズチは聞き込みやタレコミで、デンキモグラは尋問や盗聴等でアタリをつけていくからだ。その場合、カザクラよりもむしろフウの方が先に足が付く可能性もある。

「であれば、動くのは早ければ早いほどいいはずです」

「たしかに。あんたの言う通りだわ」

「では、早速調査に向かいます」

「睡眠は、取らなくても大丈夫なの？」

「問題ありません。休息時間の融通を図ることは可能です」

　夜の七時。丁度チオウが闇に包まれた頃を見計らってカザクラはハマキシマの調査へ向かった。それを見送り、フウもコンテナを出た。夜空に聳そびえる漆黒の摩天楼──ドテンのビル群を見上げる。フウもまたやるべきことがある。

　資金の調達。逃走するための大金を得るため、乾いた夜風の中をフウは歩き出した。

　バスに乗車して中央都市ドテンを目指す。バス停で降り、一人摩天楼の渓たに間まを歩いていく。この時間、ドテンを歩く人は少なく、とても静かだった。街灯で白くなった街路樹の下を歩いていると、心が落ち着いていく。

「失礼」

　その凜りんとした声にフウは振り向いた。

　黒いシャツを着た背の高い女性で、髪は「雪」のように白い。シャツとジーンズは身体からだに沿って女性としての理想的なラインを描いている。特に胸のソレはフウとカザクラが束になっても敵かなわない。

「私に何か用？」

「ホウコウビル、探している」

　女性の目はまるで氷の様に冷たい。

「ホウコウビルなら、今私が向かう所だけど」

「ついていく。いい？」

「いいよ」

　この不必要に喋しやべらない感じ、まるでどこかの誰かのようだ。案の定フウが何も言わないと何も話そうとしない。フウも人と話すのはあまり好きでないので、二人は沈黙を守り続けた。

　ホウコウビルの一階の自動ドアの前で二人は立ち止まる。

「何階？」

「五階。手芸哲学社」

　手芸哲学。たしか人工知能を開発している会社だったか。てことはその道のエンジニアなのだろうか。

　二人はエレベーターに乗り込み、ドアがゆっくりと閉った。女性はボタンを押さずに立っている。

「あなた、管轄区民？」

「そうだけど」

　フウはなんとなく女性の横顔を見た。その冷たい瞳は、どちらかというと本心を隠すベールのようなものにも感じられる。

「あんたは？」

「機械兵士のエンジニア」

　女性がボタンを押すと、エレベーターはゆっくりと上へと向かった。

「だから人工知能の会社に用があるんだ」

「そう。もっと従順な兵士が欲しい」

「従順って……」

「今の人造人間は情緒が豊か過ぎる。機械は奴隷だから、感情なんていらないのに」

　その言いぐさにフウは少しムッとする。だが、感情に任せて不用意な発言はしない。フウは女性の様子を窺うかがうが、その端整な横顔は発言の真意を微み塵じんもフウに悟らせない。

「あなたは、部下の人造人間に歯向かわれたらどうする？」

　半ば困惑しているフウに女性は突然質問を投げかけた。ドアが開き、女性はフウの返答を待たずに降りようとした。それが急だったので、フウは少し慌てて答えを出す。

「人間が勝てる相手じゃないんだから、説得するわよ。どんな思想持ってるかも分かんないし」

　そこで女性の足が止まる。女性は静々と、それでいてどこか品のある動作でフウに振り向いた。

「貴方あなたとは、また会えそうな気がする」

「そう？」

「根拠はない。勘」

「あんた、名前は」

「……サミヤ」

　女性はフウの名前も聞かず、前を向いて歩き出す。その後ろ姿をエレベーターのドアが遮った。

　そういえば、人造人間って一般市民の間でどれだけ認知されてたっけ。

　と一人エレベーターの中でフウは思った。




　ドテンの西、ハマキシマの夜は明るい。工場やプラントのランプが至る所で煌こう々こうと輝き、人工的な天の川を作り出す。カザクラはドテン西側の中央幹線の歩道橋で物資運搬用のトラックが来るのを待ち伏せた。通りかかったトラックの積つみ荷にに飛び乗りハマキシマを目指す。ハマキシマは周囲を三重の壁に囲まれ、その上には対物センサーと鉄条網があった。ハマキシマとドテンを繫つなぐのは一本の中央幹線のみで、他にキンベイとも一本の道路で繫つながっている。こちらもセキュリティは非常に厳しい。

　中央幹線は複数の幹線を吸収しながらハマキシマに至るため、夜中であっても大渋滞が起きていた。ハマキシマの入口には検問所があり、通過する全ての車両がそこで積み荷の検査をうける。数車線に跨またがる検問所、そこに大型の輸送トラックが整列する様はなかなか圧巻だった。カザクラの乗車するトラックも検問所で停車、常駐する兵士が歩み寄る。

「それでは積つみ荷にを確認する」

　兵士の厳しい口調にトラックの運転手が「はいよ」と応対した。

「おたくも毎日律りち儀ぎだねぇ」

「無駄口を叩たたくな！」

「へいへい。好きに見てくれ」

　トラックのすぐ傍そばに二人の兵士が駆け寄り、積つみ荷にの中を確認し始めた。一つ、一つ、また一つと検数表と実際の荷の数を確かめ、別の兵士が申告された書類と積つみ荷にの中が一致するかを確認した。カザクラはじっと目を閉じ、無事に検査が終わることを祈った。

「もういいだろ？」

「いや、まだだ」

　などとやり取りを交わしながら検査は進んでいった。

「……よし、通行を許可する」

「あいよ。ご苦労さん」

　トラックはエンジンを鳴らし、ハマキシマの奥地に入っていった。幹線道路は大きな立方体の建物の中に繫つながっている。脇道は存在しない。建物の前にはトラックの渋滞ができており、その列に加わる形で車は止まった。

「隠れる場所、変えてて正解だった」

　カザクラは車底部からぬるりと這はい出だし、夜の闇に消えた。

　どうやら運送関係の労働者は四角い建物──「お兄ちゃん」曰いわくブツリュウセンターという名前らしい──で物資の積み降ろしを行うことしか許されていないらしい。

　ブツリュウセンターの中に入ったトラックは積つみ荷にを受け取るか、積つみ荷にを降ろすか、どちらか一つの仕事を終えると反対車線からドテンへと出ていく。

　センターからは四つの道路が東西南北に延び、南北の道路は枝分かれして工場へ、西側の道路は似たような立方体の建物と繫つながっていた。道路では竜が横を向くチオウの国章をつけた大型車両がコンテナをけん引して移動している。センターに運ばれた物資を、政府の車が別の建物に運搬しているのだ。

「どうもあれが怪しいねぇ」

　カザクラは対物センサーを潜くぐり抜ぬけ、鉄条網を飛び越え、コンテナや室外機の陰を利用して監視カメラを搔かい潜くぐり、大型車両のコンテナに飛び乗り、最後はヤモリの様に底にへばりつく。大型車両は大きなゲートを通過し、それに伴い赤いランプが点滅する。

『供く物もつ車両、一三号車を確認。これより昇降機を作動させる。運転手は許可があるまで待機』

　ここでは積つみ荷にの検査は行わないらしい。大型車両を載せた床は重厚な音を響かせながらゆっくりと振動する。

「これ、もしかして地下に降りて行ってるのかな」

　如何いかんせんトラックの底にへばりついているから分からない。二分ほど経たったところで、昇降機が止まる気配があった。大型車両前方の壁が上下に割れ、車両はゆっくりと発進する。そして広場と思おぼしき場所で停車した。カザクラは隙を見てトラックから降り、山積みにされていた木箱の陰に隠れた。そこは管轄区一つがすっぽりと収まるくらいの巨大な空間で、天井には白い照明が太陽のように明るい光を放っている。

『盟友より第八便到着。担当の運通班は直ちに第二ターミナルに参集せよ』

　大きな物体が動く音と、高圧の空気が放たれる音が聞こえカザクラはそこを目指した。警備は思っていたよりも緩く、カザクラの身体能力と感覚センサーをもってすれば苦もなく移動できた。地下空間の東側にそれはあった。見上げるほどに大きく、佇たたずむ黒い威容。先端は先細り、胴体は蛇のように長い大型の「車」。

「うわぁ」

　それが広場に停車し、巨大なガントリークレーンが車両からコンテナを降ろしている。

　長く連なる巨大な貨物列車。それはコンテナが三列並ぶほどの車幅を誇る。

　地下の空間はバリケードでエリアが区切られている。政府車両が積つみ荷にをためておく倉庫。そこで様々な物資はコンテナにバンニングされ、列車のあるエリアに運ばれてクレーンによって荷積みされている。他にもこの空間には小さなビルが幾つも建っていたり、コンテナを積載したままトラックを検査するＸ線装置などが設置されていた。政府の紋章を着けた人間が数人、資料を持ちながら列車から降ろされたばかりの貨物をチェックする姿もある。

　その規模といい、検査の厳重さといい、どう見ても国内向けの輸送ではない。

　仕入書インボイスなどの物的証拠があれば、と考えていたカザクラだったが、最も早はやこの空間そのものが巨大な物的証拠に他ならなかった。

　間違いなくチオウ以外の国は存在する。




　ロッポウ電子という会社がある。チオウの電気製品を開発、販売する会社でお得意先はドテンの上等階級だ。いわゆる大手企業である。管轄区庁舎へロッポウ電子の製品を搬入する際、社員の一人がフウに現地ガイドの仕事を依頼してきたのが馴なれ初そめである。

　そのロッポウ電子の会議室にフウはいた。

「しかし、失敗すると俺の首だけじゃ済まんぞ」

　スーツを着た中年の男だった。ロッポウ電子の外回り担当の男で、管轄区やサイレッカの都外駐屯基地などで働く苦労人である。もっとも、そんな役回りをし続けた甲か斐いあって出世は順調らしく今は役員に近い位置にいる。

「いや、何度もガイドを頼んだ身だ。君が信用に足る人間であることは承知している」

　この男がフウを信頼しているのは事実だろう。何な故ぜならフウと一緒にいれば、野盗が来ても生き延びられるからだ。もっとも、カザクラが野盗をこっそり倒していることは知らないけれど。

「たしかに、君の言う通り、管轄区においても土地の売買や商取引が自由にできるようになる。だからといってあそこに工場を建てるなんて大それたこと」

　男が戸惑うのも無理はない。管轄区出身の賞金稼ぎ崩れが突然ビジネスのアイディアを売りに来たら普通は相手にすらしてもらえないだろう。管轄区民が大企業相手にコンサルティングをするなど前ぜん代だい未み聞もんだ。だけどフウには勝算がないわけではない。

「だからやる価値があるんです。貴社は新たに投資をして顧客層を開拓しようとしているのでしょう？　であれば中流層向けの商品を作る工場が必要なはずです」

「理屈は分かる。もう工場を建てる土地も限られているし、都市の外に建てるとなれば輸送のコストがかかる。だから、賃金の安い管轄区民を労働者にして利益を出そうというのだろう？」

「そうです」

　先生曰いわく国際経済の土俵では発展途上の国に工場を置いて、賃金の安い労働者を雇うということはよくあるのだそうだ。

「だが、輸送ルートや労働者の性質、さらに地形も情報がない。そんな不確かな状況じゃ上は動かんぞ」

　と、男はさっきよりもごくわずかに態度を軟化させた。フウはそれに感づいていた。

「つまり確かな情報が揃そろえば上も動くんですね？」

「恐らくはな。重役会議でも工場の建設先は常に議題に上る。それほど切実な問題なんだ」

「分かりました。必要な分だけ調べておきましょう」

「それを私が買う、ということか？」

「半分は無料でお渡しします。もう半分は任意で購入していただくということで」

「それで手を打とう」

　こうしてフウはホウコウビルを後にする。この無謀とも思える挑戦に、勝算を見み出いだしていた。フウはロッポウ電子の欲しいものを理解していたから。




　フウがバス停に向かう途中、ふと、後ろを振り返る。誰もいない大通りに、街灯と街路樹が奥まで並んでいる。

　今、視線を感じたのは気のせいだろうか。

　自分が神経質になっているだけ。そう自分に言い聞かせ、フウは自分のコンテナへ急いだ。

　その日は〈無む明みようの告白〉という儀式が行われていた。臣民は税を納めたり、王への感謝の気持ちを述べて徳を積むと死後輪りん廻ね転てん生しようの理ことわりから解き放たれ、大いなる絶対者と一体となれる。その徳ポイントを手っ取り早く貯ためるのが無む明みようの告白で、公園や運動場に集まった老ろう若にやく男なん女によが黒いローブを纏まとい、一人ずつ王の肖像画に向かって言葉を発さず祈りを捧ささげるのだ。

　フウのコンテナからほどなく近い公園でもその儀式が行われていた。老ろう若にやく男なん女によは穏やかな表情で目を瞑つぶって闇に祈りを捧ささげている。彼かれ等らを取り囲むのは無数の蠟ろう燭そくで、宗教施設の管理人が一分に一つずつ火を消していく。

　蠟ろう燭そくの火が消え、無む明みようと無心が一体になると神に近づくことができるらしいが、フウのような無信心から見ればただの不気味な集団だった。

　チオウが他の国と接触している一方で、この人々は王の作った「真実」を信じ続けている。

　ただ、一方で死も生も善も悪も、人生のあまねく疑問に神が価値こたえを与えてくれる。そんな生き方を羨ましく思う時もある。神を殺せば、人は生死善悪の絶対的な答えを失い苦しみ続けることになる。神のいない世界の辛つらさをフウはよく知っていた。

　公園のフェンスに手をかけ、金網越しに一つ一つ消える蠟ろう燭そくを眺めていた。フウはフェンスを見上げる。それはボールが道路に飛び出るのを防止するためのもので、よじ登って越えられないほどの高さではない。フウの背後には、「神は死んだ」世界が続いている。

　無風に揺れる灯ひが一つ、また一つと消え、公園の広場には闇が広がっていく。

　蠟ろう燭そくの火が全て消える頃、そこにもうフウの姿は無かった。




　コンテナに戻るとその上に乗っていたオオブンチョウのアサが飛びついてきた。扉を開け、中に入る。すると見計らったかのように、アサが頰に寄り添ってきた。

「ピピッ」

　アサは嘴くちばしでつんつんとフウの頰をつつく。その後、やや強くほっぺたを摘まむ。ぞわ、と肩に悪お寒かんが走った。

　通常ブンチョウが軽く頰を突いてくるのは愛情表現。摘まんでくるのは嫌っているか、野性味が抜けてないかのどちらか。だが、知能の高いオオブンチョウのアサは違う。アサがフウの頰を摘まむのは……

　近くに敵がいる。だが、治安の悪い北部ゲンブならいざ知らずここはキンベイだ。押し入り強盗とは考えにくい。

「敵？」

「ピピッ」

　とアサから肯定を意味する鳴き声が返ってくる。

「分かった。アサ、懐ふところに」

「ピピピッ」

　どこの組織だろう。秘密警察のデンキモグラか、普通警察のクロミカズチか、軍事組織のサイレッカか。直接接触してこない、ということはまだフウがクロだという確証はないと思われる。つまり、まだ捜査線上に上った一人の容疑者に過ぎない。今ここでカザクラと会うのはリスクが高い。フウはコンテナを出て夜のキンベイを歩いた。小さな路地裏に差し掛かった所で、懐ふところのアサに声をかける。

「よし、アサ、カザクラの所に行って」

「ピピィ」

「大丈夫、また会えるから」

　アサの右の足には手紙が結んである。

　今、コンテナは見張られてるから監視の目が外れるまでは接触してくるな。と手紙には書いてある。

　アサは目立たないよう、フウの懐ふところから地面に飛び降りると、ちょこちょこと飛び跳ね乍ながら草むらに身を隠した。

「頼んだよ」

　そして、フウは何食わぬ顔で銭湯へと向かった。




　翌日フウは一人目を覚ました。いつもよりも一時間早い起床だ。眠りは浅く、目の下にはクマがある。外に出てそれとなく散歩してもカザクラが接触してくる気配はない。警戒の目があるから近づいてこないのか、まだハマキシマで調査をしている最中なのか、それとも……

　フウは自分の朝食のパン切れをその辺の鳥にやってからチオウを出た。

　チオウに最も近い第二管轄区へと足を運んだ。第二管轄区は風食地帯から見て北、チオウからは東の平地にある。チオウまでは一五キロほどの道のりになるが、道は比較的平へい坦たんで、その気になれば車でも行ける。

　管轄区、とはもともと砂漠の基盤岩石の平地や山岳に住む少数民族の村だ。チオウの経済圏に取り込まれたせいで逆に自給自足が不可能になってチオウの庇ひ護ごを受けている。教義上、チオウの都市は神のもう一つの身体からだとされており、そこから離れた集落は神の身体からだではない。二代目王の時代に本格的に支配下に収められたが、希少資源が産出する一部の地域以外は長らく積極的な移住や開発は行われてこなかった。だから彼かれ等らはそれまでの生活を捨てさせられ、補助金で無理やり命を繫つなぎ止とめる日々を送っている。管轄区民とはただチオウの領土を維持するための存在でしかないのだとフウが気付いたのはつい最近のことだ。

　それが四代目王ハロウレンの代で変わったのだ。法律の改正で、近々管轄区でも自由な商売が可能となる。管轄区も王かみの身体からだの一部であり、その恒久的な発展が約束される。これはフウにとってチャンスだ。

『さて前回のおさらいをしましょう』

〈社会代謝機構〉のアナウンサーが語り始めた。

『国際的な企業、というのは常に他の国の政治に気を配ります。例えば政権が変わって法律が変わればそれを新たに稼ぐチャンスととらえるのですね』

『逆に撤退するパターンもあるわね。まあ、今までより自由に商売していいですよ、ってなれば企業は動くことが多いわね』

　この話は去年もしていた。王の代替わりに伴いチオウの法律が変わるという噂うわさは管轄区民の間でもかなり広がっていて、ようやく実現の目め途どが立ったというところだ。

　フウはこれに先駆けて入念な準備を進めてきた。第二管轄区は石塀に囲まれていて、中に三角の民家が点在し中央に地方官僚の庁舎がある。柵の種類以外はフウの住む第五管轄区とそう変わらない。

　フウが中に入ると、遊んでいた少年たちが顔を明るくして駆け寄ってきた。

「あ、フウの姉御！」「あねごー」「姉貴！」

　フウも笑顔で手を振った。この少年たちはちゃんとフウを「お姉ちゃん」として慕ってくれている。

「久し振り。あんたら何してたの？」

「クロミカズチごっこ」

「元気だね」

「もう一人のお姉ちゃんは？」

　フウの顔が一瞬曇る。だけどそれを悟られる前にフウは笑顔を作った。

「今日はお休みだよー」

「そっかー」

　と少年たちは残念そう。

「でさ。例の仕事ちゃんとしてくれた？」

　七人の少年たちは顔を見合わせ、同時に首を縦に振った。

「おれたちとおなじこどもが一四〇にん。おとなはおじいちゃんおばあちゃんが三九」

「で、はたらいてるおとなは」

「ちょっと待って。一人一人聞くから」

　フウはメモとペンを取り出し、近場の少年の家にお邪魔して全員分の情報を書き留めていく。

「失業者が六〇〇人もいるのね。それで出稼ぎ労働者が四〇〇、あと数年で働ける未成年者が四〇〇、そして働ける女性も二〇〇、よしよし」

　この小さな下請け達たちは普段暇なので本当によく働いてくれる。

「皆、算数はできるのね？」

「できる人とできない人がいる」

「でも、ぶんすうは皆分かんない。お父さんもいっしょー」

「うんうん。皆は勉強したい？」

「したい！」

　と各おの々おのが手を上げた。

「もっとみんなの事について教えてくれたら、分数の解き方も教えるよ」

　フウは管轄区民出身ということもあり、彼らの気持ちを摑つかむのが上う手まかった。少年たちへのリサーチは二時間近く続く。管轄区には必ずリーダー格の人がいて、それが誰なのか、普段どれくらいの暇があるのか、地域に残る伝統や風習、大人たちの学力などを文字に起こしていく。

　ロッポウ電子の役員達たちが「この管轄区にはお金をかける価値がある」と決断するには、管轄区の詳細な情報が不可欠だ。フウは子ども達アルバイトを使って、ロッポウ電子に売るための情報を得ているのだ。

「よぉし、皆ありがとう！　これはお礼」

　フウは二〇〇〇オウチを少年たちに手渡した。

「うおすっげ」「これ水買いまくれるじゃん」「いいの？」

「うん。皆頑張ったからね。これでも安いくらい」

　だがあんまり大金を渡してもここではトラブルになりやすい。

「お姉ちゃんまた新しい事教えてねー」

「うん。もちろん！」

　フウは少年たちと別れ、村を出て近くの広場に出かけた。

「〈久く遠おんの大地〉、第六単元。地面を制する者は経済を制す」

　などと独り言をつぶやきつつフウは時に地面に寝そべり、時に石を拾いながら、三時間ほどかけて地面の様子を調べていった。地質を詳細に記せるほどフウは専門的な知識を持ち合わせていない。だが、広さなどは分かる。また、このあたりの地盤が比較的山岳地帯に近い、基盤岩石であることも見抜いていた。これが西に行くにつれて砂さ礫れきが増え、柔らかい土砂の厚さが一定以上になるとチアゲハの脅威が増してくる。

『砂漠というのは雨が降らず、植物の生育が限られる。それは、風化作用をもろに受けるということなのだよ』

　フクモトさんはそう言っていた。

『瘦せた大地は保水能力が殆ほとんど無い。雨が降るとほとんどの水は地面に吸収されることなく、砂漠の中心部へ流れていくのだよ』

　雨季になると砂漠には突如として川が生まれる。川はワジと呼ばれ、危険だから近づくなとほぼ全ての管轄区民は親に叩たたき込こまれる。

「ここに政府が投資するなら、あれがあってもいいはずなんだけど」

　フウは川の跡を上流に向けて歩いていく。すると、

「あった」

　重機が川の近くに大きな窪くぼみを作り、その横には資材が積まれている。貯水池の工事現場だ。こういう貯水池はろ過装置や、乾季の耐風化工事など異様に金がかかる。それをここに建てるということは、チオウは本気で開発するつもりなのだろう。

　フクモトさんはこうも言う。

『知識が深いのはいいことなのだよ。だが、自分の知識で何ができるかを考えることもまた大事なのだよ』

　フウは三本抱えた水筒の水が空になるまで、情報を蓄えていった。

　日が落ち、大地は夜を迎えた。今こ宵よいは新月。されど、新月の闇の中では星が一層激しく踊る。その日の空は星の輝きに満ちていた。

　フウは第二管轄区の塀に腰かけて空を眺めていた。周囲を見渡しても人影はない。恐らく、マークされているのはチオウにいる時だけなのだろう。

「あの子、大丈夫だよね」

　チオウの西に広がる死の砂漠。その上に散らばる無数の輝点をフウは眺めていた。

　ラジオは〈銀色の刹那〉という音楽を流している。恋が始まるその瞬間を切り取った歌詞で、その情景描写が独特で魅力的だった。ポップなリズムに乗って流れる独創的な音色にフウは自分の寂しい心を委ねた。監視の目がないのなら、カザクラがすぐにやって来るはず、なのに。

　星のカーテンを背景に、一羽の鳥が飛んでくる。それはアサだった。アサは、右足に手紙を括くくりつけたまま、フウの前に降りてきた。まさか、カザクラは──

「あの子は？」

　フウは肩を震わせ声を絞り出す。アサは「ピィ」と悲しく鳴いた。フウは瞬またたきを忘れ、呆ぼう然ぜんとアサを見下ろすことしかできない。

「わっ！」

　突如後ろから声をかけられ、「うわっ！」。フウは肩を竦すくませた。素早く振り返ると、そこにはカザクラがニヤニヤ笑いながら立っていた。

「やーい、ひっかかったひっかかった！」

　子どものように笑うカザクラの姿が涙でぼやけた。そんなフウの顔を見ていたカザクラに焦あせりの色が見えた。

「あ、あれ？」

　苦笑いをするカザクラの顔がさらにぼやけて見えなくなる。肩を震わせ、鼻水をすするフウを前に、カザクラは今更になってあわあわし始めた。

「ごごごごごご、ゴメン」

　フウは袖で鼻水を拭い、

「ゆるさん！」

　頰を膨らませ、吐息がかかるほどの位置までカザクラに接近し、項うな垂だれるようにして額をカザクラの胸に当てた。

「まじでゆるさん」

　地平線に浮かんだ星空の中に二人の少女の影がくっきりと浮かぶ。

「……ごめんね」

　霞かすみの中に消えてしまいそうな小さな声で、カザクラは謝罪した。










[image: 六章　砕烈火]




　ホウコウビルの十三階にはビルで働く人が使うラウンジがある。ラウンジはシックな感じに洒しや落れていて、薄暗い照明の中にジャズピアノの心地いい旋律が絶えず流れている。

　フウはここで、自分の得た情報を売りに来ていた。私の言う通りにすれば、あなたは大おお儲もうけできる──即すなわち一種のコンサルティングである。

　ここで商談が失敗したら、これにかけた時間と労力が水の泡だ。だからこそ、フウはリラックスした。

　初老の男はカネヤマと言い、ロッポウ電子の代だい表ひよう取とり締しまり役やく、即すなわち社長である。社長が出て来るということは隣の男がめちゃくちゃ頑張って仲介してくれたのもあるが、ロッポウ電子が経営的に苦しいという事情もあった。

「君は同じ管轄区民を贔ひい屓きしているだけではないのか？」

　カネヤマは落ち着いた表情だった。

「私は第五管轄区の人間なので、第二管轄区にそういったしがらみは無いですね。というより、管轄区の人間は大人になるにつれて、他者との繫つながりが薄くなっていくので第五管轄区の中でも仲間意識はありません」

　補助金で暮らしている管轄区民に他者を助ける余裕はない。フウのように優しさを捨て切れない者も一定数いるのだが、そんなフウでさえ第五管轄区そのものに思い入れはない。第二管轄区であればなおさらだ。

「成程。変な詮索をして済まなかった。では、本題に入るが、君は本当に管轄区に工場を建てろと言いたいのか？」

「そうですね。それがロッポウ電子の利益になります」

　フウは利益になると明言した。

「投資を拡大しようにも、従業員を雇う体力が無い」

　ロッポウ電子は高所得者向けの電気製品を売っている。それを中流層向けにも安い製品を売ろうとしているがカネヤマの言う通り新たな工場を建てる土地もなく、従業員の給料を含めた投資に踏み切れずにいた。

「だから、君は管轄区に工場を建てろと言うのだろ？」

「そうですね。安い労働力を雇う──」

　フウの目つきが鋭くなる。これは命が懸かったやり取りの時にも見せる目だ。

「──それだけではありません。この話には先があります」

「ふむ。先まずは話を聞こう」

「あの場所には新たな都市が生まれます」

　フウは真顔で、そして尚なお且かつ静かな口調で言った。

「その心は」

「まず、チオウはもう限界に来ています。都市は拡大できず、経済は尻すぼみ、貧困が反政府主義者を生む土壌になっている」

「うむ」

　チオウの経済が限界という事実は商売人の間では広く知られていた。かくいうロッポウ電子もここ十数年、業績が下降の一途を辿たどっている。

「法律が改正されたことで、区への積極的な投資が可能になったのはご存じのはずです」

　チオウという国は「王かみの身体からだの一部」である。管轄区は神の身体からだの外にあるが、神に忠誠を誓う良識ある民という解釈だった。今までは。だが、最近になって法律が変わり「管轄区を含めた領域は神の身体からだ」とされた。

　これは遠回しに「都市の外でも自由に商売をしていいですよ」「その発展を国がサポートしていきますよ」と言っているようなものだ。

「チオウが本気で発展に力を入れたのは分かる。が、それが第二管轄区で起きる根拠はなんだ」

　フウは現地で撮影した複数の写真を机に並べた。他にもサイレッカの少数部隊を率いた測量士の写真もある。それを見たカネヤマの顔が真剣味を増した。

「建設省の現地測量が始まっている。ということは、既に都市計画は決定しているのか」

　王の決裁があればすぐに計画は動く。このフットワークは独裁国家の強みかもしれない。

「他にも独自に入手した資材納入の資料などもありますが」

「いや、大丈夫だ。第二管轄区で開発が行われる前提で話を進めよう」

　まずは第一関門クリアだ。

「で、そこに工場を建てたとして、彼らは労働者として役に立つのかね？」

　フウは代書サービスという委託業者に頼んで作ってもらった十数枚の紙の資料を提出する。

「失業者は現在六〇〇、数年後に労働可能になる子どもの数は四〇〇です」

　失業者は投資家にとって「働くことのできる労働力」という意味になる。

「君の資料が信頼に足るものと仮定して、彼らを労働者として教育することは可能なのかね？　単純労働だけやってもらうにしても、流石さすがに誰も業務報告書を読めないようでは困るぞ」

「彼らの多くは、水を買うだけで片道数時間費やします。そうでない人も、出稼ぎで重労働を強いられたり、親が働いていても学校がないために暇を有効活用できなかったりするのが現状です。つまり、彼らの教育水準が低いのは、教育する環境が全く整っていないからなんです」

　フウは数枚のノートを差し出した。

「この短期間で一〇歳前後の、第二管轄区の子供に算術の教育をしてみました。足し算引き算の概念は既に理解し、国語も表ひ音ら文が字なの読み書きが可能です」

　ノートには子ども達たちが歩んできた勉強の軌跡が描かれている。最初のページは汚いへろへろの文字だったのが、だんだんとしっかりした文字になり、最後の方では読み書きや足し引き算までできている。

「ほう」

　とカネヤマ社長が初めて感嘆の声を上げた。

「私も第五管轄区の出身ですが、二年で経済的に自立できるほどまでになりました」

「確かに、教育水準が高くなる余地はあるわけか。少し興味が湧いた」

　そういうとカネヤマ社長は立ち上がる。

「この後、暇か」

「は、はい」

　つられてフウも立ち上がる。

「第二管轄区を直接見たくなった。ガイドを頼めるか」

　フウはしばしキョトンとして、ニッと笑った。

「喜んで」

　第二関門、管轄区民に興味を持ってもらう、クリア。




　管轄区にはチオウから来た役人の他に、区民を代表する区長という人がいる。要はその区のリーダーだ。彼にはフウから話を通してあった。

　フウはカネヤマ社長と区長を引き合わせ、区長が何を望んでいるか、管轄区民に働く意欲があるかどうかを区長自らの口から語ってもらう。他にも管轄区民の子どもの算術を見て貰もらったり、貯水池を見学したり、周辺の地質、地カ下ナ水ー路トについて説明を行った。

　チオウの大地は茜あかね色いろに染まっていた。フウは第二管轄区の門からチオウへ向けて遠ざかる車を見送った。

「終わった？」

　深くなりつつある闇に紛れて、鳥を肩に乗せたカザクラが背後に現れる。

「終わった」

　フウは茜あかね色いろと群ぐん青じようが交わる西の空を見つめていた。表情に変化はなく、努めて無表情である。

「どうだった？」

　カザクラは恐る恐るそう聞いた。フウは無表情でいることに耐え切れなくなって、つい顔をほころばせる。実にだらしのない笑顔で、カザクラの方を振り返った。

「内定ゲット！」

　フウは喜びを抑え切れずカザクラに抱き付いた。

「明日の昼、ロッポウ電子の会議で重役を説得。上う手まく行ったら仲介料を弾むって」

「やった？　やった、やったぁ！」

　と半分良くは分かっていないが、とにかく喜ばしいことが起きたことは理解しているらしい。

　第三関門、社長をその気にさせるクリア。

　そして次は最後の関門だ。

　それは、役員全員を相手取り「このプロジェクトがロッポウ電子の利益になる」と説プレ明ゼンすることだ。これがもし上う手まく行けば、逃走のためのお金が手に入る。




　フウとカザクラは第五管轄区へ向けて帰路につく。道の脇に岩が増え、風食地帯が近くなってくる。空の赤みは消えてなくなり、濃い紫色の空に星明かりがぽつぽつと見え始めていた。

　ふと、カザクラが足を止める。

「ぴ」

　とアサが小さく鳴いた。

「どうしたの？」

「すごい数」

　転がった岩の陰から、黒ずくめの人間が一人、二人、三人と現れる。合計で十の人間が扇状に並んでフウを取り囲む。

「野盗、にしては統率が取れている」

　──言語に翼を。思考を空へ。

「犯罪者捕縛用の機械兵士と推測します」

　カザクラは補助人工知能をオンにしていた。それは今すぐにでも戦闘が始まってもおかしくない、ということを意味している。

「機械兵士？」

　たしかに、暗がりでよくは見えないが、全身は金属的な光沢が走り、頭部も甲虫の背のように丸く艶がある。

「また、会った」

　機械兵の前に、光沢のあるボディスーツを着た女性が一人立っていた。突如、岩の上部で照明が焼かれ、辺りは夕方ほどの明るさにつつまれる。

　死人のように白い肌と雪のような白い髪、そして無機質な冷たい視線を持っている。この女性を、フウは知っている。

「たしか、サミヤ、だっけ」

　サミヤは沈黙と言う形で肯定した。

「私の方は自己紹介の必要がないみたいね」

「……クロミカズチ、自立機甲部隊隊長。カガノ・サミヤ」

　自立機甲部隊。新設の特殊兵装部隊で機械兵士が主力を占める。

「なんで私がホシだって分かったの？」

「人造人間に関する質問への切り返しが自然だったから」

　やはりあの時か。人造人間の存在は一般人には噂うわさされる程度の存在でしかない。殆ほとんど戸惑いを見せず質問に答えたのが失敗だった。

「もう一つは、貴方あなたなら人造人間が頼りそうだったからアタリをつけた」

　意外と情緒的な側面があるのだろうか、とフウは場違いな洞察をした。

「で、どうするの。戦う？」

「抵抗、するなら容赦、しない。そちらの人造人間を渡すなら、貴方あなたには便宜を図る」

　どうする。ここで戦えば事が大きくなる。だからといってカザクラを大人しく引き渡す訳にはいかない。

「マスターがそのつもりなら、徹底的に交戦します」

　とカザクラはそう言った。

「あんたはどうしたいの」

「決意の旨むねはお伝えしたはずです」

「分かった。徹底的にやりなさい」

　カザクラは背中で肯定する。その右手に鹿路首という青い文字が浮き上がった。

「第一武闘解釈、鹿ろく路ろ首くびを起動します」

　横風がカザクラのセーラー服を薙ないだ。

　トン、トンと軽いステップを踏む。それは近接格闘における小回りを重視したステップだ。蜂のように舞い、砲弾のように打つ。鹿ろく路ろ首くびは対戦車ボクシングの一種である。

　カザクラは一歩、また一歩とサミヤ率いる機械兵士の一群に接近する。サミヤは目を閉じ、長い間を挟んで再び目を開く。

「攻撃開始」

　機械兵士の群が統率の取れた動きでカザクラに襲い掛かる。

「速い！」

　機械兵士は筆を払ったような影を闇に描き、カザクラの間合いに一人二人と殺到する。機械兵の鋭い鉄拳がカザクラの間合いを切り裂いた。カザクラは半歩バックステップでいなして強烈なショートフックを四発五発と機械兵に叩たたき込こむ。

　──後退しながらのショートフック──最高難度の打撃技術。

　機械兵の頭部が陥没し、著しい機能障害を起こして行動を停止する。

　その間に右翼から分離した機械兵士の本隊が漆黒の突風と化してフウに急接近。だがフウは既に危険を察知し、距離を取っていた。カザクラはその間に割って入り、機械兵士を捕捉。一秒に十を超える打撃を放ち機械兵士を沈めていく。機械兵士は機能障害を起こしただけで大破はしていない。手加減を施されるほど、カザクラと機械兵の戦闘力には差があった。

　フウは全ての機械兵士を視野に入れ、カザクラを盾にするように移動する。フウが最も警戒していたのはスタングレネードのような非殺傷性の投とう擲てき武器である。それでフウが行動不能になれば戦況は一気に悪化する。サミヤや機械兵士にその素振りが無いか、フウもカザクラも警戒していた。その矢先である。フウの視界が突如暗闇に包まれた。

「照明が切られた!?　くそっ」

　暗闇の中を機械兵士が近づく音が聞こえる。だがそれは鈍い打撃音に止まった。

「私の感覚器官であれば暗闇でも機械兵士を捕捉可能です」

　フウはポーチの中から手持ちの照明を出そうとする。その時、フウの身体からだが後ろから引き倒された。背中の痛みを味わう暇もなくフウの額に冷たい金属が当たる感触があった。

「点灯」

　再び照明が灯ともるとそこには銃口を突きつけたサミヤがいた。

「マスター！」

「少しでも動けば腕を折る」

　カザクラは機械兵士に拘束された。

　あっけない。悔しさや失意よりもその感情が先に立った。暗闇は目くらましではなく、カザクラの注意を機械兵士に集中させるため。その間にサミヤが身動きの取れないフウを拘束するのが作戦だったのだ。

「捕縛強制目標、確保」

　拳を降ろしたカザクラを三体の機械兵が拘束する。

「補助知能の停止を命令します」

　くっ、とカザクラは口くちの端はを嚙かんだ。

「分かりました」

　カザクラの周囲から威圧感のようなものが消えた。凜り々りしい表情は消え去り今にも泣きそうな、失恋した少女のような顔になる。

　見下ろすサミヤと地に伏せるフウ。それは二人の力関係をそのまま象徴している。

「一言でも喋しやべれば腕を折る」

　恐らくカザクラに逃亡を命令するのを警戒しているのだろう。フウは言葉を発することを許されぬまま立たされた。

『隊長、次のご命令を』

　機械兵士がサミヤに話しかける。

「車両に連行する。捕縛推奨目標は助手席」

『了解しました』

　丁度道にオフロード用の護送車両が止めてある。あれに入ればもう逃げることはかなわないだろう。かといって最も早はやどうすることもできない。嫌だ。と泣き顔でフウを見るカザクラの顔が胸に痛い。

　そんなカザクラが急に険しい表情になった。

「砲撃が来る！」

　絶叫に近かった。この時、サミヤがカザクラの意図に気付いていなければ、全員死んでいたかもしれない。サミヤは目を見開いてゼロコンマ数秒の逡しゆん巡じゆんを見せた後、冷静に一言。

「目標、保護」

　機械兵数人がフウとサミヤの身体からだに覆いかぶさった。次の瞬間、護送車が爆発した。頭が割れる様な爆音と爆風が砂の波は濤とうを生み出し、その中心部で膨れ上がった火炎が周辺を昼間のように染めた。砲弾と車両の破片は機械兵達たちの胴体を切り裂き、それと見て分かるような致命的損傷となる。

『隊長、三号機、間もなく機能を永久に停止します』

　そう言うと、フウに覆いかぶさっていた兵士が急に重くなった。

「ちょっと、あんた大丈夫？」

　恐らく動力部が壊れて身体からだを支え切れなくなったのだろう。フウは機械兵の下から這はい出だし、辺りを見回した。フウにおぶさっていた機械兵士の背は破片の直撃で痛々しく損傷していた。カザクラにやられた機械兵士と違い、焼けただれた内部部品を惨むごたらしく露出させている。

　致命傷を免まぬがれたのは機械兵士四体、そしてカザクラ、フウ、サミヤの三人だ。

　カザクラはフウに駆け寄ると、その身体からだを担かつぎ上あげた。

「次が来ます。岩場に逃げましょう」

　サミヤも同じことを考えたようだ。呉ご越えつ同どう舟しゆうと言わんがばかりに一斉に岩場に向かって走り出す。砲弾が風を切る音が遠くから聞こえてくる。カザクラは空を見上げた。

「着弾位置予測、回避動作に移行」

　膝しつ関かん節せつから蒸気を放ち、カザクラは大地を蹴った。砂さ礫れきが舞い上がるほどの勢いで夜空に跳躍する。

「うあああああああああぁ！」

　その浮遊感の直後、目下で砲弾が炸さく裂れつ。その爆風に煽あおられる形で地面に着地するとカザクラは岩場の陰に飛び込んだ。同じく岩場に逃げ込んできたサミヤも無事なようだったが、機械兵は二人に減っていた。

「あ、あれ？」

　あることに気付いたフウが後ろを振り返った。飛んだ時に破片か何か当たったのか、紐ひもの千切れたラジオが少し離れたところに落ちている。それに気付いたカザクラがすぐに引き返してラジオを取って来た。フウはそれを胸に押し当てる。

「落としちゃだめですよ」

「ゴメン。攻撃は？」

「砲撃予測、無し」

「逃げれたってこと？」

「いえ」

　カザクラはフウを担かついで大きな岩に跳躍して登った。暗黒を飛び跳ねる赤い輝点が複数接近してくる。

「なにあれ」

「四脚の自立兵器のようです。形状は野犬に似ています」

　フウは岩の上から身を乗り出しサミヤを見下ろした。

「なんか鉄の犬コロが来てるらしいけど、あれアンタの差し金なの？」

　サミヤはフウを見上げた。相変わらず感情の起伏に乏しい表情だった。

「恐らくサイレッカの自立遊撃兵器だと推測」

「サイレッカ!?」

　サイレッカ。要するに軍じゃないか。

「もうなりふり構わず壊して回収する、みたいな感じ!?」

「いや、私の暗殺が目的」

「なんでサイレッカがクロミカズチのアンタを殺さなくちゃならないの」

「捜査の過程でデンキモグラの怒りに触れた。彼かれ等らはサイレッカを動かしてまで私を消そうとしている」

「それってつまり……」

「粛清の一環」

　成程、

「とばっちり！」

　人一人殺すのになんつー大掛かりなもんを持ってきてるんだ。

　フウとカザクラはサミヤの側に飛び降りる。

「協力する気は？」

　サミヤは何も言わず首を縦に振った。

「とにかくここを離れよう」

「同意」

　一同は岩場を南に走った。その岩場の上を赤いハザードランプのような光が飛び越えて迫る。その一匹が最後尾の機械兵に食らいつく。まさに鉄の狼おおかみだった。足の関節を嚙かみ砕くだくと、もう一匹が首根っこに鋼鉄の牙を突き刺し、パンでも喰くらうかのように頭を引き千切る。

「やばいやばい、ガチで殺すやつじゃん！」

　フウは懐ふところからオオブンチョウのアサを夜空に放った。

「アサ！　敵何体？」

　アサは夜空を旋回しながら五回鳴いた。

「五体だって」

「五体か……」

「弱点とかないの？」

「サイレッカの軍事機密」

「分かんないってことね。とにかく逃げれそうにないから迎え撃つしかないね」

　フウ達たちは侵食で空洞になっている場所を選んで駆け込んだ。

「ここなら死角が少ない」

　サミヤは何も言わず発炎筒に火をつけ、地面に投げた。

　赤い眼めを持った機械犬が一匹、二匹と空洞の入口に集まってくる。

「飛び道具的なのは？」

「火器は装備されていない。隠おん密みつを、優先した、機体」

　軽量化と静音性を重視したため咬こう撃げきによる格闘戦を主体としているのだろう。サミヤは拳銃を抜き、最後に残った機械兵は徒手を構えた。彼かれ等らを一いち瞥べつしたフウが

「カザクラ、アンタが頼みの綱よ。私たちはアンタを支援する」

「頑張ります」

　カザクラはキッとした目つきで片笑んだ。

「よし、いい面つら構がまえだ」

　機械犬は空洞の狭さでも活動しやすいよう群を分け、三つの赤い流星となりカザクラに迫った。カザクラは相手の左翼に回り込んだと思うと機械犬の顎に強烈なショートアッパーをねじ込んだ。続くショートフックの追撃で一体を完全に粉砕する。無数の金属片が爆はぜ、それを搔かい潜くぐるように二匹の機械犬がカザクラに迫った。一匹がカザクラの腕に嚙かみつくと、もう一匹が足に食らいつく。皮膚から人間のような赤い体液が吹いた。

「カザクラ！」

「憂慮に及ばず。損傷軽微、生命活動、問題ありません」

　カザクラは咬かまれた腕を犬ごと全力で振りかぶり、大地を割らんが勢いでもう一匹の機械犬に叩たたき付つける。が、機能停止には至らず、カザクラと交戦を試みた。その背後には倒された機械犬を補充するように二体の機械犬が接近する。

「援護」

　サミヤの掛け声で機械兵を盾にするようにフウとサミヤが射撃で牽けん制せいした。だが拳銃如ごときでは装甲に傷をつけただけだ。二匹の注意はサミヤ達たちに向かった。サミヤの機械兵が拳を上げて迎え撃つ。

『マスター、バックアップメモリーより歴代の私から伝言です』

　サミヤは無言だ。

『私わたし達たちはあなたの下で戦えて光栄でした』

　そう言うと、機械兵は機械犬の口に拳をねじ込み、地面に叩たたき付つける。同時に機械兵の腕が肩からもぎ取られ、もう一体の機械犬が頭部を紙細工のように嚙かみ砕くだき、頭部をなくした機械兵は四股を引きちぎられて地面に散らばった。

「彼女」はたった数秒足止めしたに過ぎない。だが、その数秒が二人の生死を分けた。

　二匹の機械犬の側面に迫りくる黒い影。セーラー服を真横にはためかせ、急接近する鋼鉄の少女。

「一撃、両断」

　大振りのボディアッパーを機械犬に突き刺し胴体を二つに粉砕、左のフックが機械犬の首を千切り飛ばし、鉄てつ屑くずの驟しゆう雨うを降らせた。残りの機械犬が仇かたきを討たんとカザクラの側面に迫った。

「これより威圧放熱を開始。距離を取ってください」

　肘から銃口のようなノズルを伸ばすと、カザクラの身体からだが赤色に発光する。

「排熱」

　というよりそれは火炎の放射だった。銃口から煙が放たれるや否いなやそれは赤い熱を帯び、機械犬の全身を屠ほふる。

「拳けん華か青せい嵐らん」

　熱で怯ひるんだ機械犬に拳の嵐が降った。

　完全粉砕。

「拳けん嵐らんは　晴天を呼び　二度会わず」

　文字通り、鉄てつ屑くずと化した機械犬の遺骸が周辺に散乱する。

「敵交戦戦力の無力化を確認。代謝機能低下。後一〇分で冷温休止状態に移行します。速やかに身の回りの安全を確保してください」

　カザクラは両手をだらりとたらし、途方に暮れたような姿勢で天を見上げた。

「どういうこと？」

「とにかく、移動」

　フウはカザクラの手を引こうとする。

「あっつ！」

　と手を引っ込める。

「身体からだが冷却するまで、自立歩行は可能、です」

「分かった。こっちに来て」




　フウ達たちは東に進み、風食が進んだ穴倉に移動した。中には天井からつるすタイプの簡易照明、衣類や毛布、銃器などが置いてある。カザクラは穴の奥で蹲うずくまり、また死んだように動かなくなった。

「ここは」

　とサミヤの冷たい眼めが簡易照明のオレンジ色の光を反射していた。

「野盗のアジトだよ。持ち主がしょっ引かれて今は私の休憩地点」

「理解」

　とサミヤもそこに腰を下ろした。

「あんたはどうするの？　この期に及んでもまだ私わたし達たちをしょっ引くつもりなの？」

「戻って今回の事を告発しても、無かったことにされる。そしてまた、私は事故にみせかけて殺される」

「さっき、粛清って言ってたけどあんた何したの？」

「ヨミの逆げき鱗りんに触れた。拍動の終止符はどんな手を使っても私を殺そうとするはず。もうあそこには戻れない」

　要するにサミヤも追われる身になったらしい。

「じゃあ、私寝るから見張り頼むわ」

「私が裏切るかも」

「カザクラがこんなんだから、そうなったらもう仕方ない」

　と言ってフウはカザクラの側に寄り添うように寝ころび、そして目を閉じた。よほど疲れていたのか、フウはすぐに眠りに落ちた。




　域外での特別任務を終えたデンキモグラは一旦チオウの本部へと帰還していた。チオウの外での武力行使は都市内での略式処刑とは違う。王の身体からだの外で、神の力を振るうにはヨミのような権力者であっても根回しがいる。

「隊長」

　制服を着た男が歩み寄る。デンキモグラ行動課の副長である。

「機甲追撃部隊が壊滅したとの報告がサイレッカより上がりました」

　ヨミは驚きを表情に出さなかった。

『目標、及び我が隊の損害は』

「はっ、我が隊は自立機甲兵士が殲せん滅めつ。機甲部隊隊長の死体は確認されず行方不明。また目標も死体は無く行方不明とのことです。どうなさいますか」

『どうするとは』

「追撃を差し向けますか」

『それは義に反する。我々はあくまでも人造人間と交戦したサミヤ隊長を支援したに過ぎない。サイレッカの手を借りてな』

　サミヤはあくまでも、まだ同じ隊の人間だ。それを殺すのにはそれ相応の理由がいる。今回のようにサイレッカの手を借りて事故に見せかけて殺すのもそう何度も使える手ではない。

「理由もなく私を殺せない」と言ったサミヤは間違ってはいない。ヨミはその気になれば軍を動かすほどの権力を掌握しているが、全てを意のままに操れるわけではなかった。

『奴やつが外部の情報に接触している決定的な証拠があれば、略式処刑も楽にできようが』

「それに関してですが、サイレッカから寄せられた報告書に気になることが」

　ヨミは無言のまま副長の方を向いた。

「サイレッカの追っている人造人間と同伴している少女ですが、砲撃から逃げる際に娯楽用受信機と思おぼしき物を所持しているのが確認されました」

　娯楽用受信機。俗語ではラジオと呼ばれているものだ。

「二年前、廃品屋に置いてあった違法臣民所有物が娯楽用受信機で、行方不明のままです」

　デンキモグラの処分リストには人だけではなく物も入っている。反政府組織のプロパガンダが収録された記録媒体や検閲されていない書籍、それらは一度確認されれば排除されるまでリストに載り続ける。

『そうか』

　そう言うとヨミは部屋を出ようとした。

「どこへ」

『軍──土に返す肉体が二つ増えた』

「では、こちらで件くだんの少女の身元を洗っておきます」

　肯定の言葉は無かった。沈黙が肯定だった。




「くちゅん」

　フウは自分のくしゃみの音で目が覚めた。背を起こし、自分の隣を見る。よほどエネルギーを消耗したのか、カザクラはまだ死んだように眠っている。今度こそ目覚めることはないのでは、と不安になるフウである。カザクラの死に顔のような寝顔はいつまでも慣れることがない。

　穴倉の入口にサミヤが座っていた。その周辺には、機械犬に砕かれた機械兵の残骸がある。

　フウはその残骸を恐ろし気に見つめた。何かが間違っていれば、カザクラがこうなっていたのかもしれないのだ。

「……それ、集めてきたの？」

　フウは恐る恐る聞いてみた。サミヤは無言で外を見てる。

「人格が存在しないから、危険な任務も遂行できる。それが彼らの存在価値」

　ひんやりと冷え込んだ穴倉は静寂を保っている。サミヤの声は不自然なほどよく通った。

「だけど、私はこの亡なき骸がらをただの物と認識できない。機械に人格が存在しなくても、私の心はそれを受容しない。感情は痛みを生み、理性は人と機械の境界を省察し続ける」

　フウはサミヤの背中を見つめた。彼女にとっての機械兵士は、自分にとってのカザクラのようなものなのかもしれない。

「そういう時は泣けばどうかな」

　朝日が穴倉の中に忍び寄り、サミヤの輪郭を赤く照らす。ゆっくりとフウを振り返る。赤くなった双そう眸ぼうがフウの顔を見ていた。

「もう、必要ない」

　そうか、とフウは誰にも聞こえないような声で呟つぶやいた。

「……カザクラが目覚めたら寝たらいいよ。私はチオウで資金を集める用事があるから」

「危険」

「私の手配書はまだ出回ってないでしょ？　色々と情報を集める必要もあるし、食料だって買いにいかなきゃいけない」

　それに、ロッポウ電子でお偉いさんを説得する大仕事が待っている。

「あんたは敵だけど、その、助けられた恩もあるし、」

　フウはバツが悪そうに頰を搔かいた。

「食べたいものがあるなら買ってきてあげる」

　フウは真っ赤になったサミヤの目を見て言った。サミヤは僅かに首を傾かしがせる。

「ステーキ」

「遠慮しろ」

　まさかお前も、私やカザクラと同じお肉大好き教の信者なのか。

「食べたいものがそれしかない」

「ああいえばこういうな」

　と言葉を交わしていると穴倉の奥でカザクラが背を起こす気配がした。今日も目覚めたか、と安あん堵どしてカザクラを見る。カザクラは虚うつろな視線で壁を見つめていた。

「冷温停止状態はあと十八時間継続します。マスター、移動は必要でしょうか」

「えっと、できるなら二番目のアジトに移動してほしいけど」

「了解です。一時間後に命令を実行します」

　そう言うとカザクラは身体からだを横たえて再び死んだように眠った。

「また、寝るんだ。こんなこと無かったのに」

　肩に寒気のような戦慄を覚える。それは、あの日、薬を買いに行く前に見た、弱り切った母の姿と重なるからに他ならない。

　それを見ていたサミヤは小声で呟つぶやいた。

「どこかに、異常、ある」

　フウはおそるおそるサミヤに振り向いた。

「どういうこと？」

「確証はない。それを調べるには私のラップトップがいる」

「それをアンタの家に行ってとって来ればいいのね？」

「行ったら確実にデンキモグラに殺される」

「じゃあどうすればいいのよ」

　サミヤはボディスーツのポケットからキーを取り出しフウに投げてよこす。

「民間の貸金庫に予備がある」

　キーホルダーのタグには貸金庫の所在地が書いてあった。




　朝七時、フウは周りを最大限警戒しながらチオウに向かった。もっとも、警戒するのは懐ふところにいるアサなのだが。フウはアサの頭を撫なで、アサは「ピッ」と勇ましく鳴いた。

　フウが防壁の検問所に差し掛かった所で、顔なじみの兵士がこちらを手招きする。

「君、ちょっといいかな」

　抵抗すると怪しまれる。フウは兵士の側に駆け寄った。兵士はフウに顔を寄せて声を潜めた。

「昨日上から情報があった。近々逃走中の政治犯の人相書きが配られるから注意してくれって内容だ」

「もしかしてそれって」

「口頭で特徴の説明があった。二人のうち一人は間違いなく君だ」

　フウの表情が強こわ張ばった。サミヤが近づいて来たのもそうだが、いよいよフウ個人が組織にマークされ始めたのだ。

「男か女か分からない貧乳の子ども」

　フウは兵士のどてっぱらにボディブローをぶち込んだ。

「ぬっふ！」

　兵士は腹を押さえて蹲うずくまる。

「ええぇ……めっちゃ軽率に暴力振るってくる」

「あ、ごめん。反射的に」

「み、三日以内に人相書きが下りてくる。それまで顔を隠して通れば、知らなかったで済ませることができる」

「……見逃してくれるの？」

　フルフェイスの向こうで穏やかなため息があった。

「ちんまい女の子がポリタンク背負ってここに来た時の事はよく覚えてる。あのいたいけな少女のことを思えば手助けの一つもしたくなるってもんさ」

　あの時は本当に命懸けだった。商人や労働者の後を付けて嫌がられたり、野犬に殺されかけたり、商人に強ごう姦かんされそうになったり一番大変な時期だったかもしれない。この年まで生きられると正直思っていなかった。思えばこの兵士とはその頃からの知り合いになる。

「ありがとう」

「悪いが三日だけだぞ。俺だって命が惜しいからな。逃げる算段は？」

「ある」

「そうか。頑張れよ」

　そう言うと兵士は背筋を伸ばした。

「よし、行け！」

　と厳しい態度を作って突き放すような声を放った。それに押されるように、フウはチオウの中に入っていった。




　ドテンのロッポウ電子本社。その会議室には重役が集まっていた。長机に腰かけるのは女性が三人、男性が四人、いずれも役員級という顔ぶれで見た所かなりの歳としを重ねている。唯一、フウの隣に立った進行役の社員だけが三〇前後と比較的若そうである。

　正直、商売の知識では全く歯が立たない連中だ。そんな彼らを相手に、フウは自分の持っている情報を売り込まねばならない。

　フウは目を閉じ、深呼吸をした。大丈夫。私には先生がついている。

　目を開く。

「カネヤマ社長の方から聞いていると思いますが、私は管轄区の人間です。母が死んでから今まで一人で生きてきました。今はそれなりに資産を持ち、人一人を養いながら暮らしています」

　役員達たちは皆フウの言葉に耳を傾けている。

　──よしよし。摑つかみの食いつきは悪くない。

「初めに聞いておきたいのですが、管轄区で開発が行われること、管轄区民の教育水準には伸びしろがあることはご理解いただけてますか？」

　役員達たちはまばらに首を縦に振った。中には渋々といった表情の人もいる。

「では、そこに工場を建てることがどう利益になるかをお話ししします」

　フウは単刀直入に言った。

「まず、上等階級という市場はもう限界でしょう。特に家電などは一度購入したら数年は買い替えないですし、これから上等階級が劇的に増えるわけでもありません」

　フウの言葉に遠慮は無い。商売人がそんな細かい気遣いを求めていない事を知っているから。

「では中流層を相手に商売をしていくわけですが、残念ながらこれも今の段階では増える兆きざしがありません」

　フウはここで一拍ほど間を置いた。

「だから、市場を増やす側に回ります」

　役員達たちはなかなかの仏ぶつ頂ちよう面づらでフウを睨にらんでいる。

　──あ、あれ？　結構今のお気に入りの決め台詞ぜりふだったのにな……

「都市計画で新たな都市が生まれれば、新たに市場が広がります」

　そこで役員の一人が手を挙げる。進行の男が話を振った。

「だがその都市が発展する保証はどこにもないのでは」

「今のままでは。ですが、誰かが教育水準を上げ、労働者として賃金を持てば発展する可能性が上がります」

「それを私わたし達たちがやれと」

　──役員ともなれば流石さすがに察しが良いいね……

「そうです。教育して彼らの資産を増やし、人口を増やす。顧客をこちら側で作るんです」

　一瞬、役員達たちの身体からだが強こわ張ばるのをフウは感じ取った。

　──今度は手応えあり。ここで畳みかける。

「そうなれば発展の補助だけでなく、管轄区の人間と深い関係コネクシヨンを築けます。発展して町ができれば、人口が増えて市場拡大に繫つながりますし、関係コネクシヨンを持てば優秀な人材を早めに囲うことができます」

　フウの強みは、知識の幅広さである。持てる知識が限られているチオウという国では、それはアドバンテージになる。

「では、町が生まれなかったら？」

「ロッポウ電子の資金力は存じ上げてませんが、会社の存続に関わる大打撃を被こうむるのは確実です。工場を建てて、そこで従業員も教育するとなれば、莫ばく大だいな投資になるはずですから」

　でも、とフウは声のトーンを下げた。

「どのみち、このままじゃこの会社は遅かれ早かれ滅びますよ。お得意先が商品を買ってくれない。新しい投資もしないのであれば」

　それは嫌味でも何でもなく事実だ。役員達たちもそれを心のどこかで分かっていたから、批判する者はいない。分かっていながらも、自分でそれを認められなかったのだろう。組織の人間が口にしづらい事、は外部の人間が言ってあげる方がいい場合もある。

「私の提案する未来は約束された発展ではなく、成長への可能性です。管轄区への大規模な投資をするチャンスは二度と巡って来ません。そして、それができる企業は限られています。管轄区民を優秀な労働者に育て上げ、経済発展の主導権を握れば政府が区の規則を決める時に口出しすることも可能です」

　企業自らが国と協力してルール作りに参加する。ラジオのあった頃の世界には存在した。

「これから生まれる都市で売られる全ての家電がロッポウ電子の家電製品を基準に作られます。電圧や大きさといった規格をこちらが決める事ができます」

　役員達たちはフウの話を聞き入っていた。限られた都市国家で商売をして来た彼らにとって、他の地域への投資という話は明確なビジョンを持てない。マユミという貿易実務を経験した教師を持つフウの方が、具体的な見通しを持てる。

　──役員達たちの反応は悪くない。だけど、まだ険しい表情の人もいる。

「質問だ。私はやはり管轄区民が労働者として成長するとは思えない。反政府組織に寝返るような犯罪者ばかりだと、思っている」

　男は真まっ直すぐにフウを見つめている。小ばかにするというよりは君の意見が聞きたい、とでも言いたげだ。

「犯罪が起きる確率は生活水準と関係しています。つまり、貧困が緩和されて自立できればリスクを冒して犯罪に走る必要もありません。そもそもこうして大企業相手に話をしている私が管轄区民なのは揺るぎない事実です」

　今更偏見を浴びせられてもフウは動じなかった。その立ち回りを見ていた男が微笑する。

「ちなみに、今あなたがおっしゃったことと同じことを考えている人がいます。管轄区民など取るに足らない、商売には使えない人材だと考えている人が」

「それは誰かね」

　フウはあと一押し、という手ごたえを感じていた。ここで初めてフウは笑った。見ている者が頼りたくなるような、攻撃的で鋭い笑みだ。

　管轄区を取るに足らない存在だと考えている人々。それは──

「御社のライバル企業です」




　フウは代書業者に委託して作らせた資料を彼らに手渡した。第二管轄区の人口、風紀、家族構成、従業員として働く時の注意点や労働意欲、目に見えない不文律などが事細かに記されている。

　その日の午後三時には全ての手続きと計画の引き継ぎをやり終え、ロッポウ電子のビルを出た。

　乾いた風に身を委ね、フウは深呼吸をする。その足で鳳ほう凰おう銀行に向かった。

「すいません、預金の確認をしたいのですが」

「かしこまりました」

　フウの口座を確認していた窓口の男がパソコンを暫しばらく操作したあと目を見開いた。

「何？」

「口座に一億オウチの金が振り込まれています」

「そうなんすよ。何分、デカい商売をやったもんで」

　ん？

「一億オウチ!?」

　フウの声が裏返った。いくら何でも太っ腹すぎる。それだけフウの作ったプロジェクトを気に入ってもらえたということだろうか。

「大企業は羽振りがいいね……」

「そうでもないかもしれません」

「え？」

「一億オウチは上流企業の平均的な役員報酬と同じ額です。社長クラスとなればそれよりも多い報酬をもらっています」

「おーぅ」

　色々な事が頭の中に過よぎってフウは変な声を出した。

「水が高いのは希少性だけじゃなかったのね。そりゃ一部の貧困層が赤い旗振りたくもなるわ」

　下手をすれば中流層が丸ごと王に牙を剝むいてもおかしくない。

「神様って偉大なんだね……」

　とにもかくにも、フウの懐ふところには大企業の役員報酬並みの金が転がり込んだ。

　とうとう行くとこまで行ったかと、現実感のないフウだった。この大金は亡命先での資金源になるのだが、どうやって持ち運べばいいのか。

　フウは一ひと先まず十万オウチほど現金で引き出す。その足でサミヤが極秘裏に民間の高級貸金庫に保管してあった予備のラップトップを手に入れ、高級赤身肉を五万オウチで買い、穴倉に向かった。

　空は夕日が少しずつ夜に溶け始めた。暗がりに身を溶かし、フウは昼間とは別の穴倉へ向かった。穴倉の付近ではサミヤが何食わぬ顔で立っていた。フウが歩み寄ってもサミヤは顔を向けるだけで何も言わない。まるで人を恐れぬ猫のようだ。

「ほいこれ」

　とフウはラップトップを渡す。

「あの子は？」

「ずっと眠ってる」

　その一言だけで一億オウチの喜びが夜露のように溶けていった。

「もう丸一日……」

　サミヤは死体のように横たわるカザクラの傍かたわらに胡坐あぐらをかいた。ラップトップの電源を入れ、カザクラの身体からだをまさぐり始めた。

「調べてくれるの？」

「個人的な興味がある」

　サミヤは首の横の辺りで手を止め、そこに爪をひっかける。するとケーブルを差し込む端子が現れた。その端子を見下ろし、サミヤはうつむき加減で沈黙している。何かを考えているのだろうか。

「どうしたの？」

「いや」

　と言ってサミヤはケースからケーブルを取り出し、その両端をラップトップとカザクラの首筋に差し込んだ。そこから数十分、ラップトップのキーボードを叩たたいていたがある時キーボードを叩たたくのを止めた。

「何か分かった？」

「今、外部閲覧用のユーザーインターフェースにアクセスした」

「で、どうだったの」

「代謝調整システムの人工知能に異常がある」

「何それ」

「人造人間の多くは外部から摂取したエネルギーを活用及び排出している」

「えっと、要するに私わたし達たちがご飯食べてトイレ行くのと同じってことでいいのかな？」

「そう」

　人間の身体からだは呼吸や食事によって必要なエネルギーを摂取し、そして不要な物を身体からだの外に出している。それに代謝という名前が付いていることは「授業」で知っていた。

「人造人間も同じ代謝を行っている。それを調整するプログラムに異常がある」

「どういうこと？」

「人造人間は人間の生理現象を模倣することで生命維持が自己完結している」

「もっと平易な言葉で言ってくれると助かる」

　サミヤは少し眉をひそめた。

「要するに人間と同じライフスタイルで生きていける」

　たしかにカザクラは人間とほぼ変わりのない生活ができている。食べて、寝て、そして活動する。車のように専用の燃料などは必要としない。

「人造人間は代謝、神経、情報伝達、内分泌、といった多様にして複雑な生体管理を行う必要がある。だから、複数の特化型人工知能と単一の汎用型人工知能によって自動的に調整、最適化し環境の変化に対応する」

　フウは頭を捻ひねった。そういえば土曜の八時にやっている〈私の身体からだ〉でホルモンとかいうものが臓器同士を調整しているとか聞いた気がする。

「要するに、臓器をうまく動かしてるのが人工知能」

　めちゃくちゃ嚙かみ砕くだかれて説明された。

「そのうちの代謝機能が既存の人工知能では調整し切れていない」

「でもちゃんと食べて、ちゃんと寝て、動いてる」

「人の目にはそう見えるかもしれない。だけど、彼女はエネルギーの摂取量と消費量のバランスが取れていない」

「えっと、つまり、パン一個でパン二個分のエネルギーを消費しちゃうってこと？」

「内容はもっと複雑だけど、簡単に言えばそれに近い。だから彼女は活動すればするほど活動する時間が少なくなっている。それを防ぐために仮死状態にすることでエネルギー消費を抑えて寿命を延ばしている」

「じゃあ、このままだと」

「どこかの段階で生命活動のパフォーマンスが著しく低下。最後は歩くこともできなくなって生命活動の維持ができなくなる」

「それって」

「死」

　聞かなければ良かった。だが、聞かなくてはならなかった。カザクラがゆっくりと死に向かっている事は気付いていたはずだ。サミヤはそれに根拠を与えたにすぎない。なのに、鼓動は何な故ぜこんなに高鳴る。

「治す方法は？」

「チオウの研究機関に引き渡す」

　その解決策はフウの心臓に突き刺さった。今まで自じ分ぶん達たちが避けてきたものが、唯一の慈悲と知った時の失望感は筆舌に尽くしがたいものがある。

「そこなら、カザクラは助かるの？」

「可能性は、高い」

「貴方あなたの技術力じゃ無理なの？」

「代謝器官の調整には、代謝情報のデータ化とアルゴリズムの修復が必要」

「代謝情報のデータ化って」

「生命活動をコントロールするには膨大な記述量のプログラムが必要。人造人間に搭載された特化型人工知能が、データの収集とプログラムの書き換えを自律的に行っている。そのプロセスに異常がある。それを再修正するにはそれまで蓄積された代謝情報を解析する設備が必要。一個人ではできない」

　全っぜん分からん。フウは頭から煙が出そうだった。

「要するにとてもお金をかけて健康診断をしてそれを元に病気を治す」

「なんとなく分かった」

「それを研究するための設備は何ど処こにあるの？」

「ドテン。サイレッカの研究機関が所持している」

　サミヤは冷たい視線をフウに送る。

「どうする？」

　突然の決断を迫られてフウは動揺した。カザクラは軍に追われ、野垂れ死ぬリスクを冒してまで逃走した。でも、このままだとカザクラは死ぬ。だけど、塩と水で死んだ母親の時と違って、今はカザクラが生存できる選択肢がある。それはもうカザクラとは一緒にいられないということでもある。フウは下唇を嚙かみ、拳を握りしめた。

「それでも、カザクラを死なせたくはない。私はカザクラを──」




「私はフウと一緒にいたい」




　悲痛な声が、洞窟内に木こ霊だまする。ゆっくりとカザクラが身体からだを起こし、親の死に目に会ったような悲壮な表情を浮かべている。

「辛つらいのは分かる。でもこのままだと、死んじゃうんだよ」

「フウが、死んじゃうのは嫌だ」

　カザクラは錯乱しているのだろうか。何な故ぜ私が死ぬ必要があるのか。

「どうして私が死ぬのよ」

「いなくなっちゃうの！　私が治ると、フウがいなくなっちゃうの！」

「意味分かんないこと言わないでよ！」

「私は絶対に嫌だ！」

　癇かん癪しやくを起こしたようにカザクラは叫んだ。そんなカザクラの背中をさすったのはサミヤだった。

「私が、説明する」

　カザクラは顔を伏せて泣き始めた。サミヤはひんやりとした視線をフウに向ける。

「チオウでは機械兵士の反乱を防ぐために、ある処置が施される。それが経験洗浄」

　なんともきな臭い名前だ。

「定期的に記憶を大脳皮質モジュールから消去し、一部の戦闘データのみを残す」

「それが、カザクラにも施される、ってこと？」

「そう。彼女の命は助かる。だけど、人格は破壊される」

　人格の破壊。フウは思わずその言葉を反復した。

「もともと人造人間はその人間的な人格そのものが最大の短所だと言われている。多くの人造人間が研究所からの脱走を目もく論ろみ、後に反旗を翻ひるがえす。政府はその始末に追われている」

　だからこそ、危険因子たる人格の破壊は優先される。

　フウがすぐに言葉を発する事はなかった。カザクラの命が助かるならどんなことでもするつもりだった。けど、彼女の培つちかってきた記憶を全て消すことと、彼女が死ぬことはどう違うのだろう。それは永遠に答えの出ない倫理の迷宮でもあった。

　だがここでフウはあることを思いついた。

「そうだ、他の国、他の国に機械兵の研究機関はないの？」

　他の国とフウが言った瞬間、サミヤはぽかんと口を僅かに開いた。この女性の性格からして、これはものすごく驚いている表情なのかもしれない。

「他の国は、ある……正確にはあると思われる」

「だったら」

「かの国はチオウとなんらかの盟約を結んでいる。行けば引き渡される。だから、大規模な研究機関を利用することなど不可能」

　確かに頻繁に貿易をする関係なら、間違いなく「国交」はある。

「その国の名はサイガン。チオウでも極一部の人間しか知らない。私の身分では口にすることすら許されない」

　サイガン。それが、フウとカザクラが行こうとしていた国の名前だ。

「私はそのサイガンの存在を知ってしまった。そしてデンキモグラに従う事を拒み、ヨミに命を狙われた」

　他国の存在は、それだけで王の神話を揺るがす。それを知るということは、この国では罪になるのだろう。

「じゃあ、ハマキシマから貨物列車に乗り込めたとしても、カザクラを助けられる可能性は」

「ない。拘束される危険性が高くなるだけ」

　フウはその場に尻もちをついて首を垂れる。

「じゃあ私わたし達たちは、どうすれば？」

　それをサミヤに聞くのは間違っていた。が、それを自覚できるほど今のフウは冷静じゃない。

「彼女の言葉を、思い出せばいい」

　カザクラが再びフウと向き合った。カザクラの絞り出す様な声が、フウの耳に溶けていく。

「私は、フウと一緒にいたい」




　カザクラは再び眠り、フウは大岩に登って風を感じていた。

「生理現象を再現って、そんな面倒なシステムにしたんだよ」

　フウは膝を抱え込み、西の地平に広がる星空に目をやった。

「恐らく、そっちのほうが長生きできる、から」

　声に振り向くと、サミヤが立っていた。上半身は白のタンクトップで、下腹部から上だけ脱いだボディースーツの袖を腰に巻いている。

「完全に身体からだを機械にしたほうが、死ににくいじゃん」

　サミヤは星ほし屑くずを宿した目をそっとフウに向けた。以前よりも少し温かみがあるように感じる。

「人は傷がついても、骨折しても自分で修復できる。でも、機械は誰かがパーツを作らないと、元の状態には戻らない。機械は、人間が思っているよりもずっと脆もろい」

　言われてみればそうだ。人間は銃弾で簡単に死んでしまう。だから、防御力が高く、病気にかからない機械のほうが丈夫だと勘違いしてしまう。でも、機械は少しでも故障するとその役目を果たせなくなる。

「だから、人造人間は人間に近づいていった。物質を摂取し、部品を自己修復するためのシステム。人と同じ生活ができるシステムに」

「でも、そんなシステムのせいで結局あの子は長く生きれない」

　フウは鼻の下を膝に埋めた。

「てかさ、あんた、朝まで私の事を無視してたのに、なんで急に私に話しかけてきたの」

「彼女を見ていると、同胞たちの事を思い出すから」

　同胞？　あの機械兵士のことだろうか。

「私は、あの子達たちの記憶を消してきた。機械だから、と自分に言い聞かせても、愛情は理屈とは別の所から生まれてくる。彼かれ等らを失った時の痛みは、両親を失った時のそれと同じだった」

　両親がいないのか。フウの心に藍色の波紋が生まれた。

「でも、この痛みの記憶も、私は失いたくない。都合のいい話だけど」

　サミヤはあくまでも無表情だ。この女性は、感情が無いのではなく表に出せないだけなのでは、とフウは考えを改めつつあった。

「貴方あなたは何な故ぜ、彼女の為ために尽くそうとする」

「なんでそんなこと言わなきゃなんないのよ」

　そう言うとサミヤも黙ってフウを見下ろしている。風が彼女の髪を薙なぐ。風に泳ぐ白髪は、今にも夜風に溶けていきそうなほど滑らかに流れていた。

「……あの子が私の中に入ってきたのよ」

　サミヤは黙ったまま首を傾かしげる。

「私の家族はお母さんだけだった。お母さんが喜ぶから、算数も勉強したし、お母さんを死なせたくないから水を買いに行った。でも、お母さんは死んだ。だから、私はただ生きるだけの存在になったの」

「そんな時、出会ったのが彼女だった？」

「そう。あの子はお母さんがいた場所に居座るようになった。そしていつしかあの子が私の人生の一部になっていた。あの子と同じご飯を食べ、一緒に仕事して、一緒の目的に向かう。それがなんか生きてるって感じがしてさ」

　フウはため息をつき、自嘲気味に笑った。

「ほんの少し、一緒にいただけなのに……今はあの子がいなくなることが怖くてたまらない」

　サミヤは少し距離を置いてフウの隣に座った。

「あなたは、その思い出が無くなったらどうする」

　フウは口を尖とがらせる。

「絶対に嫌」

「彼女も同じ。彼女は死を覚悟して外に出た。残りの時間を、貴方あなたと過ごすことを選んだ」

　カザクラの気持ちを考えれば、結論を出す事そのものは簡単だった。

「本当は分かってる。あの子の最後の時間を、あの子と一緒に過ごすべきだって。でも、私にそれを認める勇気がない」

「そう。そこまで分かってるなら、いい。私は、しばらく席を外す」

　サミヤと入れ違いになるようにして、カザクラがやって来る。

「お兄ちゃん？」

「カザクラ」

「ごめん」

　ぐすん、とカザクラの頭はしおれている。

「なんで謝るのよ。悪いことしたわけじゃないのに」

「でも、悲しそうだったから」

　カザクラは視線を脇に逸そらし、その後下から覗き込むようにフウを見た。

「お兄ちゃんは、私と出会えて嫌だった？」

「うん」

「えぇ!?」

　カザクラはあわわと動転する。

「うそようそ。嫌なわけないじゃん」

　カザクラはむっと頰を膨らませた。そしてフウの頭にチョップを振り下ろす。

「いったああああぁ」

　フウは声を上ずらせて悲鳴をあげながら頭を抱えて蹲うずくまった。まじで痛かった。カザクラのチョップは威力がおかしい。

「あんた、骨格が金属なんだからちょっとは手加減しなさいよ」

　フウは涙目でキッとカザクラを睨にらみつける。

「まにうけた！」

「こっちは犯罪者になるリスク背負ってまで一緒にいるのよ？　嫌なわけないでしょ」

「むー」

　カザクラは相当機嫌を損ねたらしく、ずっと頰を膨らませたままでいる。

「悪かったって。ほら、昼にラジオで知ったんだけど、今日は流星群が見られるんだよ」

「もう」

　とぼやきつつカザクラはフウの隣に座った。その機械の身体からだからは人のぬくもりが感じられる。これが、もうすぐなくなってしまう。でも、今はそれを忘れて空を見上げよう。

　一つ目の星ほし屑くずが空を流れた。濃紺の絨じゆう毯たんを真っ二つに切り裂く流れ星。星が一つ流れると、まるで星の入ったバケツを零こぼしたように次から次へと光が流れた。

「すごい！　すごい！　光のシャワーだ！」

　カザクラの目もまた幾千もの星の光を弾いて輝いていた。

「うん、綺き麗れいだね」

　しばらく流星群を眺めていたフウが、口を開いた。

「ねえ、カザクラ」

「何？」

「私、あんたの側にいる。チオウになんか渡さない」

　カザクラは「ふふん」と余裕の笑みだ。

「そういうと思ってた」

　二人は空を見上げた。深い夜空に溢あふれかえった星は、それまで見たどんな空よりも美しく、そしてどこか、物悲しいものに思えた。

　──本当に、綺き麗れいだ。




　しばらくして、サミヤが戻ってきた。

「決断はできた？」

　フウは立ち上がり、サミヤに向かって重く首肯する。

「そうか」

　サミヤも頷うなずく。その表情はどこか悲し気に見えた。

『さて、今日も〈童心科学俱ク楽ラ部ブ〉の時間がやってまいりました！』

　ラジオから流れる陽気な声が沈黙を遮った。

「前から思っていたけど、これは何」

「これってラジオのこと？　なんでもチオウの誰かが流してる電波を受信してるとか」

　サミヤはラジオを見下ろし、腕組みをした。

「どうしたの？」

　サミヤは黙ったまま一向に口を開こうとしない。深く考え込んでいるようだったが、ラジオの何がそうさせるのかフウには分からない。

「誰が電波を流している」

「誰ってどっかの物好きが」

「個人は電波を流せない」

「え？」

「都市の外にいても届くような送信機を使えばすぐに粛清される」

「じゃあ、誰がこの電波を流しているの？」

「そのラジオの前の持ち主なら知ってるかも。今どこにいる？」

　話に入れていないカザクラが、どこにいる？　と隣でフウを見た。

　フウは親指で首を搔かっ切きる真ま似ねをした。

　カザクラが、だそうです、とサミヤを見る。

　サミヤはまた黙考し始めた。

『今日はセイウンボ流星群が見られます！』

　ちなみに今やっているのは昼の再放送だ。なのでさっき見た流星群のことが語られている。そこでフウも違和感を抱いた。

「……流星群。戦争前のラジオの放送日と今日、たまたま同じ流星群が見れた」

　これは、偶然なのだろうか。フウは今一度、前提を洗い直す。

「ラジオはチオウのもの好きが流している。根拠は、たしか、そうだ。ジャンク屋の親おや父じの言葉だ。そして、この世界は大戦があって残っているのはチオウだけ」

「前者は根拠があまりにも乏しい。後者は完全な噓うそ」

　このラジオから流れている人間の声。それは録音されたものではない。そして、その放送者はフウと同じ日に同じ流星群を見ている。フウはこの情報を元に新たな仮説を頭の中で組み立てていく。

　身体からだが熱ほてり、呼吸が荒くなった。

「まさか、」

　常識とは、それがどんなに馬鹿げていても疑問の目を向けられなければ崩れることはない。

　その常識が崩れた時、むき出しの事実にフウは戦慄した。




「先生達たちは、今、この時代を生きている？」




　それが最も妥当な結論だった。
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　では生きているとして、先生達たちはどこから電波を流している。

「サイガンは険けん峻しゆんな山に阻はばまれている。電波が届くとは思えないし、チオウの不利益になる情報を流すのも考えにくい。南と北はチオウの目がある」

　サミヤの言った事を踏まえれば、事実はたった一つだ。

「そこか……」

　フウはとっさに西を向いた。冷たい一陣の風が三人の間を駆け抜ける。いつの間にかフウの呼吸は荒くなっていた。一つ、二つ、三つと息を吐き、西を向いたままカザクラに言う。

「ねえ、カザクラ」

　カザクラに見せた優しい表情は消え、獲物を見つけた野犬の眼まな差ざしが西の空を貫いた。

「ちょっと、冒険してみない？」




　チオウでもない、サイガンでもない第三の国が存在するなら、もしかしたらカザクラを救う術があるかもしれない。

　フウは西に横たわる地獄の砂漠を渡る決心をした。そこに先生がいる確証はない。だけど、このままデンキモグラに追われてカザクラの死を待つよりは遥はるかにマシな選択肢だ。

　だけど、この無謀な挑戦には協力者が必要だった。

　濃紺にせせらぐ白髪。鉄のように冷ややかな視線。サミヤがフウの前に立っている。

「あんたはどうするの？」

　サミヤは首を僅かに傾かしげた。

「行く場所が無いなら協力してって言ってんのよ」

「義務はない」

　とサミヤは即答する。

「義務とかじゃなくてアンタの願望だよ。ハッキリ言うわ。アンタの助けがないと、私はカザクラを死なせる」

　一瞬、サミヤの目が大きくなった気がした。

「関係ない」

「そんなこと思ってないでしょ」

　サミヤは視線を逸そらす。

「あなたはあの子に、機械兵に向けたのと同じ情を抱いている」

　サミヤの氷に隔たれた目の奥で胎動する熱を、フウは見逃していなかった。フウだからこそ見逃しようがなかった。

　サミヤは天涯孤独だ。チオウには戻れない。そして、カザクラやフウに悪い感情を抱いているわけではない。そんなサミヤの決断を鈍らせるもの。それは──

「情を抱いているからこそ、また仲間を失うのを恐れている。それでも私に協力しろと？」

　サミヤは静かな声で問うた。フウは頷うなずいた。

「家族を持つってのはね、拷問のなかじゃマシな部類だよ。いつ失うかもしれない恐怖に脅おびえながら関係を深めていくってのは、孤独よりはずっといい」

　フウはサミヤに手を伸ばし、氷でできた扉にそっと手を添えた。

「孤独も愛も、苦しみを伴う。同じ苦痛なら、賑にぎやかな方を選ぼうよ」

　サミヤの視線とフウの視線が繫つながる。

「ちなみに、今なら三食付きだよ」

　フウは悪いた戯ずらっぽく笑った。

「感情は意志を超えて彷徨さまよう時がある。気が付けば変な物を抱え込んでいる」

　音もなく、氷の扉が開いていく。その奥から伸びてきた白い手が、フウの手を握った。

「分かった。協力する。でも、」

「でも？」

「三食は少ない。オヤツも欲しい」

　サミヤの手を握ったまま肩を落として呆あきれるフウだった。
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　三人は穴倉に戻って作戦会議を始めた。

「で、具体的にどうするの？」

「チオウに戻る」

「正気？」

「砂漠を渡るには然しかるべき装備が必要。装甲車と火力の高い武器。レーダーもあればなおいい」

「一億あったら足りる？」

「余裕」

　やはり金は持てるだけ持っておくものだ。

「お金持ち　だけど懐　すっかすか」

　フウはノールックでカザクラから短たん冊ざくを奪い取ると、右手の一いち握あくで圧縮する。

「あー！」とくしゃくしゃになった短たん冊ざくを持って走るアサを追いかけるカザクラを無視して、

「でもよくよく考えたら、相手の動きは静かよね。すぐにでもあのバケモンが追いかけて来ると思った」

「あの時点であのヤマは私の部隊が持っていたし、都市外での殺傷行為は王の許可がいる」

「なんで？　この世界って神様のものなんでしょ？　だったら別にまどろっこしい規制とかしなくてよくない？」

　サミヤは少し考えた後、

「恐らく軍事行動を制限するためのものかも。軍や諜ちよう報ほう機関が勝手に動いて侵略行為をすれば外交問題に発展する」

　確かに他の国相手に「ここは神の国だから」などという理屈は通らない。

「なにせ、外での殺傷行為、捕縛行為はその案件ごとに許可がいる。あの時点でその子の所在を摑つかんでいたのは私の部隊だけ」

「でもあんたら殺されそうになったじゃん」

「恐らく名目上は火力支援、それもサイレッカの主導によるものだと推測される。軍隊サイレツカはその職務の性質上、都市領域外での戦闘行為の制限が若干緩い」

「あー、つまりアタリを付けたのはあなたが最初で、そのヤマを横取りするにはデンキモグラの規則じゃ素早く対応できなかったわけだ」

「名目は私の支援だから、デンキモグラが独自に殺傷行為に移るのは規則違反。サイレッカの戦闘記録にも残るから情報統制も難しい」

「それに、クロミカズチとも角が立つと。なんかあれね、デンキモグラも何だかんだで官僚的な感じなのね」

「デンキモグラの権限は王の神権に依存している。だからこそ、神の定めた法には従順でないといけない。略式処刑も王が定めた権限の範囲内で行われている」

「でもそれって裏を返せば王の許可があれば、すぐにでもぶっ殺しに来れるってことよね」

「このヤマの引き継ぎが終わって準備が整えば本格的にデンキモグラが動く。その子がいるなら、前回のようにサイレッカが協力する可能性は非常に高い」

「あんたもカザクラも大罪人よね。秘密警察と軍に追われるとか」

「下手をすれば一番まずいのはあなた」

　フウは「へ？」と間抜けな声を出した。サミヤはフウの持っているラジオを指差し、

「その放送が他国の物なら、貴方あなたは知ってはいけない情報を毎日聞いていることになる。ヨミは他国の情報が自国に流れる因子を優先して排除する。だから、ジャンク屋も消されたし、私も殺されかけた」

　隠していたとはいえ町中でイヤホンを使ってラジオを聞いていた事を思い出す。管轄区では外に出てラジオを聞いていた。サァっとフウの血の気が引いていく。

「もしラジオを奴やつらに見られていたら、貴方あなたとラジオは粛清の対象になる」

　フウは顔を青くしたまま、

「さーってと、そろそろ動きましょうか」




　空は黒に近い紺色に。星は今日も輝いている。フウはよくキャンプに使う大岩の上で胡坐あぐらをかいていた。それを不思議そうに見上げるのはサバクオオブンチョウのアサだ。アサの首には小さなポーチ。そこから乾燥した粟あわがちょこんと飛び出ている。そして足には手紙が括くくりつけられていた。

「いい？　お腹なかが減ったら飛びながら粟あわを食べるんだよ」

　アサは首を傾かしげて「ピピッ？」と鳴いた。

「絶対に地面に降りちゃだめだよ。空なら食べられないから」

「ピィ」

　オオブンチョウはその気になれば一ヵ月は空を飛び続ける事ができる。砂漠の空には山にいる大型猛もう禽きん類はいない。空を飛べば安全な場所までは移動できるだろう。

「激しい戦闘になったら、私は君を守れない。だから、ここでお別れ」

　アサはちょんちょんと歩いてきてフウの膝にとまり、衣服を嘴くちばしでつんつんとつついた。最初はやんちゃだったが最近は随分と落ち着いたものだ。

「向こうに行ったら、その足の手紙を誰かに見せるんだよ」

　フウが体をそっと撫なでると、別れを惜しんで腕に頰ずりした。オオブンチョウは頭が良いい。フウの言わんとしていることを理解しているのだ。

「さぁ、もう行くんだ」

「ピィ」

　アサは短く鳴いて翼を広げた。飛び立つとあっと言う間に夜空の彼方かなたへと消えていく。

「ピィ！」

　その姿が夜の海に見えなくなる寸前、アサの鳴き声が聞こえてきた。

　死ぬなよ。そういった激励の声にも聞こえた。




　その日の深夜十二時、夜闇に紛れて三人は城壁の上からチオウへと侵入した。一応三人は外がい套とうとフードで姿を隠していたが、こんなものがどこまで有効かは分からない。サミヤ曰いわく、シモガジョウの人間の多くは外がい套とうを身に着けているので、意外にも高い効果があるのだとか。

　シモガジョウの狭い道を北へ向かいながら、

「どこに行くの？」

「兵器や工業製品が横流しされる特殊な市場がある。通称、攻こう撃げき力りよく畑ばたけ」

「無骨な名前ね」

「それだけで一個の師団が組めるほどの武器が流れてる」

「なんでそんなもん、ほったらかしにしてるのよ」

「王国の武器生産、限りがある。需要に対して即応しかねる」

「要するに、兵隊や警察がお得意様ってわけか」

「攻こう撃げき力りよく畑ばたけの商人と懇意にすれば、武装組織の情報も売ってくれる」

「世の中って汚い歯車で回ってるのね」

　完全無欠の独裁国家、というのもまた幻想に過ぎないのかもしれない。

　その攻こう撃げき力りよく畑ばたけはシモガジョウの北部にあった。町中に点在するマンホールや棄すてられた施設の昇降口などがその入口らしい。サミヤは廃はい墟きよと化した変電所の建物内に入ると、その中にあった下水への入口からタラップを使って地下へと降りる。降りた先はひんやりとした空気が満ちた通路になっていて、一寸先も見えない。サミヤの軍用ライターの明かりを頼りに、奥へ奥へと進んでいく。

「これ何のために作られた空間なの？」

「大戦中の防ぼう空くう壕ごう。都市の機能を地下に移して爆撃を耐える計画があったと聞いている」

「都市を丸ごと地下に移動なんて、そんなことできるの？」

「無理だったから捨てられた」

「賢い」

　奥まで歩くと錆さびた鉄の扉が現れた。鉄の扉を開けると、むっとした熱気が顔にかかった。狭い通路に密集した露店と、そこを行きかう人々。汗の臭いと湿気を含んだ熱い空気。露店には刃物や銃器がずらりと並び、客はそれを菓子でも買うように購入している。

「うわ、結構人いるね」

「スラムの住人が自衛のために買っていったり、警察、企業の警備員が弾薬を買いに来る。売りに来るときもある」

　人を押しのけ乍ながら奥へと進み、その突き当たりの壁にある露店で足を止める。そこには黒いシャツを着た怪しげな男がいた。店のカウンターには複数の紙を挟んだファイルが置いてある。

　店主の男はサミヤを見るなり目を丸くした。

「おーおー、これはこれは機甲隊長殿、風の噂うわさで死んだって聞いてたんだけどな」

「見ての通り」

「現世に出張中か。なんにせよ金を払ってくれるなら幽霊でも亡もう者じやでも商売するぜ」

　店主は改まってカウンターから身を乗り出した。

「で、何が欲しい？」

「エルク」

　エルク、その言葉を聞いた瞬間店主の顔つきが変わる。

「幻聴が聞こえるほどシャブ漬けになった覚えはないんだがな」

　幻聴が聞こえない程度にはシャブ漬けになってるのか。

「オプションはメルノ、フローラ。それとエルクに装備できる機関砲が欲しい」

　店主の厳しい顔つきはやや恐れを含んだものになる。

「戦争でも始めるのか」

「関係ない。金はある」

　店主の額にいつの間にか汗の粒が浮かんでいた。

「どうする？」

　店主はサミヤが真剣であることを悟るとニッと片笑んだ。

「いいだろう。売ってやる」




　その後、鳳ほう凰おう銀行で小切手と現金を手に入れ攻こう撃げき力りよく畑ばたけにほどなく近いガレージに向かった。ガレージは見るからにボロく、錆さびたシャッターにひび割れたコンクリートと風でも吹けば倒壊しそうな見た目だった。しばらくそこで待っているとさっきの店主が姿を現す。

「今シャッター開けるから待ってろ」

　店主は鉄の扉に鍵をねじ込んで開けると建物の中に消えた。暫しばらくしてけたたましい駆動音とともに、シャッターが開いていく。奥から姿を現したのは黒鉄色の車。見上げるほどの車高と、洗練された角ばったボディ。

　店主が得意げにその滑やかな装甲を撫なでた。

「サイレッカが生んだ怪物、〈エルク〉だ」

　フウはサミヤに耳打ちをする。

「なんでこんなゲテモノが民間に流れてんのよ」

「多目的兵員輸送車エルク。要人、兵員の護送を目的としながらも敵陣の突破や歩兵の支援も行える装甲車。多目的であるが故に運用の方針が固まらず、量産には至らず唯一無二のまま各部隊を流れ、最後はクロミカズチの自立機甲部隊に買い取られそして売られた」

「たしか自立機甲部隊の隊長って……」

「オプションは」

「後で付ける。銃座には何もついてないが、機関砲が中に収納されてる。小型徹甲弾はあるだけ積んだけど数は確認してない。装着ともども自分でやってくれ」

「分かった」

　サミヤが中に入ってエンジンをかけると、巨人の鼾いびきのような音がしてエルクが動き出す。地面の砂利が重みでみしみしと潰れ、道路のアスファルトが陥没して太い轍わだちができる。ガレージから出たエルクは威風堂々と月光を浴びる。装甲車というだけあって、全身から迸ほとばしる威圧感はトラックのそれとはけた違いだ。

「これ、走れるの？」

「ガスタービンとディーゼルエンジンを併用している。最大時速は二八〇キロ。小型のアフターバーナーをふかせば大型トラックを体当たりで吹き飛ばすモンスターになる」

　私わたし達たちは一体どこへ向かってるんだろうと、顔を引きつらせるフウだった。

「で、金は」

「ほい」

　フウは一枚の紙切れを渡した。七千万という数字と、フウの直筆のサイン、そして鳳ほう凰おう銀行のエンブレムが描かれている。男は震える手で小切手を目の前に近づけていく。

「多分、もうすぐ資産凍結くらうから早めに換金した方がいいかも」

「資産凍結って、あんた、一体何やったんだ？」

「知ったら死ぬまで政府に追い回されるけど」

「わーった。何も聞かねぇ！　お前らも話しかけんなよ！　俺は今トンズラで忙しいからな」

　そう言って店主はそこから走り去った。

「サミヤ、どう？」

「今から索敵装置を搭載する」

「分かった。私とカザクラは他に必要な武器を買ってくる」

　二人はあらかじめサミヤが見積もっておいた三日分の食料、それと機関銃の弾薬を市場と攻こう撃げき力りよく畑ばたけで購入する。その帰路、ガレージに至る小道を走っている途中だった。

「ん」

　カザクラが顔を上げる。

「追っ手」

「数は？」

「分からない。結構近づかれてる」

　ガレージに戻ると、サミヤがエルクの側面に半球体状の物体を装着していた。さらに他にも砲身の長い機関銃も搭載されている。

「サミヤ、サイレッカの奴やつらが来てるらし──」

　乾いた銃声が深夜のシモガジョウに木こ霊だまする。とっさにカザクラがフウの前に立ち、徒手で銃弾を叩たたき落おとす。フウの背後にはサブマシンガンを抱えたデンキモグラの構成員がいた。

「ヨミ隊長、目標発見しました。座標を送ります」

　ついに見つかった。

「カザクラ」

「あいよ」

　カザクラがフウの脇を駆け抜け、デンキモグラの構成員に迫った。構成員は素早く散開。一人がカザクラを引き付けてる間にフウとサミヤへ接近する。

「早く、中へ」

　サミヤが自動小銃で応戦し、その間にフウが前方のハッチから装甲車の運転席に入った。

「サミヤ！」

　今度はフウがハッチから上半身を出し、拳銃でサミヤを援護する。構成員は近くの電柱を盾にしてサブマシンガンから弾の雨を浴びせて来る。その間、足止め要因の構成員が一人ずつカザクラに立ち向かっては倒されていく。勝てないのであれば、別のターゲットを仕留めるための時間を稼ぐ。その様は感情の無い機械のようで不気味だった。

　サミヤがエルクに搭乗すると構成員はまるで霧が晴れたように路地に消えていく。

「カザクラ！　こっち」

　カザクラが駆け寄る間に、サミヤはハンドルを握る。

　エルクはゆっくりとアスファルトを潰しながら発進した。突如、凄すさまじい衝撃に車体が大きく揺れた。

「な、何！」

「車」

　見れば運転手のいない自動車がエルクの上に乗り上げている。

「車を次々追突させて道を塞ぐつもり。ハンドルお願い」

「え、ちょっと」

　サミヤはハッチから上半身を出す。その肩にはロケットランチャーが担かつがれていた。なんの皮肉か、その側面にはチオウの神籍を示すエンブレムが描かれている。サミヤが見ているのは迫りくる無人自動車だ。サミヤは何の躊ちゆう躇ちよもなく引き金を引いた。

　爆炎で周囲が昼のように明るくなり、その爆発音で星を撒まいたように周辺の家屋に明かりが灯ともっていった。

「てかこれ、私、車とか運転とかしたことないんだけど！」

　エルクは小道の建物を押しつぶしながら強引に進む。

「うわあああ、清く正しい臣民の皆さま、ごめんなさいぃ！」

　フウは涙目になりながら精一杯ハンドルをコントロールして小道の障害物を踏みつぶしていった。幸い、人は轢ひいていないが罪悪感は凄すさまじい。

「代わって」

　サミヤがハンドルを握ったことでエルクの無差別破壊活動は止まった。

「カザクラは？」

　サミヤが顎で示すと、家屋の屋根を蜻かげ蛉ろうのように渡るカザクラを見つけた。

　カザクラはそのまま大きく跳躍するとエルクの上に飛び移り、ハッチからサミヤとフウの間にすとんと座った。

「おかえり」

「ただいまです」

「大丈夫？」

「交戦する心配が無くなれば眠ります」

「そっか」

　大丈夫、とは言わないのか。戦闘が続く以上、彼女は疲れを見せることすら許されない。できればカザクラを休ませてやりたいが、フウとサミヤだけで凌しのげるほど敵は甘くない。

　エルクは主要幹線へと差し掛かる。その後は東に方向転換し、その速度を上げていった。

　フウはエルクのミラーを覗のぞく。すると漆黒の車が数台、エルクの背後に急接近しつつあった。

「なにあれ」

「サイレッカの市街地用武装車両」

「武装車両!?」

　車のハッチが開いたかと思うと、機関銃を抱えた兵士が出現、次の瞬間には何の躊ちゆう躇ちよも見せず弾丸の雨あめ霰あられをエルクの後背に浴びせ始めた。

「警告も無しに撃ってきた！」

「摑つかまってて」

　サミヤはアクセルを目いっぱい踏んだ。

「え、な──」

　エルクは急激に加速し、閑散とした道路を矢のように貫いた。時速は一五〇を超え、窓から見える景色が凄すさまじい速さで流れていく。後方から飛んでくる銃弾を装甲で跳ね返し、乗用車をぶっちぎって、検問所に急接近する。

「前！」

　検問所の前には武装車が五台横に連なって行く手を塞いでいる。

「大丈夫」

　サミヤはハンドルを強く握りしめた。

「は？　ちょ、あんた、まさか」

「押して駄目なら猪ちよ突とつの如ごとく」

　有言実行。サミヤはそのままアクセルを踏み抜き、装甲車両エルクはサイレッカのバリケードに正面から突っ込んだ。相手の武装車はまるで玩具のようだった。衝突された車は四方に吹き飛び、エルクはそのまま検問所のバーをぶっちぎって外に飛び出した。

「うへぇ、人死んだ？」

「大丈夫。多分」

　エルクの後方にチオウが遠ざかっていく。

「追ってこない」

「領域外での軍事行動は王の認可がいる。それまでは追ってこられない」

「なる」

「でも、政府はすぐに追撃の準備を整える。どうする？」

「どうするって」

「西に行けばもう第五管轄区には戻れない」

「あ、そうか」

　欲を言えば、カザクラが愛用していた母親の布ふ団とんは持っていきたい。あの家自体を出ることは特に未練はないのだが。

「いいよ。さっさと先を急ご」

　フウは南の方角に遠い目を向けた。サミヤはその横顔をじっと眺めている。

「分かった。第五管轄区に向かう」

　そう言うとエルクは南に進路を変えた。日が落ち、宵のカーテンには月が灯ともっている。フウは息を吐き、肩の力を抜いた。

「ありがと」

　エルクの後部兵員室は壁に折り畳み式のベッドがあって、部屋は意外と広い。運転席と兵員室の間には小さなシャワー室と炊事場、トイレなどがついていてこれ一つで衣食住が完結する。

　フウは第五管轄区の自宅からシーツに毛布、母親が使っていた思い出のある小物、勉強に使ったノートや教科書、あと潜入に使ったセーラー服も装甲車に積み込んだ。その時改めて「私の家なんもないな」と思うフウだった。

　検問所の兵隊には取りあえず銃を突き付けて「脅された」という見逃す大義名分を作った。

　エルクは音と光の落ちた、夜の砂漠をゆっくりと進む。フウは上部のハッチを開け、遠ざかる第五管轄区とチオウを見送った。

　カザクラは戦闘でエネルギーを消耗したため兵員室で眠っている。

「てゆうかさ」

　運転席の臨時助手席に座ったフウが言葉を発する。

「何」

「もっと速く走れないの？」

「砂漠じゃ燃料の補給が利かない。敵に追撃された時に出力の高いガスタービンが使えないと困る」

「成程ね。夜はチアゲハも眠っているし、今は徐行するのが正解か」

　運転席の横窓は外の球体カメラの映像である。そこに夜の砂漠の映像が映し出されていた。

　地平線に浮かぶ月は細い弓なりの形。月明かりの地平を走行する大蜥蜴とかげの群れが移動している。

「カシュミシュだ！」

　二年前、チアゲハから逃れるためのヒントをくれたのがこの「カシュミシュ」だった。その時は、名前すら知らなかった「砂漠の竜」。

　カシュミシュは変温動物だが気温が二五度を下回らない間は行動でき、チアゲハが活動を停止するこの時間帯に眠る場所を求めて移動する。

　ハッチを開けて外に出ると、冷たい夜風がフウの髪を横に薙ないだ。

「おーい！」

　と子どものようにフウは手を振った。カシュミシュは示し合わせたように「キュウ！」と鳴いた。カシュミシュは巨体だが主に死肉を食べ人間は襲わない。砂漠で生き抜くためそういう食性に進化したのだろう。

「かっこいいなぁ」

　母親から伝え聞く「砂漠の竜」。フウの命を間接的に救った恩人の凜り々りしい横顔は見る者の子ども心をくすぐるものがある。

　フウの胸にかかったラジオが

『それでは、〈ハヤブサ〉です。どうぞ、ご堪たん能のうください』

　とユートピアソングを流した。フウはカシュミシュを眺めながら、久く遠おんの音色に心を委ねた。

　ラジオを胸に押し付け、曲が終わるまで極上の夜を堪たん能のうする。




「サミヤは眠らないの？」

「大丈夫。二日くらいなら」

「ういうい。私はもう寝る」

「……おやすみ」

「おやすみー」

　フウは座席後方の壁にある扉を開け、そこに身体からだをねじ込むようにして兵員室に移動する。大きいと言っても、常人の感覚からすればかなり狭い。兵員室は天井と床、壁に緩衝材がついている。壁には折り畳み式のベッドがかかっていて、取っ手を引き降ろすと長細いベッドが現れた。その反対側の壁のベッドにはカザクラが眠っている。彼女の寝ている布ふ団とんは第五管轄区から持ってきたものだ。

「ん？　お兄ちゃん？」

　カザクラが身体からだを起こす。

「眠ってなきゃ駄目だよ」

「怖い。黒いのが迫ってくるみたいで」

「そう。ラジオ聞く？」

　カザクラはうんと頷うなずいた。

『今日のユートピアソングは……』

　いつもよりも音が鮮明に聞こえる気がする。

「ここ狭い。いつまでいなきゃいけないの？」

「分からない」

「退屈だなぁ」

「明日の朝にはすぐ騒がしくなるよ」

　追撃が予想される回転翼機はエルクよりも速く、チオウ西側の航空基地から飛来してくるとサミヤは予想していた。中継基地の有無は不明でどのような編成で来るのかは分からない。だがもし追手が差し向けられるのであれば、回転翼機である可能性が高い。

「もし無事に先生の国に着いたら皆迎えてくれるかな」

「そう信じるしかないわ。先生達たちのいる国よ、大丈夫」

　根拠はないがカザクラを安心させるにはそう言うしかなかった。

「だからさ、明日の朝に備えて寝よ？」

「うん」

　電気を消すと、車のエンジン音と、ラジオの音だけになった。ラジオから聞こえてくる先生たちの授業。それは以前よりもずっと、身近に感じるのだった。




　太陽が昇り、朝日が大地を滑り闇を蹴散らしていく。渺びよう茫ぼうたる乾燥した大地がどこまでも行く手に広がっている。

『砂漠の山に近い方には基盤岩石、そこから中央になるにつれて地盤は砂に変わり、中央には粘土や塩分からなるプラヤができる』とフクモトさんが言っていた。

『盆地型砂漠に雨が降ると水は砂漠の塩分を伴って中央に集積する。このプラヤという場所は地下水位が浅いと地面が柔らかく、深いと地面が硬くなるのだよ』

　取りあえずはそのプラヤとやらを見つければ一つの目安になるのだが。

　フウは上部ハッチから顔を出し後方を見る。地平はいまだ陽かげ炎ろうを揺らして静寂を保っている。

「何も見えないわね」

　その時、地面でボンと、大きな音がした。チアゲハの巨体が地面から飛び出している。しばらくしてまたボン、という音の後チアゲハが飛び出した。

「走ってると相手が大きくてもフライングするんだね」

　死んでも地面には降りまいと誓うフウだった。

　中に入って横たわるカザクラの隣に座った。カザクラはさっきまで眠っていたが、今は起きて待機モードに入っている。動きは病人の様に緩慢だ。

　正午過ぎ、時間は十四時だった。兵員室にサミヤから無線が届いた。

『敵が来た』

　フウの心臓が早鐘を打つ。後方カメラの映像を、壁のスクリーンで確認する。

「何も見えないよ」

『レーダーに反応があった。回転翼機、羅ら刹せつ』

　エルクは上部と側面に高度な索敵装置を有している。〈フローラ〉〈メルノ〉という索敵システムで、電波妨害のない平地では索敵範囲がかなり広い。

「数は？」

『五機』

「どうする。練習通りやる？」

『やる』

　フウは床のマットをめくり、床下の武器格納庫からサイレッカで型落ちした携行ミサイルランチャーを出した。その間にカザクラはハッチを開け、機銃に小型徹甲弾が収納された箱型弾倉を装塡する。

　羅ら刹せつは通常の機関銃であれば貫通できないほど分厚い装甲を持つ。エルクの初期武装は対人機関銃だが、それは〈パンディット〉と呼ばれる対装甲車用の機関砲に換装されている。第二世代規格弾薬──二×十五センチのキラードッグ徹甲弾を連射する怪物だ。これなら羅ら刹せつの装甲を貫通できる。

「無茶しないでよ？」

「大丈夫です。被弾はしません」

　機関砲の銃身に装着された小型冷却器が甲高い駆動音を上げる。

　フウも別のハッチから上半身だけを出し、ランチャーを構えた。

「ねぇねぇ、本当に人が運転してないんだよね」

『羅ら刹せつは自動運転及び遠隔操作で、完全無人。気にせず撃って』

「鉄の塊なら」「気兼ねなく叩たたきのめせます」

　しばらくすると、地平線に五つの黒い塊が見え始めた。じわりじわりと、陽かげ炎ろうの中に輪郭が際きわ立だち、その姿が露あらわになる。黒い四つの回転翼と、下に伸びた長い砲塔。姿形は一般的なマルチコプターを巨大にしたものに近い。

　五機の羅ら刹せつは横一線になり、その後鶴かく翼よくを描いてエルクを包むように広く展開した。

「案の定って感じの布陣だね」

『予定通り各個撃破。しっかり摑つかまってて』

「「了解」」

　ガスタービンの重苦しい駆動音が地平に轟とどろくとエルクの速度が飛躍的に上昇した。鶴かく翼よくに広がった羅ら刹せつが圧迫するように両側から接近してくる。エルクは方向を変えて隊列右翼の羅ら刹せつに接近、近づくにつれ回転翼が空気を切り裂く嫌な音が聞こえてくる。

「あの音いやだなぁ」

「音楽でもかけますか」

「あんたそんな機能もあるの？」

「はい」

「じゃあ景気の良いい曲を一つ頼むわ」

「分かりました。曲は〈真夏のデートゲーム〉です」

　するとカザクラの身体からだから快活な女性の唄声が聞こえてくる。命のやり取りをするのにはあまりにも明るい歌だ。

「でも、悪くないね」

　フウは軽快な音楽に乗せられミサイルランチャーのスコープを覗のぞく。羅ら刹せつの輪郭が赤く点滅している。右上には『発射可』の大きな文字が点滅する。

「なにこれ、撃っていいの？　遠くない？　ねえ」

『練習通りに』

　ええいままよと、フウは引き金を引いた。耳をつんざく爆音とともに、発光する発射体が蛇のように蠢うごめきながら羅ら刹せつに飛んでいく。三秒後、羅ら刹せつが爆炎とともに粉々に砕け散る。フウは啞あ然ぜんとして四方に飛び散った羅ら刹せつを片目で追った。羅ら刹せつの破片が雨の様に地表に降り注ぐ。

「当たった……」

　同時に残りの羅ら刹せつが急激に速度を上げて距離を押しつぶす。

　ヒュン、と風鳴り。装甲板に弾が当たる音がした。

「うわあああぁ撃ってきた！」

「マスターはもう下がって」

「言われんでも」

　フウは頭を引っ込める。カザクラは果敢にも銃座に居座り、片目を絞って機銃を構えていた。

「サミヤさん、速度を一五〇キロに維持してください」

『了解』

「風、気圧、気温の綜そう合ごう完了。射撃開始」

　カザクラは両手で握りしめた引き金を引いた。重い発射音と共に薬やつ莢きようが天高く舞い上がる。弾丸が羅ら刹せつの装甲をぶち抜き、燃料タンクに引火し機体が木こつ端ぱ微み塵じんに弾け飛ぶ。だがその間に別の羅ら刹せつは急激な加速を発揮してエルクとの距離を瞬またたく間まに圧縮していった。左右両側から放たれた弾丸は地面を這はうように砂を散らしながらエルクの装甲を十字に撫なでる。

「タイヤを狙われてる!?」

　二機の羅ら刹せつが有効射程にまで接近していた。

「やばいやばいやばい」

　しゅっと、下方向でタイヤの空気が抜ける様な音がした。六つある複輪の一つが破損した事を意味している。

　カザクラは自分に射線が向いていないことを悟るとミサイルランチャーを抱えてエルクの上に仁王立ちした。

「ちょっとアンタ、何してるの」

　その背中の鞄かばんからは直方体のアルミケースに収納された弾薬がはみ出ている。

「これより白兵戦に移ります」

「はくへいせん!?」

　フウが何か言葉を返す前に、カザクラは車体から飛び降りた。荒れた地平を矢を射るように疾走する。彼女のいた場所をチアゲハが次々と襲うが食ったのはカザクラの巻き上げた砂だけだ。カザクラは一瞬で羅ら刹せつの側面に回り込むと走りながらミサイルランチャーを発射した。羅刹が回避動作を行う前に爆散。

『装塡』

　後部の弾倉排出装置から空になったアルミケースが勢いよく飛び出し、カザクラは弾薬をランチャーに装塡する。続く二機目にもカザクラの放った誘導弾の魔の手が伸びたが、後方から放物線を描いて落ちる発フ光レ体アに誘導弾は吸い込まれていった。カザクラは勢いよく身を捩よじり体を切り返してＶ字のターンを決め、残る羅ら刹せつに向けて直進する。カザクラは砂漠を一文字に貫いた後羅ら刹せつに向かって跳躍した。カザクラは羅ら刹せつに取りつくと小型の爆弾を取り出し、それを羅ら刹せつの側面に押し付ける。カザクラは蜻蛉とんぼが翻ひるがえるような身のこなしで羅ら刹せつから飛び降りた。二秒後、羅ら刹せつは爆炎と爆風に機体を引き裂かれ、鉄の遺物を砂漠に散らした。

　残った一機は、僚機の撃墜を見届けると地平の彼方かなたへと帰還した。




　エルクが速度を落とすと、カザクラはそこに走って飛び乗ってきた。丁度、彼女のかけた音楽が終わった。カザクラはハッチからフウのいる兵員室まで降りてくる。

「任務、完了です」

「いくらなんでも無茶しすぎだよ」

　カザクラは膝を突き、うなだれたまま微動だにしない。目は人形のように一点を見ている。

「夜まで、冷温、停止、、、、、します」

　カザクラはうつぶせに倒れた。

「ちょ、カザクラ！」

「だい、、、、じょう、、、、、ぶ、、、、、、」

　カザクラは深い眠りに落ちた。フウは耐熱軍手をはめると、カザクラをベッドに引っ張っていき、そこに横たえた。フウは汗だくになりながら、カザクラを見下ろす。カザクラはいつもと違い、瞼まぶたを開いたまま冷温停止している。それは眠るというよりは、仮死状態に近いようにも思えた。

『周囲に敵影無し』

「やり過ごせたってこと？」

『今回は』

「今回？」

『今のは威力偵察。本隊じゃない』

「あれよりヤバイのが来るの!?」

『来る』

　とサミヤは断言した。どこにその根拠があるのかは分からないが、サミヤにしては珍しく強い意志を伴った声をしていた。フウは凍り付いたカザクラを見下ろし、二重の不安に駆られるのだった。




　あれほど西に走ったというのに、夕日は変わらず西に沈んでいく。自分が移動した距離など天体観測的に見れば動いてないのと同じなのだとフウは思った。茜あかねが空から消え去る頃、地上に突出した建造物を発見した。

「あれは？」

「電波塔。たぶん」

　サミヤは目を眇すがめてそう言った。電波塔の足元では複数のカシュミシュが体を休めている。

「チアゲハは大丈夫なのかな？」

「夜だから活動休止状態に入ったか、あるいは」

　サミヤは電波塔の近くにエルクを停車させた。三人は、入念に安全を確認してから地表に降り立った。地面を触ると、土よりも硬い感触が返ってくる。

「大きな岩盤があるみたい」

「きんぞくたんちきに、はんのうがある」

　冷温停止から復帰したばかりの、カザクラがサミヤの肩を借りて立っている。

「金属？　この下から？」

　そう聞いてかがみ込んだのはサミヤだ。

「戦争の時に用いられた兵器の可能性がある。この電波塔も、諜ちよう報ほう活動や連絡のために用いられたものなのかもしれない」

「てことは」

　フウはラジオを取り出し、選局用の摘まみをいじくってみた。ザーザーという嵐のような音の中、ぷっ、ぷっ、と人の声が断続的に聞こえてくる。ダイヤルを慎重に回していくと、

『──っ、の視聴者からおたよ──です──いやぁ、今日は』

　と砂嵐で殆ほとんど聞き取れないが確かに人の声がする。

「今の、聞いたことのない声だった」

「他の局きよくが流している番組、かも」

「じゃあ、やっぱりこの先に先生の国が？　でも、なんで先生達たちの番組はチオウでも鮮明に聞き取れたんだろ」

「この電波塔を経由して発信しているの、かも」

　他の局きよくは直接電波を発信しているが、先生達たちの局きよくはこうした電波塔を経由して電波を強めているのかもしれない。

「先生達たち布教熱心だったんだ」

「さすがにそれは語弊がある」

「ほえ？」

「なんでもない」

　運転席に戻ろうとしたサミヤをフウが引き留める。

「ここでご飯にしていこうよ」

「時間が惜しい」

「どうせ追いつかれるんでしょ？　だったら休息取らないと、かえって非効率よ」

　サミヤはフウに顔を向けたまま、透き通った眼めを一度明後日あさつての方に向けた。どうやらこれは考えている時の仕草らしい。サミヤは視線をフウに戻して、

「分かった」

　エルクの兵員室の床には食料の貯蔵庫がある。

　今夜は岩盤の上で火をくべ、少々奮発して購入した新鮮な肉を焼いて食べた。

「夜は攻撃してこないのかな」

　フウはフライパンで焼いた肉をかみかみしながらサミヤを見た。

「可能性はある。けど、今の所レーダーに敵影はない」

　サミヤもミノをもきゅもきゅと嚙かみ乍ながら答えた。

「次、焼いて」

「ほんと食うことに関しては全く遠慮しないなこの人」

　フウは切り分けられた肉をフライパンの上でさらに焼いていく。

「砂漠は障害物がないから奇襲は成功しにくい。やるなら白昼に堂々と総攻撃をかけたほうがいい」

「明日の昼が勝負ってことか」

「逆に言えばそこを凌しのげれば、安心」

「つっても今日のアレが十機以上くるんでしょ？　今はスペアのタイヤに変えれたけど、戦闘中じゃそうもいかないし、タイヤを攻撃されないようにしないとね」

　丁度、チアゲハか何かの鳴き声が「オォーン」と不気味に轟とどろいた。一瞬横たわっていたカシュミシュが鎌首をもたげる。夜は静寂なプラネタリウムだが、昼は灼しやく熱ねつの窯が如ごとく足の踏みどころすらない地獄と化す。そんなことを思い出させる鳴き声だ。

「うお、雷かと思った」

「チアゲハか何かの遠とお吠ぼえ、だと思われる」

　夜にも地上に出てくることがあるのか。なんておっかない場所なんだ。

「……私わたし達たちもヘリコプターパクればよかったかな」

「回転翼機を奪うにはサイレッカの軍事基地に潜入する必要がある。仮に奪取に成功しても許可が下りていない回転翼機が空港から飛び立てば撃墜される」

「あの装甲車で我慢しろってことね」

　会話の途中もサミヤはミノやハツなどのホルモンを次から次へと箸で口に運んでいく。

「甘辛いタレが舌にからまる。嚙かめば嚙かむほど旨うま味みのある肉汁が溢あふれていく」

「いやおい、ちょっと遠慮しろ。私だってまだ食べるんだよ？」

「次、ハラミ」

　フウはやや呆あきれて透明のパックを開けて他の肉をフライパンに並べていく。カシュミシュは特に動じず眠っている。変温動物のカシュミシュは夜間に食欲がなくなるらしい。

　カザクラは腹ごしらえをしてから周囲を散策しに行った。しばらくして「面白いものめっけた」と言いながら帰ってきた。

「面白いものって？」

「面白いもの」

　フウはカザクラに連れられて少し離れた場所まで移動する。そこに広がっていたのは、

「お花畑じゃん」

　背の低い草が茂り、そこに豆粒ほどの小さな花が咲いている。そこを歩くと、まだら模様の細い蛾がが粉のように舞った。

「うわ、虫だ」

「サバクホソガ、ジゴクナミシャク、ヤクゼンオオカマキリなどの昆虫を識別しました」

　カザクラはいつの間にか人工知能を起動していた。カザクラには自衛の都合上例外的に動植物のデータベースは豊富である。

「この草は〈緑の火〉と呼ばれる短命の植物ですね。種子は水溶性の外殻に覆われていて、一定量の水分があれば外殻が溶解して種子が発芽するようです」

『砂漠の植物は恒常的な乾燥を生き抜くために特殊な仕組みを持っているのだよ』とはフクモト教授の弁だ。それはいいとして疑問がある。

　この辺りは砂漠の中央で、地下の水を利用して植生する樹木などは時折見かけた。だが、この〈緑の火〉は地下水を利用するというよりは時折降る雨を利用するタイプの植物だ。風化の進んだ砂漠は離れた場所の水がそのまま中央に流れて来る。

「でも、最近雨は降らなかったよね。じゃあ、この緑の火はどうやって生育したんだろう」

　こういう疑問に対して納得のできる答えを探し出すまでは気が済まない性格にフウはなっていた。フウは引き返した後、火の前で頭を捻ひねらせていた。そんなフウを見ていたカザクラが、

「一句閃ひらめきました」

「聞こう」

「不毛の地　悩みの尽きぬ　わが主」

　何か別のモノを示唆しているように聞こえなくもない。特に不毛の地という文言に暗示的な響きを感じる。カザクラは凜り々りしい表情で、

「叡えい智ちを起動している時は情景と風ふ情ぜいを最優先に句を詠みます」

　それもそうか。あっちのカザクラならまだしも、こっちのカザクラであればフウをいじるなど……

「あれ、でも確かアンタって人格は同じで言語能力を上げてるだけなんだよね」

　カザクラは即座に目を逸そらす。フウは短たん冊ざくを奪い、何のためらいもなく火中投入した。

「ああー！」

　叡えい智ちを起動したカザクラが聞いた事も無いような情けない声を出した。

　カザクラは、元気よく振る舞っているが、今日は夕飯時と戦闘の時以外は眠っていた。もうカザクラは一日のうち二十三時間は眠っている。フウがカザクラの死を心配するのが日常になっている。

　明日、その立場が逆転するとはこの時は夢にも思わないフウだった。




　暁あけぼのの光が地平に広がり、やがて大地に朝が満ちる。時を同じくしてフウは目覚めた。砂漠の地表は気味が悪いほどに赤く、まるで大地が出血したかのようだ。

　カザクラは今日も死の瀬せ戸と際ぎわで眠っている。来るべき戦いに備えてカザクラは仮死状態にしてエネルギーを温存していた。

　フウは軍隊用の缶詰の蓋を開け、そこにプラスチックの箸を添えた。兵員室と操縦室を繫つなぐ窓から顔を出す。

「サミヤ、朝ごはん食べた？」

　一瞬サミヤがフウの方を振り向いた。朝ごはんという言葉に反応したのか、いつもより瞼まぶたが開いている。

「食べてない」

「ん、これ朝飯」

　缶詰を差し出すとサミヤはすぐさまそれを受け取った。

「感謝」

「一応聞くけど、レーダーは？」

「反応なし」

「なんか余裕こかれてるみたいでいやだな」

「憂慮しても仕方ない。暇なら目視で後方確認」

「あいあい」

　フウはラジオを片手に、ハッチから顔を出した。朝の向かい風は刺すように冷たい。激戦を目前に控え、大地は異様に落ち着いていた。エルクの南側には砂漠を走るカシュミシュの群があった。カシュミシュは遊走性爬は虫ちゆう類るいで、食べ物を求めて砂漠を果てから果てまで移動する、フウ達たちの数少ない旅の同行者だ。

　日が頭上に昇り、フウは不安げな眼まな差ざしで東を見つめていた。気を紛らわせるため、ラジオをかけていたが、その内容の殆ほとんどは突風の音にかき消された。正午、甘ったるいメロディとともに〈童心科学俱ク楽ラ部ブ〉の番組が始まった。

『さて、今日は酸化についての講義です！』

　コンドウアナウンサーの元気のいい声。女性のアナウンサーは珍しい。

『はい。皆の身近に起きていることですから、近くの物を観察しながら楽しく学習しましょう』

　トウヤマ科学ジャーナリストもはきはきとした言葉で応答する。週初めは彼らの声から始まると言っても過言ではない。聞きなれた子守唄のように心地良い化学反応の講義。二人が織りなす小気味のいい会話は一種の芸術のようにも思える。

　だが、その時間は慌ただしいスタッフの足音にかき消される。

『え？　はい』

　彼女の声が動揺する。

『本当ですか？　はい。えっとリスナーの皆さん暫しばらくお待ちください』

　少し経って誰かがスタジオに訪れる気配があった。

『間違いない』

〈久く遠おんの大地〉の解説員、フクモトシュウゾウの声だった。

『あの鳥は東の山脈付近に生息する生物でこの時期にはこちらに渡ってこない。

　その手紙に書かれていることは真実、と考えていい』

　ぞわ。

　とフウの肌に鳥肌が立つ。心臓が高鳴り、身体からだが俄にわかに熱ほてる。

　フウはラジオの音量を最大にして、スピーカーを耳に押し当てる。

『えっと、只ただ今いま非常に興味深いニュースが舞い込んできました。今朝、一羽の渡り鳥が局きよくのエントランスにいたようなのですが、その渡り鳥がある手紙を運んできてくれたようです』

　アナウンサーが紙を広げる音。そして「ピ、」という聞きなれた鳴き声がした。

『今からその手紙を読み上げます。全て平文字で書かれています』

　フウは思わず、アナウンサーと一緒にその手紙を音読する。




『「初めまして。私は、そちらから遥はるか東にある国にいる番組のファンです。私は学校に行けず、知識が足りないせいで母親を死なせてしまいました。私の一日は水を運ぶだけで終わりました。女の私が水を運ぶのは大変でした。でも、一四歳の時、ラジオというものを偶然手に入れる事ができました。私の国にはラジオ局きよくはありません。でも、ラジオからは声が聞こえてきました。それは、皆さんの声でした。トウヤマさんやフクモトさん、マユミさんの声です。皆さんの授業はとても面白かったです。そして、その知識は私の生活を大きく変えました。お金の稼ぎ方を覚えたお陰で水を運ばなくても生活できるようになりました。そして、大事な友達もできました。自分で稼いだお金で、友達と食事をし、銭湯に行って、楽しい毎日を送ることができました」』




　そこでコンドウアナウンサーの声が一度途切れた。唾を飲み込む音が僅かにラジオの向こう側から聞こえる。フウはそこで口を噤つぐんだ。




『……でも、今その友達が死にそうになってます。

　私の国ではその友達を救う事ができません。

　だから、私は砂漠を渡って先生の国に行くことにしました。軍の車を盗み、今命懸けで向かっている途中です。辿たどりつけなかった場合、もう二度と先生の授業を聞くことはできません。私の国では、先生達たちは死んだことになっていて、私もずっとそう思っていました。この手紙が読み上げられることが、先生達たちが生きている証明になります。同じ空を見上げていることの証明になります。だから、飼っていたオオブンチョウのアサに手紙を託して飛ばしました。もし、都合がよければラジオで読んでくれると嬉うれしいです。先生が生きていたらとても嬉うれしいです。私もできればそっちに行きたいけど、それができる保証はどこにもありません。だから、この場を借りてお礼を言います。本当にありがとうございました。先生達たちの授業が生きがいでした。運が良ければ、会って話がしたいです。終わり』




　声に出すと文章が拙くてフウは思わず赤面した。フウの鼓動は弾むように高鳴っている。まるで、神話の世界と自分の世界が繫つながったかのような現実味の無い話。だけど、これは現実で、その事実を嚙かみしめるたびに身体からだは興奮していった。

　反対に、ラジオの向こうは静寂に包まれていた。戸惑っているのだろうか。それとも変なことを書いたのだろうか、とフウは子供じみた不安を覚えた。

　沈黙を破ったのは〈久く遠おんの大地〉のフクモト教授だった。

『サバクオオブンチョウは東の山脈に生息する鳥なのだよ。環境が激変すれば砂漠を渡ることもあるが、本来はこちらには生息しない。しかも、訓練されたオオブンチョウは国内にもなかなかいないのだよ』

『ということは？』

　アナウンサーが尋ねた。

『本物と考えるのが妥当なのだよ』

『一人の少女が、私わたし達たちの講義を聞いて、その知識を活いかして友達を救おうと砂漠を渡っていると』

『そうだろう。東に広がる砂漠のどこかに、この手紙を書いた少女がいる。無事であればこの放送も聞いているかもしれないのだよ』

　フウはうんうんと激しく首を縦に振る。

『私わたし達たちに何かできることはないんですか？』

『我々は声を届ける事しかできないのだよ』

『そんな……』

『だが、たかが声、されど声。我々の声が、彼女を成長させた。だから、我々はいつも通り、声を届ける』

　しばらくスピーカーの向こうでスタッフとアナウンサーの話す声が聞こえていた。

『今日は番組をお休みして、砂漠の少女を応援する特別編成で行くことが決まりました。今、全ての番組の講師に連絡を取り、駆けつけてもらっています。リスナーの皆さんには砂漠を渡る少女に送るメッセージを募集しています。そして、東のリスナーさん、私わたし達たちはあなたを待っています！』

『私も長い間学生に講義を続けてきたが、これほど教師冥みよう利りに尽きる経験はないのだよ』

　普段はそっけないフクモト教授が珍しく熱のこもった言葉を放っている。

『必ずこのアマクニの地で会おう』

　フクモト教授は力んだ声でそう言った。
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　遠い世界にいるはずの、自分とは全く接点の無かったはずのラジオのアナウンサーや教授が、自分に言葉を投げかけている。フウの身体からだは震え、鼓動の高鳴りとともに熱を持ち始める。必ず生きて辿たどり着つく。ラジオドラマで何度も聞いたその言葉が、決意となって自分の心に広がっていった。

　ラジオを肩にかけ、フウは東の地平に鋭い視線を投げかける。

「来た」

　フウは遥はるか東の地平線に並んだ、黒い点を見逃さなかった。地平には陽かげ炎ろうが揺れ、その向こう側に整列した漆黒の横一文字が近づいてくる。

『北と南の後方にも反応がある』

「三方から挟み撃ちってこと？」

『そういう手ぬるいやり方ならいいけど』

「とにかく作戦通り、先手必勝で」

　そう言うとフウは、信号拳銃を天へ向けた。

「カザクラのため、そして私のためにこの修羅場、必ず乗り越えてやる！」




　地上空母〈蛾が嶽がく〉。千里の彼方かなたでも目視できる鋼鉄の威容は、チアゲハなどものともせずあらゆる岩石をその巨大なタイヤで踏み砕いて西を行く。王の一角と形容される鋭い先端と、船体の左側に付いた、岩石に接触してできたか国外勢力との突発的な紛争でできたであろう巨大な搔かき傷が特徴である。

　この巨大な地上空母の先端でヨミは西を向き、乾燥した突風を浴びていた。

『アマクニの地で会おう』

　その右手に握られたのは、件くだんの少女が持っているものと同じ大きさのラジオだった。

　民間人による外部国家との接触。

　それは独裁国家チオウの基盤を揺るがす一級の犯罪である。

　ヨミはそっとラジオを地上に落とす。ラジオは蛾が嶽がくの巨大な車輪に巻き込まれて圧砕された。

　その複眼が血潮のように点滅する。ヨミは静かに、殺意を研いでいた。その研ぎ澄まされた殺意こそが、奴やつらの喉笛を搔かき斬るのに最も有効な武器だから。

　怒りも、憎しみも無い。ただ殺意だけが、ヨミの中で成長する。芽が外殻を突き破り、水を飲み干し、大地を穿うがち、ハナを咲かせるように。

『臨時部隊長』

　蛾が嶽がくの作戦室からだった。

『南に展開された羅ら刹せつの機影が消滅しました』

『恐らく遊走性爬は虫ちゆう類るいの熱源に人造人間を紛れ込ませていたのだろう』

『どうなさいますか』

『予定通り、出撃する』

　このタイミングで出撃する事は既定路線だ。

　ヨミは船体から、何の躊躇ためらいもなく地上にその身を投げ出した。




「よっしぁあ！」

　と珍しくフウは歓喜の咆ほう哮こうを上げた。

「これで囲まれることは無くなった！」

『作戦的中ですね』

　車内スピーカーからカザクラの声が聞こえてくる。

『兵力の分散を見抜いたサミヤさんの慧けい眼がんです』

　追うことに集中する者は防御がおろそかになる。というサミヤなりの兵ひよう法ほうである。今回はそれが当たった。

「つってもまだ相手は十機くらい残ってる。ここからが本番だよ」

『こちらもまずは帰投します』

　この作戦のリスクは最大の戦力であるカザクラをエルクから分離することにある。この隙を突かないサイレッカではなかった。

　十機の羅ら刹せつはそのまま五機二組の編成で後方と北側から迫った。その羅ら刹せつからボロボロと、蜘く蛛もの子のような黒い塊がばら撒まかれた。

「あれは」

　その黒い塊は地表をわらわらと蠢うごめいた後、統率の取れた動きで接近してきた。

「なにあれ」

『自立走行無人機。通称〈土つち蜘ぐ蛛も〉』

　土つち蜘ぐ蛛もは凄すさまじい速度でエルクに群がった。

『南西に進路を取る。そこでカザクラを回収』

「私は？」

『対空、お願い』

「ですよね」

　フウは機関砲の握把を握りしめた。

「撃っても当たると思えないんだけど！」

『大丈夫です。私の補助人工知能と同期しているので、精密な射撃が可能です』

　とカザクラの声がする。

「便利だなおい。とにかく近づいてくる奴やつはぶっ飛ばすよ！」

　まずは南に展開したカザクラと合流するまでの時間をフウが稼がなくてはならない。怒ど濤とうの三〇秒が訪れた。

　エルクは急旋回すると南西に進路を向ける。遥はるか南側で疾走するカザクラとその後を追うチアゲハの口が見えた。北と東から羅ら刹せつとその眷けん属ぞくが迫りくる。

　羅ら刹せつから誘導弾が放たれた。熱源を察知して確実に爆砕する必殺の爆撃。

「サミヤ、フレア！」

『心得てる』

　エルクの後方から真紅の光球が放たれる。誘導弾はそちらに軌道を変えたかと思うと地面を貫いて背の高い焰ほのおを生んだ。その焰ほのおを潜るように高速で疾走する鉄の蜘く蛛もが迫りくる。

「きもい！」

　フウは弾幕を張って鉄の蜘く蛛もを蹴散らしていく。だがそれしきの弾幕密度では全ての蜘く蛛もを迎撃するに至らない。蜘く蛛もは車体に張りつくと、側面から上によじ登ってきた。蜘く蛛もはその胴体からサソリの尾のように反り返った蛇じや腹ばらの刃やいばを宙に伸ばしている。一匹二匹と蜘く蛛もは数を増しフウに殺到した。

「やっばい！」

　フウはハッチから顔を引っ込めるわけにいかない。銃座から離れればそれは羅ら刹せつに接近を許すことになる。かといってこのままでは喉を搔かき斬られるのは火を見るよりも明らかだ。

「伏せて」

　突風を冷たい声が切り裂いた。頭を伏せるが早いか、銃声が轟とどろき数匹の蜘く蛛もが車体から弾はじかれ地面に転げ落ちた。振り返ると、操縦室上部のハッチからサミヤの上半身が出ていた。サミヤの白い髪は突風に靡なびき、その手には二脚の支持装置を付けた大型の狙撃銃があった。

「あんた、運転は？」

「自動。ハンドルは足で握ってる」

「何その特技」

「貴方あなたは羅ら刹せつをけん制して。蜘く蛛もは私がやる」

「分かった」

　どこで覚えたのかサミヤは圧巻の射撃技術を振るって文字通り蜘く蛛もの子を蹴散らしていく。残り八機の羅ら刹せつは広く扇状に展開し、一、二の三で距離を詰めてきた。

「まずは、端から、カザクラが来るまで数を減らす」

　機銃で端の羅ら刹せつを破壊する。

「間に合うか」

　サミヤが蜘く蛛もを蹴散らし切った矢先にそれが起こった。銃声と共に背後で「くっ」というサミヤの小さなうめき声が聞こえる。振り返れば肩から鮮血を噴き出すサミヤの姿がある。

「サミヤ！」

　一体何がと車体の後方に向き直る。

　オボ・ヨミが立っている。その背後では凄すさまじい速さで景色が遠ざかっていった。

『これより略式処刑を開始する』

　ヨミの背後から羅ら刹せつの鶴かく翼よくが迫ってくる。

『我は神の剣にして絶命の具現。王の勅令により死を授けに来た。三つの命を無に帰し、捕縛強制人の遺骸を回収する』

　その銃口がフウの脳天に向かい、引き金に指がかかる。その瞬間だった。

「させるかぁ！」

　それは風の音にも負けない絶叫だった。矢のような飛び蹴りがヨミの脳天を突き刺し、ヨミは車上から放り出される。ヨミは着地した瞬間に跳躍、稲妻のように地面を走って車に飛び乗ってきた。だが、フウとヨミの間にその少女が立ちはだかっている。

　風に靡なびく制服と鋼鉄の背中がフウにとってはこの上なく頼もしく見えた。

　カザクラの腕に『怒獲』の文字が浮かぶ。

「第八武闘解釈　怒ぬ獲えを起動します。拍動の終止符様、私とお戯たわむれを」

　カザクラは両拳を腰の高さに、身体からだはやや半はん身みに構えた。右手は握り拳を作らず腰に据え、左は脱力して鴉からすの頭のように前に出す。いかなる状況にも即応し、変則的な攻撃を生み出す。いわば喧けん嘩かに特化した打撃格闘技に近い構えだ。

　ヨミは身体からだを屈かがめて拳銃を構えた。

　左側頭に刻まれた口が開き得体のしれない可視気体が漏れた。

『汝なんじらの命を持ってのみ、この司法行為は達成される。例外は無い』

「否、いかなる摂理にも例外は存在するものです」

　どこか遠くで風の咆ほう哮こうが聞こえた。

　二人の身体からだは一対の乱気流と化した。激烈たる猛撃の応酬が爆音の波を生む。

　サミヤはハッチに潜り込み、フウは羅ら刹せつを撃墜するため再び握把を摑つかんだ。カザクラの補助人工知能とのリンクが切れたせいか、狙いが定まらない。それでも、フウは今生の集中力を全てつぎ込んで、一機撃墜に成功する。その傍かたわらでは、ヨミとカザクラによる壮絶な死闘が繰り広げられていた。

　針の穴に糸を通すような精密な銃撃をカザクラは神がかった身のこなしで回避、あまつさえ距離を潰して強烈な膝蹴りを見舞う。ヨミは大きくのけ反るもその体勢のまま射撃を続ける。殴られても、蹴られても、ヨミはその間かん隙げきに反撃をねじ込んでくる。

　そのうねる左腕が自在に角度をつけ、死角という死角から銃撃。相手が回避動作に転じてる間に右手はリロードを済ませている。対人造人間用の射撃技術。それはまるで格闘技のような駆け引きと戦略性の土台に成立している。

　サミヤ曰いわく、対するカザクラの人工知能は同型の機体から蓄積されたビッグデータから生まれた。それによって高い戦略性を発揮している。

「牽けん制せい、刺突！」
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　カザクラは三日月蹴りでヨミの膝を押し込み、姿勢を崩す瞬間に前手の鉄拳をヨミの胸部にねじ込んだ。拳に撥はねられたヨミは勢いよく車外に飛び出した。

　サミヤによると、カザクラの主脳そのものに格闘の才覚があるらしい。その才覚は人工知能による体力運用を最大限に発揮させる。だがそのカザクラをもってしてもヨミは強い。車外に放り出された筈はずのヨミが数秒後にカザクラの背後から奇襲をかけてきた。

「回避、反転、応戦」

　雷光が如ごとき速度で間合いに侵入してくるカザクラをヨミの二丁拳銃が応戦する。圧倒的な攻撃密度の応酬に人の立ち入る間かん隙げきは残されていない。

　──まずいな。

　機関砲の弾倉を交換しながらフウは呟つぶやいた。カザクラの皮膚は傷だらけに、前腕は敵の射撃を防ぎ続けたせいで鉄と配線に塗れた内蔵部品を痛々しく露出させている。

　恐らくあの弾丸はライフルと同等かそれ以上の威力があるだろう。その化け物のような拳銃をヨミは自分の身体からだのように扱っている。カザクラは経験と機体スペックの両方でヨミに後れをとっていた。

　しかもその間にも事態は悪化の一途をたどる。対空機銃の残弾が底を突きかけていた。予備の箱型弾倉はもう無い。いま装塡されているもので最後だ。射撃精度が悪くなったのを見抜かれたか、羅ら刹せつはさらに接近して機銃を浴びせて来る。その弾の一つが、フウの肩口を僅かに掠かすめた。

「つっ」

　肉が僅かに抉えぐられた。フウは根性で腕を動かし引き金を引き続ける。機関砲の反動に合わせて傷口が血を吹いた。激痛の波が襲い、フウの精神が弾薬と共に削られていく。

　体力の限界が近いのはカザクラも同じだった。

『熱量限界値到達。貯蔵エネルギー、残り僅か』

　首をそちらに向けると、動きの鈍ったカザクラが病人のように弱々しい拳を放っているところだった。遂ついに、カザクラの限界が来たのだ。

『散れ』

　その言葉に拒否は想定されていない。引き金と共に振りかぶられた死神の鎌がカザクラの命めがけて降ろされる。

　ヨミの放った銃弾がカザクラの胸部を貫いていた。

　人工血液の華が花はな弁びらを広げた。花はな弁びらは虚こ空くうで水滴へと拡散し、フウの頰に赤黒い粘液がかかった。カザクラは目を見開いて天を仰ぎ、膝を折る。

『一つ』

「カザクラ！」

　カザクラの顔にも身体からだにも、命の輝きはない。命の脈動を失った鉄と有機物の塊と化した身体からだが、ぐしゃ、音を立てて倒れた。カザクラの身体からだから血だまりが広がっていく。ヨミが興味を失っているのは、命が潰ついえたことを示している。

　ヨミは空になった弾倉に弾を込め、素早く銃口をフウの頭に向けた。

　拳銃の引き金に指がかかる。

『これより二人目の略式処刑に移る』

　絶体絶命の筈はずのフウに笑顔が浮かんだ。あの重役会議で見せたような攻撃的な笑みだ。

「やっぱり、命に反応してるんじゃない。お前は死に反応しているのか」

　、、、カザクラの眼球が急旋回して命の輝きを取り戻す。

「ひっかかった」

　カザクラの右手から火炎が放たれた。数分に及ぶ戦闘で溜ため込んだ灼しやく熱ねつである。業ごう火かはヨミの視界を遮り、尚なお且かつ内部部品を熱で脅おびやかす。その隙にカザクラは跳躍した。

「一撃」

　大きく振りかぶった拳を、

「必殺」

　まるで隕いん石せきのようにヨミの脳天に振り下ろす。けたたましい金属と金属の衝突音。ヨミの頭部が胴体から引きちぎられてエルクの上を転がった。

「私の急所はもう少し右」

『仮死か』

　転がった頭部が言葉を返す。

「死んだふりは得意なんで」

　というより、ヨミの傾向を分析して対策を講じる傍かたわら練習していたのだが。ヨミが図書館で人造人間を殺した時、死んだ相手からはすぐに興味を逸そらしていた。それが、ヒントだった。もし、ヨミの方が強かった場合は仮死状態になって隙を作るとはフウの案だ。無論、急所たる動力部を僅かにずらせて攻撃を受けるという、一歩間違えれば本当に死にかねない、リスクの高い作戦である。

『……人を殺すことに慣れ過ぎたか』

　ひどく人間めいた声が転がった頭部から聞こえてくる。一つ、また一つと、複眼の光が消えていく。そして、最後の光が消える。

　──お前もこちらに来い。

　頭を失った胴体が突然動きを取り戻した。

　銃声。

　その直後に、カザクラがヨミの胴体を蹴り飛ばし、胴体は地面に落ちて遥はるか後方に遠ざかる。だけどそれは遅すぎた。

　全てが遠くなる。車の走る音も。フウは胸の辺りに熱を覚えた。視線はゆっくりと自分の胸元に降りていく。

　胸は赤くなっていた。衣服が赤黒く染しみ、その上から血が溢あふれていく。夥おびただしい量の血液がエルクの車体に零こぼれ落おちた。

「フウ！」

　絶叫してカザクラが駆け寄ってくる。対空性能を失ったと見るや、羅ら刹せつの機関銃がエルクのタイヤを細切れにした。エルクの速度は半分近くに低下している。

『そこの車両、停車しろ』

　エルクは間もなく止まった。車体の底をチアゲハが突き上げる音が聞こえてくる。フウの血の臭いに反応しているのだ。流石さすがに数十トンの装甲車の底を突き破るほどの力はない。

『運転手は姿を見せろ』

　サミヤが黙って外に出てくる。彼女もまた肩の傷が開いて無視できない状態になっている。

「サミヤ、フウが！」

　サミヤは致命傷を負ったフウを一いち瞥べつする。彼女の肌に鳥肌が広がった。

「これは、不ま味ずい」

　屈かがもうとしたサミヤだったが、

『動くな！　動けばもろとも射殺する』

　エルクを取り囲んだ羅ら刹せつがそれを許さない。フウはその間、カザクラの手を握っていた。カザクラの手は冷たいのに、あたたかかった。

「フウ、フウ！」

　あの日の自分も、カザクラのように泣いていたのだろうか。

『今すぐ離れて直立しろ、人造人間。お前も出来れば生け捕りにしたい』

　羅ら刹せつのローター音に混じって、遠く地鳴りの音がした。身体からだがどうにかなったのかと、フウは思った。でも、確かに大地は揺れている。

「合図をしたらフウを連れて車の中に戻って」

「どういう意味」

「どのみちフウが助からないなら、隙を見て倒す」

『会話をするな！』

　カザクラは二人の前に立ちはだかるようにして両手を上げた。だがカザクラも満身創そう痍いで、人工血液の凝固作用が間に合わず胸の赤いシミは大きくなっている。その目にも力はない。

「カザクラ……」

　フウは声をかける。

「絶対に戦っちゃ駄目。そのまま物音を立てずじっとしてなさい」

　カザクラは無言のまま顔を横に向け、視線をフウに寄越した。

「私の、最後のお願い」

『会話をするなと言っているだろ！』

　カザクラはフウの言うことを聞いたのか、前を向いて微動だにしなかった。そして、幻のような地鳴りがどんどんと大きくなっていく。

　何な故ぜあの場所に〈緑の火〉が生い茂っていたか。それは地下水が何らかの要因で地表に撒まかれたからではないだろうか。まるで何かから隠れているかのようなチアゲハの生態。母親から伝え聞いた伝説。昨夜聞いた遠とお吠ぼえ……

　そして、地面が爆はぜた。高々と上がる砂と礫つぶての摩天楼。土つち埃ぼこりの柱が崩れ去ると、この世の光景とは思えぬ異形が蒼そう天てんと烈日の中に聳そびえていた。

　竜。

　そうとしか形容しようのない規格外の大きさをもった爬は虫ちゆう類るい。分厚い鱗うろこと、樹木のようなトゲが生えそろい、その四股の先端には牛をもたやすく引き裂けそうな爪が生えそろっている。その名は、恐らくこうだ。

「……チオウ」

　遥はるか古よりこの地に君臨する砂漠の王。とある砂漠の国の名にも用いられた。何な故ぜ、チアゲハほどの怪物が地面に隠れて獲物を待つなどという、天敵から逃れるような生態を持つに至ったか。それはチアゲハが生態系の頂点に立っていないから。

『こ、コイツは、』

　チオウは「平ひれ伏ふせ」とばかりに右手で羅ら刹せつを叩たたき落おとし、尻尾を薙ないで羅ら刹せつを切り裂くように撃墜した。

『撃ち殺せ！』

　羅ら刹せつの機銃がチオウの表皮を摩さすったが、表皮に針の穴ほどの傷を強いただけだ。チオウは羅ら刹せつを嚙かみ砕くだき、支配者の咆ほう哮こうを大空に解き放つ。空に佇たたずむのは俺だけでいい。そうした王の自負すら感じさせた。

　チオウは空の掃除を終えるとフウの方を振り向いた。威圧感のある赤色の目がフウを見下ろしていた。

　遠くローターの音が近づいてくる。

　王の巨きよ軀くが白く霞かすんでいく。

　音が遠ざかる。光も遠ざかる。

　カザクラの泣きわめくような声だけが、最後までフウの耳に寄り添い続けた。










[image: 最終章　知識を抱いて]




　寒い夜と戯たわむれ

　灼しやく熱ねつと踊れ

　血潮のような

　夕ゆう陽ひに向かい

　月と明日へ渡れ




　真っ白な砂漠だった。一面、白い砂の砂漠。雲一つない空の青と、砂漠の白が視界を上下に分けている。そこに二つの椅子と、一つのテーブルがあった。そこに一人の女性が腰かけ、フウを見て優しく微ほほ笑えんでいる。

　懐なつかしい気がした。でも、フウの口から出たのは謝罪の言葉だった。

「……謝らなくていいのよ。誰も悪くないから」

　だが、私の無知が結果的にあなたを死なせてしまった。

「フウ、世の中にはどうにもならないことがたくさんある。私の死も同じ」

　でも……

「でも貴方あなたはどうにもならないことの一つを、どうにかした」

　え？

「たくさんの人にお世話になったんでしょ？」

　フウは頷うなずいた。椅子に座ろうとしたフウに女性は首を横に振る。

「そこに座ったら、貴方あなたのお友達の涙が枯れることは無くなるわ」

　もっと、話がしたい。

「貴方あなたが話をする相手は、他にいる。大丈夫、貴方あなたが選んだ道はきっと楽しい事に満みち溢あふれているから」

　鳥の鳴き声がした。一羽わの鳥が大空を切り裂くように飛んでくる。

　フウはその鳥の名をふと口にする。すると、女性は微ほほ笑えんだ。

「嬉うれしいわ。私の名前はまだ生きているのね」

　あなたを忘れないように、その名を鳥につけた。毎日訪れるものと同じ名を。

「さぁ、行きなさい。貴あ方なたの帰りを待っている人がたくさんいるわ」

　フウは鳥の後をついていく。最後に、女性の方を振り返った。

「ありがとう」

　女性はもう一度優しく微ほほ笑えんだ。フウも笑みを返す。そして鳥の後を追って走り出した。

　鳥が鳴いた。

　白い砂漠に轟とどろく甲高い鳴き声。

　どこか遠くに聞こえたその鳴き声が耳に迫ってくる。砂漠の白が視界に広がり、フウの身体からだは妙な浮遊感を覚えた。

　漂白された視界が、少しずつ、輪郭を取り戻し始めた。

　一つの世界に別れが訪れ、一つの世界にフウは舞い戻る。




　目の前にあったのはどこかの天井だった。アルコールの臭いが微かすかに鼻の奥を撫なでる。

「目が覚めたか」

　白衣を着た男がフウの傍かたわらに立っていた。感覚が鮮明になるにつれ、そこがベッドの上であることを理解する。

「ここは病室だよ。君はここに運ばれて手術を受けた」

　何な故ぜ、自分は手術を受けなければならないのか。

「君は銃で撃たれたんだよ。そして、我々の救助隊に救助された」

　銃で、撃たれた？　砂漠、装甲車、竜、記憶が断片的に復元されていく。

「ラジオを聞いた人々から要請があってね。まさか軍が動く事態に発展するなんて。だけど、その判断は正解だった。後数分遅ければ死んでいたか、深刻な後遺症を残していただろう」

　フウは身体からだを起こそうとする。

「まだ眠っていた方が良いい」

　医者が言うのならそうなのだろう。医者というモノとの接点が記憶のどこを穿ほじくっても出てこないため、判断に必要な材料は欠いていたが。フウは起こしかけた身体からだをベッドに横たえた。

　何か思い出さなくてはならないことがある。そう思いつつ、フウはもう一度目を閉じ、睡魔になすがまま抱かれた。




　もう一度目を覚ますと、頭の中はかなり整理されていた。次に医者が来たとき、医者にあの子の事を聞いてみた。

　たしか、名前はカザクラ。

　医者は、表情を変えず、

「君と時を同じくして彼女もまた人造人間用の医療施設に入ったよ。必要なデータを取って調整に入っているはずだ。もしかしたら君よりも早く退院できるかもしれない」

　フウはホッとする反面、どこか胸に違和感のようなものを覚えた。カザクラは助かる。だが、何か肝心なことを忘れている気がする。

「損傷した器官を修復し、人工知能の初期化を行えばそれで大丈夫なはずだ」

　あ……

　とフウは声が出そうになった。

　同時に、全身が脱力する。そうだ、自分がここに来たのは、あの子の命をつなぎとめるためじゃない。あの子の、思い出を、無くさないためにここまで来たのだ。

　なのに……




　一日経たってフウは歩けるようになった。

　フウは一人、病院の屋上に立つ。目下にはどこまでもコンクリートの建物が広がっている。視界の遥はるか彼方かなたに砂漠らしきものが見えた。その反対の方角には山がそびえている。

「この山の向こうにも、この国が広がってる」

　聞きなれた声にフウは振り返る。

　ジーンズと白いシャツに身を包んだ、すらりと細長い女性が立っていた。少し考えて、彼女の名前がサミヤであることを思い出す。ひんやりとした視線は相変わらずだった。彼女の美しい髪は肩のあたりでバッサリと切られていた。

「私もようやく外を出歩けるようになった」

　サミヤは涼し気な視線を彼方かなたの砂漠に向けた。彼女は何ど処こも怪け我がしているようには見えなかったが、他国の軍人という立場もあって身柄が拘束されていたのだろう。

「少し調べた程度だけど、この国にも人工知能の洗浄という概念はあった」

　そう、とフウは素っ気無い返事をしただけだった。

　フウは空を見上げる。

　それでも、会いたい。

　その儚はかない思いを、雲一つない空が受け止める。




　その日、フウは私服に着替えた。サミヤが買ってきてくれた色気のないジーンズとシャツに着替え、そこに革のジャケットを羽織った。

　世話になった医療スタッフに礼を言い、サミヤと並んで病院を出た。この足で、フウはカザクラを迎えに行く。無む垢くな赤子になっているであろう、あの子を。

　空は一点の曇りもなく晴れていた。乾燥した空気に日光が降り注ぐ。待ち合わせ場所は人造人間用の調整施設だ。病院と同じような白塗りの建物で、広場は陽光に照り輝き背の低い陽かげ炎ろうが揺れている。フウは目を閉じ大きく深呼吸をする。目を開けるとその行く手に誰かが立っていた。セーラー服なる上級学校の制服に身を包んだ、一人の少女。

　胸の奥から声が漏れそうになった。だけど、まだ彼女にかける言葉を用意していない。

　そんなフウを不思議そうに眺めながら、少女はフウに歩み寄る。

　とても静かな足取りだった。風はなく、その濁りの無い足音が耳に入って来る。

　彼女は、あどけない表情でフウをぼんやりと眺めた。その双そう眸ぼうに力強さはない。

　どれだけ考えても、漂白された記憶にかける言葉が出てこない。

　少女はそんなフウを見て首を傾かしげた。

　言葉を持たない二人が無音の中で向かい合う。

　先に言葉を見つけたのは少女の方だった。

　寝ぼけ眼のような虚うつろな視線が、少しずつ輝きを取り戻していき、終ついには口が開いた。




「お兄ちゃん！」




　少女の言葉が、フウの心に波紋を生んだ。

「カザ、クラ？」

　自然と声が外に漏れた。

「会いたかったあああぁ！」

　カザクラはフウの身体からだに飛びついた。フウはたたらを踏みながらカザクラの身体からだを受け止める。

「死んだかと思った！」

「あ、あんた私のこと覚えてるの？」

　カザクラは少し距離を取り、首を傾かしげる。

「はえ？　そりゃ覚えてるよ？」

　フウは額に手を当て、思考を廻めぐらせる。隣でサミヤも同じ仕草をする。

「いや、人工知能の初期化はまだされてないの？」

「もうやったよ」

「え!?」

　訳が分からない。カザクラはフウの事を忘れていないではないか。

「彼女の記憶が消される心配も、代謝の異常で死ぬ心配も、もう無くなった」

　聞き覚えのある声だった。声のした方には、スーツに身を包んだ三〇代半ばの女性と一台の車があった。

「だからもう安心して」

　女性はフウと目が合うと、一つ礼をした。

「いつも贔ひい屓きにしてくれてありがとう」

　フウは女性が誰か分かって尻もちをついた。会うのは初めてだ。だけど、その声を聞くのは初めてじゃない。

「ま、マユミさん？」

　女性はニッコリと大人の笑顔を見せた。

「知っていてくれて光栄だわ」

「その、カザクラがもう大丈夫ってどういう事なんですか？」

　マユミは難しい顔で頭を搔かき、トウヤマさんからの受け売りなんだけど、と前置きをして、

「カザクラさんは代謝管理プログラムの修正と、人工知能の調整を行っていたようね」

「人工知能を初期化すれば人格は消えると思ってたんですけど」

「人工知能の記憶はね。カザクラさんの人工知能も初期化された。だけど、彼女の人工知能は補助人工知能であって主脳じゃない。彼女の頭部にはもう一つ、私わたし達たちと同じ脳がある」

「同じ脳……？」

　マユミの横でカザクラは腕組みをして、ふふん、聞いて驚くなよ、と謎のどや顔を浮かべた。

「彼女は、もともと人間よ」

　しばらく妙な間があった。

「えええぇ!?」

　カザクラも目を見開いて「えぇ!?」という顔でマユミを見た。お前も知らんかったんかい。

「恐らく何らかの事故で大怪け我がを負って機械化の手術を受けたんでしょうね」

「てことは、半分人間なの？」

「二割程度らしいわ。だから人造人間、というよりはサイボーグと呼んだ方が正しいのかも」

「そういえば、チアゲハは彼女の身体からだを食べようとしてました」

「それは彼女に人間の臓器が残っていることの証左ね。彼女の、脳幹周辺や一部の骨格などは人間の時のまま。だから、彼女には汎用人工知能と違って明確な倫理観があるの」

「だから、彼女自身の脳自体は初期化の対象にならなかったということですか？」

「その通り。この国では人間の脳に恣意的な改かい竄ざんを加えることは違法よ。チオウにはそのような法律はないから、こちらに来たことは結果的に良かったと思うわよ」

「どうしてカザクラはチオウにいたんでしょうか」

「人造人間の人身売買はよくある話よ。機能を停止させ拉致して他国に売り払われる。その後どうなるかは買い手次第ね」

「てことは何らかのアクシデントがあって家族と引き離されたってことですか？」

「恐らくね。記憶障害が大きいから詳しい事は分からないけど」

　さ、堅苦しい前置きはここまで。とマユミは手を叩たたいた。

「早く行きましょう。皆待ってるわよ」

「皆？」

「皆よ。あなたの先生。スケジュール合わせるの大変だったんだから」

　フウはカザクラに手を引かれ、前につんのめる形で車に連れていかれそうになる。

「行ってらっしゃい」

　とサミヤは言った。一旦立ち止まってフウはサミヤを振り返る。

「サミヤは行かないの？」

「私はエルクの所に行って、整備士の人と話をしなくちゃならないから」

「そうか」

「晩御飯は焼肉食べたい」

　フウは親指を立てた。

「まかせとけ！」

　フウはサミヤにひと時の別れを告げ、車に飛び乗った。




　アマクニ連州国の中央都市、タイラクテンには政府軍の管理する倉庫がある。そこには、装甲車エルクとフウの私物が大事に保管されていた。その中に、銀色のラジオがある。サミヤはラジオに歩み寄る。銀色のラジオの電源を入れ、チューニングを済ませた。そのスピーカーから声が聞こえてくる。

『さて、月曜十二時は〈童心科学俱ク楽ラ部ブ〉の時間ですが、今日は特別ゲストに来ていただいています。東のチオウから来られたこの番組のファン、フウさん、カザクラさんです』

　スタジオ内でぱちぱちと拍手が起こる。

『あ、ああの、ここ、こんにちは』

　という緊張したような女性の声と、

『こんにちは！』

　という元気のいい声。

『今日は特別に全ての番組の先生方がスタジオに来てくださっています。いや、スタジオはかつてないすごい熱気です。フウさんは、どの授業が一番好きですか？』

『えっと、個人的には、皆好きですけど、強いて言うならフクモトさんの授業が』

　スタジオ内から『おぉー』という感嘆の声が上がる。後ろの方で『照れるからやめてほしいのだよ』という声も聞こえた。

『あと、マユミさんが思っていたよりも美人で驚いています』

　後ろで『ほら見なさい！　純朴な少女には私の良さが分かるのよ！』と女性の声がする。

『さて、今日はフウさんにリスナーから質問が届いています』

『え、あ、私が？　いいんですか？』

『もちろん！』

『じゃあ、頑張り、ます』

『ではラジオネーム、25の大砲さんからの質問です。フウさん、長い旅路、本当にお疲れさまでした』

『あ、ありがとうございます』

『フウさんは、これからどうするおつもりでしょうか。国はあなたに永住権を与えることも考えているようですが、このままアマクニに住むのですか。それとも、新しい土地を目指して旅立つのでしょうか。

　どうですか？　フウさん』

『カザクラはどうしたい？』

『ほえ？　わたし？』

『うん』

『わたしはね、家族に会いたいな』

『だそうです。てことで、準備が整えば出ていきます』

『えらくあっさり決めましたね。この国を西に行けばそれも可能です。ですがアマクニの外は厳しい世界が広がっています。それでも、彼女の家族を探しに行きますか？』

　ラジオの向こうで、フウが笑うのが分かった。見えずとも、サミヤにはそれが分かった。

『はい。もちろんです』

『それでは、旅立つフウさんのリクエスト曲をお送りしたいと思います。

　曲名は〈欠けた月光〉です。

　フウさんはこの曲について知っていますか？』

『恥ずかしながら殆ほとんど知らない、です』

『この曲は、かつて砂漠の東の少数民族の村で生まれ、西へ旅立つ仲間のために作られた歌と伝えられています。残る者と旅立つ者。同じ歌を語り継ぐことが、同胞だったことの証あかしになる。そのような意味が込められています』

[image: ]

『だから、東にも西にも知っている人がいたんだね』

『そうですね。ちなみに、西に旅立った人々は旅の途中で殆ほとんどが死に絶えたそうです』

『この歌は管轄区でも母だけが知っていました。多分、もう忘れられる寸前だったんですね。こっちでは広まっていて良かったです』

　音楽が流れ始めると、サミヤは倉庫の外に出て空を見上げた。西の山の頂上には雲がかかっている。山の向こうは雨が降っているだろうか。

　サミヤは今まで誰にも見せたことのない笑顔を山の向こうに投げかける。

　そしてまた、音の歯車が回り始めた。




　寒い夜と戯たわむれ

　灼しやく熱ねつと踊れ

　血潮のような夕ゆう陽ひに向かい

　月と明日へ渡れ

　研がれた　眼まな差ざしを

　砂の壁に向け

　亡なき骸がら越えて　手を伸ばして　感じろ

　研ぎ澄まされた現実を




　東の国からの来訪者。講師たち。そしてリスナーたち。彼かれ等らは大いに番組を盛り上げた。

　その中の一人、少女の名はフウという。

　フウは、リスナー達たちの質問に戸惑いながら答え、講師達たちの言葉に笑顔を咲かせ、ラジオ番組を誰よりも楽しんだ。

　そしてフウの隣には、同じように笑うカザクラの姿があった。フウに合わせるように、カザクラも感情豊かに怒ったり悲しんだり、そして喜んだりしていた。

　果てのない濃紺に丸い月が何かを見守るように浮かんでいる。

　放送終了後、路地裏にある鄙ひなびた焼肉屋で二人はサミヤと待ち合わせた。

　夜は深まり、自分の出演した番組の再放送を聞きながら、三人は極上の肉に舌した鼓つづみを打つ。

　銀色の煙突から二五時の夜に上ったのは、焼かれた肉の香りと、終わらない喧けん騒そうだ。

　満ちた月がどこかの地平に落ち、空が東しの雲のめを迎える頃、三人と一羽わは店を出た。

　月に冷やされた空気を吸い込み、フウは誰に言うでもなく呟つぶやく。




　やっぱり、孤独よりはずっといい。




　あの日、砂漠の烈日は一人の女性の命を焼いた。残された少女は心を閉ざし、孤独を生きることを誓う。

　己は一人で生き、孤独に命を枯らす運命だ。ずっとそう思っていた。

　だけど今、フウにはラジオがあって、サミヤがいて、アサがいて、カザクラがいる。

　フウは再び歩き始めた。

　ラジオと共に。

　家族と共に。

　壊れた世界の、向こう側を。










　　　あとがき




　初めまして。陸りく道どう烈れつ夏かです。この度は拙著を手に取っていただきありがとうございます。

　春から秋にかけてはラジオで野球を聞きながら散歩をするのが日課です。そのライフスタイルが紆う余よ曲きよく折せつの末、小説という形で結実しました。

　作品について色々と語りたいことが無いわけではないのですが、今回はお世話になった方方々への謝意を述べさせていただきます。

　まずは、イラストを描いてくださったカーミンさんです。この度、当小説のイラストを引き受けてくださり本当にありがとうございます。担当さんに「この人に頼もうと思います」と言われてからずっとツイッター見ていて、個性的で素敵な絵を描かれる方だと思ってました。自然とレトロ町とトカゲとメカ好きな自分にはたまんなかったです。担当さんから承諾していただいたという話を聞いた時は本当に嬉うれしかったです。キャラデザが上がってくるたびニヤニヤが止まんなくて、カワイイだのカッコいいだの子どもみたいに興奮しっぱなしでした。（これ以上アツく語ると引かれそうなので自主規制）　重ねて申し上げますが、素敵なイラストを描いてくださって本当にありがとうございます。そして、デビューおめでとうございます！

　出版に携わってくださった皆々様。去年の今頃は誰に作品を見せるでもなく、一人で細々と小説を書いていた自分にとっては、自分の書いた作品をより良いいものにするために多くの方が尽力してくださることはかなり嬉うれしかったりします。（「それが商業やで」という冷たいツッコミはさておき）　本当にありがとうございました。

　他にも、事情を知って本職の方で仕事を肩代わりしてくださった先輩のＭさんにも感謝です。要領の悪い自分にとって受賞からの日々は結構カツカツで、Ｍさんが協力してくださらなかったら本当にヤバかったと思います。ありがとうございます。

　数年前に小説家を目指すと伝えたら最初に読んでやると言ってくれたＫ君、それと某学校の福祉棟でポテチ食いながらシュタゲを一緒に見ていたヒロト氏、自分の執筆活動を応援してくれた二人にも感謝です。

　親族への感謝は流石さすがに恥ずかしすぎるので今回は控えます。

　なんかこれから死にに行く奴やつの手紙っぽくなってしまった所で〆とさせて頂きます。

　どこまでやれるかは分からないですが、やれるだけのことはやろうと思います。

　最後に、この本を最後まで読んでくださった読者の皆様にもう一度お礼を申し上げたいと思います。

　本当にありがとうございました。




　追伸　次回は作者の江越（阪神）愛を書きなぐってやろうと思います。
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